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「ねえ、ここもいいわよね？」

「あ、や、そこは許して」

　桃色の髪の少女が身をよじって逃れようとするのを、銀髪を結い上げた少女がぐいと背中から押さえつける。

　二人とも一糸まとわぬ姿である。

　そして、顔と顔が触れそうになるほど密着した中で、銀髪の少女は人差し指を桃色の髪の少女の、普段は誰にも触らせないであろう部分へと滑らせる。

　指先に石せつ鹸けんを塗り付けているので、ぬるんとした感触、そのまま人差し指を、弧を描くように優しく動かす。途と端たん、桃色の髪の少女がびくりとその華きや奢しやな身体からだをふるわせた。

「ふわぁ、指入れちゃダメ、あ、敏びん感かんなの」

　甘い吐息を漏らしつつ、涙目で振り返る少女に銀髪の少女はゆるく首を振る。

「だーめ、まだまだこれからよ？」

　かすかにあやしい笑えみを浮かべ、銀髪の少女はさらに人差し指を動かす。

「あう、そんなに強くされたら……あっ！」

　短い、うめきのような声がこぼれ、桃色の髪の少女から力が抜ける。ぐったりとして、その身を銀髪の少女へともたせかけた。

「まだ始まったばかりよ。なにへたばってるの」

　銀髪の少女の言葉に、桃色の髪の少女が顔を真っ赤にしてフルフルと肩をふるわせる。

「だから敏びん感かんだって言ってるでしょ、おへそ！　シャルロットのバカっ!!」

「バカじゃないわよ。女の子なんだからきれいにしなくちゃダメでしょ、チェルシー」

　銀髪を揺らすシャルロットに、チェルシーがへそを隠しながら向き直った。

　チェルシーは緑色の瞳ひとみに涙の粒を浮かせながら、

「せっかくの休校日なのに、朝からこんなに洗われてサイアク！」

　不平不満を言う彼女に、シャルロットは結い上げた髪を左右に揺らしながら、露ろ骨こつにため息をついてみせる。

「お風呂は好きなくせに、身体からだや頭はあまり洗わないから洗ってあげてるんじゃない」

「石せつ鹸けんのぬるぬるが気持ち悪いんだもん。お湯が目に入るのも怖いし……」

　チェルシーが艶つややかな唇を尖とがらせて、

「身体はいいけど、頭は洗っちゃダメだからね、約束なんだからね、ね？」

　幼児のように、チェルシーは何度も約束事を確認する。

「はいはい。今日は洗わないから安心して」

　ここは、神しん聖せいアグノリア帝国、ローウェン紋もん章しよう学園──女子寮大浴場である。

　休校日の早朝だが、風呂好きの女子生徒たちでにぎわっており、混雑した洗い場の一角に二人はいる。

　シャルロットは手ぬぐいを手にして、チェルシーの背中を、そして重量感のある豊かな乳ち房ぶさ、脇わき腹ばら、形のいいお尻しり、さらに足の指の一いつ本ぽん々いつ々ぽんを丁寧にぬぐっていく。

　チェルシーの身体を洗いながら、シャルロットは自然に落らく胆たんの息を吐いていた。

　落胆の原因は……チェルシーの豊かな乳房である。

　シャルロットは自身の控え目な胸部と彼女のそれを見比べ、独りごちる。

「いいなあ、胸おっきくて」

　美しい容姿を備え、同学年の女子の中心的存在である彼女だが、貧ひん乳にゆうがコンプレックスだった。もっと胸が大きければ、幼おさな馴な染じみの蒼あお髪がみの少年を振り向かせられるかもしれないのに、などと考えてしまう。

　と、チェルシーが首だけをこちらに巡らせる。

「大きくていいことなんてなにもないわよ」

「……肩がこるから、なんて言ったら宣戦布告とみなすわ」

　低い声で告げるや、どす黒いオーラをまとわせるシャルロット。彼女の闇やみ堕おち具合に、チェルシーがヒッと引きつれた声を出す。

「べ、別に肩なんてこらな……くもないけど、あ、そうそう！」

　チェルシーが顔を輝かせながら自信満々に、

「あせもよ！　あせもができるから胸なんてない方がいいのよ！」

　刹せつ那なの静せい寂じやく──。

「はい。では、これより髪の毛を洗います」

　洗せん髪ぱつと聞いて、チェルシーの顔色がスッと青ざめる。

「や、約束した！　頭は洗わないって約束したじゃない!?」

「うん。あれウソ」

　シャルロットは湯ゆ桶おけにお湯を満たしながら、笑顔で死刑宣告をした。

　そのとき、女子生徒の悲鳴が浴場内にこだまする。

「痴ち漢かん！　誰かがのぞいてるわよ!?」

　その女子は浴室の壁面を指さしている。壁面の向こう側は……ボイラー室!?　浴場内が混乱で大騒ぎになるも、シャルロットは慌てることなく立ち上がった。

「毎度毎度、ほんとに懲こりないんだから……」

　彼女は脱衣室まで駆けると、バスタオルを身体からだに巻き付ける。脱衣室を出て、隣のボイラー室の扉の前に立った。遅れて何人かの女子生徒もやってくる。

「土の紋もん章しよう！」

　右手の甲が淡あわく光り、一振りの長剣ナイトソードが形成される。ここローウェン紋章学園は、神秘の力である〈紋章〉を宿した少年少女を育成する教育機関であり、シャルロットは元素紋・土の紋章を宿した初級紋章師である。

　彼女は長剣の一振りで扉の鍵かぎを破壊する。

　そして踏み込むと、二人の男子生徒が壁際で小さくなっていた。

「ほら、結局こうなるんだから……」

　栗くり色いろの髪の、美少年といえる顔立ちの少年が観念したようにうなだれている。

「くっそ、せっかくまたのぞき穴をあけたのに、もう見つかるなんて」

　もう一人の、蒼あお髪がみに、首飾りをさげた少年の方は反省の色はないようだ。

　シャルロットは彼らに向かって一歩を踏み、長剣の切っ先を突きつける。

「弁明の余地なしと言いたいけど、わたしも鬼じゃないから釈明の機会をあげるわ、レオン」

　彼女の言葉に、レオンと呼ばれた蒼髪の少年がホッと息をつく。

「サンキュ、シャルロット。ちっぱいは情が厚いって言うけどほんとなんだな。ちっぱい最強、あせももできねえしな」

　レオンがいい笑顔で、親指をグッと立てる。

「……あんた聞いてたのね」

　対照的にシャルロットは飴あめ色いろの瞳ひとみをスッと細める。これは彼女の怒りが飽和点を超えたときの表情で、簡単に説明すれば、ガチで殺やるときの目つきである。

「どうせわたしの胸なんて、あせももできないちっぱいよ」

「いやいや、それはとてもステキなことだろ？　肩こらないし、垂れないし……」

「放て！　剣閃キヤローレ」

　長剣ナイトソードの切っ先に高密度のエネルギーが集約され球体となる。これは紋もん章しようから繰り出される超常の技──紋章術である。

「ちょ、ちょい待ち、話せばわかるからっ！」

「問答無用！　死んじゃえ、バカレオン！」

　長剣を薙なぎ払い、光こう弾だんが蒼あお髪がみの少年──レオン・カーターへと飛んでいった。




　この日、少女にとって秘密の花園である女子寮大浴場で、のぞき魔がまた成敗された。






　　　第一章　ウィンチェスター文書レポート
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　ローウェン紋章学園、付属図書館──。

　浴場でのいざこざのあと、レオンたちは学園付属図書館へやってきていた。浴場同様、早朝だが向学心の強い学生たちが相当数おり、黙々と自習に励んでいる。

　四人は、あらかじめ予約しておいた読書用の個室へと移動する。

「あんな場所で紋章術って、もうちょい分別ってものを持ってくれよ」

　椅子に浅く腰かけ、レオンは浴場でのことを思い出してわずかに身震いをする。

「なにが分別よ。あんたにだけは言われたくないわ」

　長机を挟んで対面に座るシャルロットがじとりとした目つきで睨にらみ、

「だいたいカロンもカロンよ、なに一緒になってのぞいてるのよ。レオンのこと、ちゃんと見張ってなくちゃダメでしょ」

　そう指摘されて、レオンの隣に座る栗くり色いろの髪の少年──カロン・ロッドマンが申し訳なさそうにうなだれる。

「実はぼくのほうから誘ったんだ。レオンは悪くないんだよ。本当にごめんね」

　すぐにばれるようなウソをつくカロン。

　カロンは入学当初、レオンに助けてもらったのをきっかけに、彼に大きな信頼と友情を覚えている。ゆえに、彼に対しては常に好意的な態度を取る。

「おれがのぞきに誘ったに決まってんだろ」

　カロンのウソになど誰も騙だまされないだろうが、それでも大切な相棒バデイが疑われるのは嫌いやなので、レオンは正直に話す。

　言われなくてもわかってるわよ、という顔をシャルロットがする。それとほぼ同時に、彼女の隣に座るチェルシーが侮ぶ蔑べつのため息をついた。

「運命に負けない、なんてカッコいいこと言っておいて、全然成長してないし……よくのぞきなんてする気になるわね」

　非難するような口調で言うと、チェルシーがじろりと睨にらむ。

「チェルシー」

　蒼あお髪がみの前髪を払い、レオンは真面目まじめな顔をする。

「なによ」

「腕を組むと巨乳が強調されてかなりエロいよな」

　沸ふつ騰とうするようにチェルシーの顔が真っ赤になり、口をあわあわさせながら、両手で豊満な胸部を隠す。彼女は自身のスタイルの良さを指摘されるのを嫌う、ウブな性格なのだ。

　と、チェルシーがレオンに向けて筆記用具を投げつけてくる。

「し、死ね、死んじゃえ！　バカ、アホ、性犯罪者!!」

「わりいわりい」

　片手をあげて、レオンは謝罪のポーズをとった。

　それから彼は真顔になり、自分たちを守って壮絶な最さい期ごを遂げた担任教官──オズワルド・ウィンチェスターのことを思い浮かべる。

　信じ難がたいことだが、オズワルドは未来から時を遡さかのぼってきたレオン自身だった。彼曰いわく、レオンは半年後に死ぬ。それを避けるため、オズワルドは絶望の運命に抗あらがい、たった一人で孤こ独どくな戦いに挑んだ末に、レオンへ想おもいを託して散ったのだ。

　そして運命に抗う鍵かぎは、チェルシーの父親である〈Ｙヨグ〉という謎の存在にあるらしい。〈Ｙ〉を見つけ出して、誰も死なない未来を切り開くのが今のレオンたちの目的である。

「……おれたちは絶対に負けねえ」

　誰に言うともなく、レオンは己おのれの決意をつぶやく。

　とはいえ、あまりにも残ざん酷こくな真実に加え、慕したっていたオズワルドの死も重なって実は精神的なショックを強く受けていた。言い訳になるかもしれないが、のぞきという彼の〈日常的な行動〉によって心を落ち着けようとした側面もある。

「ねえ、そろそろ始めようよ」

　カロンが長机の上に一冊のぶ厚い冊子を置いた。

　この冊子はオズワルドがレオンたちに残した、運命に抗あらがうための〈武器〉である。これから先の未来に起こる出来事、つまり、オズワルドの軌跡が詳細に記されている。

　レオンは冊子に目を落とした。

「今のおれたちにとっちゃ、これが教官の代わりみたいなもんだよな」

　自分たちの道しるべとなるこの書物を、レオンたちは敬意と愛情を込めて〈ウィンチェスター文書レポート〉と名付けた。そう命名したことで、オズワルドがそばにいてくれるような心強さがある。

　すると、シャルロットが身を乗り出して、ウィンチェスター文書を自分の前まで引き寄せる。それから適当にページをめくりだした。

「もう一ヶ月近くも繰り返し読んでるけど、今日はどの部分を話し合うの？」

　ガルゼノン王国の小しよう砦とりででオズワルドが死んでから、一ヶ月が経たとうとしていた。

　オズワルドの居きよ室しつで発見した、彼の置手紙の内容に従い、レオンたちはこの学園付属図書館を探索した。文書は数日で発見したが、書かれている内容が衝撃的で、彼らはこの一ヶ月ほぼ毎日、これからの対策について話し合っている。

「その前に、もう一度文書の簡単なおさらいをしようぜ」

　レオンは三人の顔を見回してから続ける。

「この文書は、Ｙヨグやその他諸もろ々もろの資料と、教官のたどってきた出来事の記録で構成されている。基本的に大半は後者で、時系列がちょっとややこしいんだよな。順を追っていくと……」

　オズワルドがまだレオンだったとき──チェルシーとの出会いから悲劇の幕が上がり、半年間の出来事、そしてレオンとチェルシーの死、そこからなぜか彼は十年前まで時を遡さかのぼり……、

「……今日までの十年間の出来事へと記録は続いている」

　レオンの説明にカロンもうなずき、

「でもどうやって時間を遡ったかはわからないんだよね？」

「ああ。それに関しては、『気が付いたら十年前の世界で目覚めていた』としか書かれてないんだよな。あとは教官に〈オズワルド・ウィンチェスター〉の名前を与えた、『ローブに身を包んだ不思議な存在』ってのが気になるけど」

　ちらりと、レオンはチェルシーへと目配せする。

「何度も言うけど、あたしだってなにもわからないわよ。Ｙパパの娘ってだけで、パパについてはなにも……」

　Ｙの娘であるチェルシーは学園管轄の聖堂の地下深くで眠っていたところを、レオンたちに発見されて目を覚ました。Ｙヨグの娘であるということ以外は記憶がなく、彼女がどういう存在なのかはＹ同様に謎である。

「でも、そのローブの不思議な奴やつなら知ってると思う」

　真剣な眼まな差ざしで、チェルシーは人差し指で唇をなぞり、

「……ウムルって名前で、あたしが眠ってたときに夢の中に出てきた」

「そういや、前にそんな話をしたよな」

　バネー砦とりでという、神しん聖せいアグノリア帝国の前線の砦を訪れたときに、彼女とそういった話をしたことをレオンは思い出す。

「って言っても、その程度しか知らないんだけど。敵なのか味方なのかもわからない」

　寂しげに言うチェルシー。

　記憶らしい記憶も、知人の一人もいない世界で目覚めた彼女は大きな不安の中にいる。ゆえに、父親の存在が彼女にとっての心の拠よりどころであり、再会を強く望んでいた。

「そんな顔すんなよ。お前は独りじゃねえんだからさ、おれがちゃんといる」

「バカじゃないの。あ、あんたがいなくても平気だし……」

　レオンとしては仲間を気遣う発言だったのだが、チェルシーはほおを赤らめながら、プイと横を向いてしまった。

「はいはい、そこまで」

　ちょっと不機嫌そうにシャルロットが咳せき払ばらいをする。

「べ、別にそういうのじゃないから」

　チェルシーの顔がますます赤くなった。

「それにしても相変わらず〈Ｙ〉についての情報がないよね。文書に詳しく書かれてると思ったのに」

　場の雰囲気を取り繕つくろいつつ、カロンが情報不足に気落ちした声を出す。

「そうなんだよな」

　レオンも大きなため息をついた。

　置手紙には、ウィンチェスター文書レポートは〈Ｙ〉に関する資料も兼ねていると書かれていたが、蓋ふたを開けてみれば、それについての記述はほとんどなかったのだ。

「『Ｙとはそれすなわち、万物の真理であり、森羅万象自身である』か……」

　Ｙについて書かれているページをめくり、シャルロットがその一文を音読した。

「曖あい昧まいすぎて意味わかんねえよ」

「……意味のわからないものじゃないもん、パパは」

　レオンのぼやきに、チェルシーが伏し目がちにつぶやく。怒りや反発の感情で当り散らさないあたり、彼女もまたレオンと同じような感想を持っているようだ。

　そんなチェルシーの哀かなしい心情が伝つたわり、レオンは胸のうずきを覚える。

「わりい、失言だったな。チェルシーにとっちゃ、たった一人の父さんなのに」

　蒼あお髪がみをかきむしりながら、彼は自身の非を詫わびる。

「クソ、もっとＹヨグの情報が欲しいぜ」

　眉み間けんにしわを寄せ、苦い顔でウィンチェスター文書レポートに目をやった。

「教官も苦労してたんだと思う。十年かけてもこれくらいしかわからなかったんだもん」

　カロンが、亡なき担任教官を思いやるように、わずかの時間目を閉じた。

　Ｙに関しての手掛かりは手詰まりの状態である。文書にも、稀き覯こう本ぼんや伝聞でしか情報を得られなかったと追記してあり、Ｙの真実にたどり着けなかった無念さが、その筆致から伝つたわってくるようだった。

　しかしそれ以外の情報──Ｙが居るという〈窮きゆう極きよくの門〉や、レオンたちの宿敵である〈顔のない男〉についての情報は、収集に一定の成果があったようで、所感も含めてそれなりに記述されていた。

　特に顔のない男に関しては、オズワルドが自爆の紋もん章しよう術で倒したようにも見えたが、そもそもが人外ゆえに生死はわからず、情報は少しでも多くほしいところなのだ。

「──だけど今考えなくちゃいけねえのは」

　一度区切ると、レオンは腕を伸ばしてシャルロットの前にある文書を手に取った。

「そろそろ始まることになる、〈ガルゼノン王国女王の亡命作戦〉についてだ」




　現在のガルゼノン王国は、表向きは大国としての威い厳げんを保っている。しかし内情は別だ。二大派は閥ばつによって政情が非常に不安定な状態にある。

　二大派閥は、まだ十五歳の女王の親政を望む女王派パトリオータと、女王の叔お父じ親子で政権を牛ぎゆう耳じる摂政派ブリガンテだ。

　勢力的には圧倒的に摂政派が有利で、女王派は駆く逐ちくされようとしている。

　女王派の中心は〈竜将ドラゴン・ロード〉レオニダム・オーケットだ。摂政派を切り崩すための力としてＹの力を望み、チェルシーをさらった。

　しかし、その作戦も失敗に終わり、奴やつは今、独断で軍を動かしたことを摂せつ政しよう親子に追及され、遠方の地で幽ゆう閉へいされている。

　要かなめだったレオニダムが失しつ脚きやくしたことで、女王派は求心力をなくして空中分解の危機にある。実際、摂政親子はその隙すきに女王を暗殺することをもくろんでいる。

　そこで女王派は最後の望みをかけて、ガルゼノン王国の南西に位置するザヴァラ王国へ女王を亡命させようとする。

　そしてその亡命作戦に、お前は従じゆう事じすることになる。

　チェルシーを小しよう砦とりでから助けた後、一ヶ月ほどでレオリア生徒会長から亡命作戦の参加を命じられる。

　今から、この作戦の詳細を記していくが、その前に結論を述べておきたい。




　ガルゼノン王国女王亡命作戦はザヴァラ王国領バハル砦とりでの攻防戦で、女王──マリーディア・オッドフィル＝ガルゼニアの死亡をもって、失敗に終わる。




　この一ヶ月で、もう何度も繰り返し読んだその箇か所しよを、レオンは静かに音読した。そして文書レポートを机に置くと、カロンたち三人が硬い表情で自分に注目する。

「Ｙヨグや顔のない男についても話し合いてえけど、そろそろこっちを優先しようと思う。文書が正しければ、数日以内に会長から呼び出しがかかるだろうから」

　レオンは首飾りの鎖をいじりながら、三人に話しかけた。

「ガルゼノン王国の女王さまって、レオンの知り合いだったのよね？」

　シャルロットが確認するように口を開く。

「ああ。もう何度も話してるけど、おれはマリー……ガルゼノンの女王と知り合いなんだ」

　四年前、まだローウェン紋もん章しよう学園に入学する前に、レオンは一人の少女と出会った。

　ブロンドの美しい髪に、緋ひ色いろの瞳ひとみをした、ガルゼノン王国出身の少女である。それ以外の素す性じようは一切わからなかったが、マリーと名乗ったその少女をレオンはかくまったのだ。

　レオンはマリーに恋心を持つようになっていった。初恋だった。そして彼女を故郷であるガルゼノン王国へ連れていこうとした……その直後、大人たちに見つかり彼女は連れていかれてしまった。




　今回、おれは四年前に奴ど隷れい市いち場ばからマリーの救出に成功した。果たせなかった彼女との約束をとりあえず果たすことができたんだ。

　だが、まだおれは彼女との約束を完全に果たせたとは思っちゃいない。この先起こる亡命作戦、それを成功させてこそ、本当の意味で約束を果たせたといえる──。




「……マリー、生きててくれたんだな」

　噛かみしめるように、レオンはつぶやいていた。

　すでに殺されていると思い込んでいただけに、文書の中にその記述を見つけたとき、レオンはあまりのことに無意識に涙ぐんでいたほどだった。

　ちなみに、オズワルドがレオンだったときには、レオニダム・オーケットがマリーの救出をしたとも記されていた。

「あたしが捕まってたとき、レオニダムたちが女王さまの話をしてたけど……まさかその女王さまとあんたが知り合いなんてビックリしたわ」

　チェルシーが、誘ゆう拐かいされたときのことを思い出しているようで、やや表情を強こわ張ばらせた。

「おれだって同じだ。まさかマリーが女王だったなんて想像すらしてなかった」

　今でも文書レポートのマリーに関する記述には半信半疑の思いである。確かに彼女は上品な仕草をしていたが、だからといって大国の女王だとはにわかには信じがたい。

「そんなことよりも、女王さまをかくまってたのを秘密にしてたのがショックだわ。わたしたち幼おさな馴な染じみなのに」

　拗すねたような声を出して、シャルロットが小さく睨にらんでくる。

「悪かったよ。あのときはガルゼノンの人間をかくまってるなんて相談したら、むしろ迷惑かけると思ってさ」

　それは本音である。当時、まだ十二歳だったレオンも空気を読み、幼馴染みであるシャルロットにも誰にも知らせなかったのだ。

「……そういうのがショックなのよ。もっと頼ってほしかったのに」

「サンキュな、シャルロットのことすげえ頼りにしてる。もう隠し事なんてしないぜ」

「う、うん」

　レオンの素直な物言いに、シャルロットのほおに赤みがさす。それを見て、チェルシーがわずかにそわそわし出した。

「ちょっといいかな？　マリーさんがガルゼノンの女王さまだったってこと以外にも疑問があるんだ」

　今まで黙っていたカロンが口を開いたことで、場に緊張感が戻った。

「前にも同じことを言ったと思うけど、レオリア会長から亡命作戦の命令を受けるってことは、つまり会長とガルゼノンの女王派パトリオータって繋つながりがあるってことなんだよね？」

　ローウェン紋もん章しよう学園の生徒会長レオリアは、神しん聖せいアグノリア帝国の第一王女である。

「そうよね。お互いに敵国の王女と女王なのに繋がりがあったなんて思いもしなかったわ。文書にもそのあたりの詳細はないし」

　シャルロットも腕組みをして相あい槌づちを打つ。

　そんな二人を、レオンは交互に見やり、

「実際に命令を受けたときに聞きゃあいいさ。放ほうっておいてもわかることだから、文書にも書いてねえんじゃねえのかな」

　たいしたことではないというふうに、レオンは簡潔に答えた。

「レオニダム・オーケットの幽ゆう閉へいについてなんだけど……」

　そのとき、チェルシーがそっと手を上げた。

「文書には幽閉って書いてあるけど、竜将は死んでるのよね？」

　シャルロットがチェルシーに代わって疑問を呈する。

「ああ。確かにレオニダムは教官に討うたれて死んだ」

　小しよう砦とりででの激戦で、オズワルドがレオニダムにとどめを刺しているのだ。

「じゃあ矛盾しない？　文書レポートの内容と」

　再び疑問を口にするシャルロット。

「教官のときと今とじゃ、出来事に微妙な食い違いがあるんだよ。文書を読んでみると、教官のときはチェルシーの救出で、レオニダムとは戦ってないって書いてあるし。そもそも、バネー砦とりでの襲しゆう撃げきだってなかったみたいだ」

　そう、オズワルドがレオンだったときは、チェルシーはノア・ハイドマンというレオニダムに内通していた教官に聖堂でさらわれたと、文書には書かれている。しかもそのときの戦いで、カロンとシャルロットは命を落としているとも……。

　その部分の記述を思い出して、レオンの顔が強こわ張ばっていく。

「そんなことを訊きいてるんじゃないの」

　唐突に、チェルシーがほおを膨ふくらませて不満の声をあげる。

「だいたいその話なら、前にもしたじゃない」

「じゃあ一体なんの話をしたいっていうんだよ？」

　レオンは困ったような顔で、蒼あお色の前髪を払った。

「レオニダムが生きてるか生きてないかって、ものすごく大きな違いだと思うの……」

　チェルシーが言いよどみながら、

「ここまで大きな違いがあると……もうウィンチェスター文書って役に立たないんじゃない？　今回と前回では状況が変わりすぎてるんだから」

　彼女の疑問の意い図とを理解して、レオンは「なるほど」と首を振る。

「そういう心配はあるよな。でも今回のケースには当てはまらねえさ。そもそもレオニダムが失しつ脚きやくしたことがきっかけで亡命作戦がおこなわれるわけで、〈幽ゆう閉へい〉も〈死亡〉も状態こそ違うけど、失脚って意味じゃ同じわけだろ？」

　レオンは軽く唇を舐なめる。

「つまり亡命作戦は今回もおこなわれるし、一度作戦が始まれば、もうレオニダムの生死なんて関係ねえんだ」

「……それならいいんだけど」

　理屈で説き伏せられ、しぶしぶといった顔でチェルシーは納得する。

「大丈夫だ。ウィンチェスター文書はこの作戦の最強の武器になる」

　レオンが力説すると、隣に座るカロンも頼もしそうな顔をする。

「どうやって失敗するのか書かれてるんだから、今度こそ絶対に成功させたいよね」

「もちろんだ。教官の遺志を継いで、このクソッたれな運命を打ち破ってやる」

　気き勢せいを上げるレオン。

　オズワルドがしてしまった失敗をさけて正しい道を進んでいけば、彼が迎えた不幸な結末とは別の結末にたどり着ける。それこそが彼の遺志を継ぎ、運命を打破することにつながるとレオンは信じている。

　しかしそれとは対照的に、シャルロットが両手を胸の前で組んで憂ゆう鬱うつな表情を見せる。

「わたしはこの作戦について、あまり乗り気じゃないのよね」

　彼女の鬱うつ々うつとした雰囲気に、レオンは「なぜ？」というふうに首をかしげる。

「たとえばよ？　この中の誰かを守らなくちゃいけないっていうんだったら、わたしだって文句はない。でもこれから始まろうとしている作戦は、見ず知らずの、それも敵国の女王さまの護衛なんでしょ……正直、命を懸けてまでやることなのかなって」

　そのままシャルロットはやや感情的になりながら、

「そうじゃなくてもわたしとカロンは……本当だったらハイドマン教官に殺されてたんでしょ？」

　文書レポートには、カロンとシャルロットはハイドマンの召喚した魔ガ物グによって殺された、と記してあった。

　事前にオズワルドの置手紙で全員死ぬことがわかっていたが、さすがにその状況の詳細を読んだときは、誰も言葉が出てこず、シャルロットに関しては目に見えて青ざめていた。

　レオンが瞬間的にそのことを思い出していると、

「ウィンチェスター教官の元素紋も、死んだカロンの紋もん章しようだっていうし……残ざん酷こくすぎるわよ」

　文書によると、顔のない男の力で、オズワルドは無理やりカロンの紋章を移植されたらしい。そのくだりの文から彼の強烈な怒りがうかがわれた。

「シャルロットの気持ちはよくわかる。確かにマリーのことはみんなには関係ないと思う。だけどおれにとっては……」

　レオンはうつむき、唇を噛かんでいた──彼にとってはマリーを救うことも含めて、運命を打ち破ることなのである。

　かつてなにもできず、ただ連れ去られていった初恋の少女を、今度こそ死する運命から守りたい。それはオズワルドの願いでもあるのだから。

「確かに、無駄死にはしたくない」

　レオンがうつむく中で、カロンが自身の左手の甲を見つめながらポツリとつぶやく。

　しかしすぐに顔を上げると、意志の強い瞳ひとみでシャルロットを見た。

「でもねシャルロット、ぼくたちと同い年くらいの女の子が死にそうで、自分がそれを救えるのなら、たとえそれが見ず知らずの他人でも、ぼくは助けたいと思う」

　それからカロンは文書に目をやり、

「マリーさんは、たくさん辛つらい思いをしてきたみたいだよね。四年前だって、ガルゼノンの軍事革命クーデターで国外追放になったって書いてあるし」

　四年前、マリーの父親が反逆者に弑しい逆ぎやくされ、それにより彼女は国外追放になったらしい。そうして彼女はアグノリアのレオンの住む町に流れてきたという。

　そののち彼女はオズワルドに救出され、反逆者もレオニダムに討うたれ、女王へと即位した。が、その直後に叔お父じ親子が、彼女が成人していないことを理由に摂せつ政しようの座に就つき、以来、傀かい儡らい政権が続いている。

「叔父親子に苦しめられて、ついには殺されようとしてる。ぼくはこんなひどい目に遭あっている女の子を見捨てるようなことはしたくない」

「カロンは怖くないの？　わたしは……」

　落ち込むように、シャルロットがうなだれて自己嫌悪のため息をついた。

「シャルロットはさ、それだけ仲間のことを心配してくれるいい奴やつだ」

　レオンは立ち上がると右拳こぶしをギュッと握りしめる。

「みんなの危険も考えずに、マリーを助けたいって言ってるおれはワガママな奴なんだと思う。だけど、それでもおれはマリーを助けたいんだ」

　そこでレオンは三人に向けて深く頭を下げた。

「文書レポートがあっても、一人じゃ限界がある。頼りになる仲間がいねえとおれはきっとなにもできねえ。だからどうか助けてくれ」

　わずかな沈黙が流れる。

「なに一人で盛り上がってるのよ、バッカじゃないの」

　最初に声を出したのはチェルシーだった。

「いい？　あたしはあんたの主あるじなのよ。従者あんたが困ってるのを放ほうっておくわけないじゃない」

　ちょっと恥ずかしそうな顔をしながらチェルシーが言う。

「ぼくだってレオンの相棒バデイなんだから、どんなときも一緒だよ」

　柔らかな眼まな差ざしで、カロンが優しげな笑えみを浮かべる。

「……なんだかいつもわたしだけ反対意見を言ってるような気がする」

　シャルロットが沈んだ声を出す。しかしすぐに、ぎこちないながらも凛りんとした表情をつくった。

「わたしも一緒に戦うわ。でも女王さまのためじゃない。みんなのことを守るために戦う」

　気持ちの落としどころを見つけたようで、シャルロットも意思表明をする。

「すげえ心強い……ありがとう、チェルシー、カロン、シャルロット」

　仲間たちの思いに、レオンは胸がいっぱいになり、素直に感謝の言葉を述べた。

「絶対に成功させようね、レオン」

　カロンがレオンを見上げ、ついで他の二人にも視線を向けた。それから文書のページをめくり亡命作戦の概要が記されているページを開いた。

「そのためにもちゃんと準備をしなくちゃね」

「おう。準備万端で完璧にいこうぜ」

　レオンの言葉に、カロンを始め、チェルシーとシャルロットもうなずいてくれた。

　それから四人は昼過ぎまで文書について話し合った。





　　　　※






「わあ、いい匂におい！」

　歓喜の声を上げ、チェルシーが跳ねるように駆けていく。

「あんま慌てると転んじまうぞ」

　レオンは彼女の背中に声をかけ、しかし心配になって小走りで追いかける。

　現在、レオンとチェルシーは、ローウェン市の住宅街・商業区のほぼ真ん中にある〈エルトン商会公園〉に来ていた。噴水と芝生広場からなる公園で、今日みたいな休日には屋台が立ち並び、大勢の市民でにぎわっている。

　昼食の時間を終えたころだが、すれ違う人の数はまだ相当なもので、少しでも目を離せばチェルシーを見失ってしまいそうだ。

「すっげえ混んでるな。こりゃ、カロンとシャルロットを見習うべきだったぜ」

　人間酔いしそうなほどの人波にレオンはウンザリとした声を出す。

　ちなみにエルトン商会公園に来ているのはレオンとチェルシーだけである。シャルロットは午後から生徒会の手伝いがあるらしく、カロンも紋もん章しよう術の自主練をすると言った。

　休校日は寮の食堂が閉まっており、学生は各々で食事を摂とる決まりになっている。レオンは軽食屋にいこうと思ったのだが、チェルシーが、普通のお店では甘かん味みがないと訴え、公園の屋台で食事を摂ることになったのだ。

　二人で公園にいくと告げると、なぜかシャルロットがアタフタとしていた。一緒にいこうと誘ったのだが、生徒会の手伝いをすっぽかすことはできないと、半泣きでうめいていた。

「責任感の強い奴やつだよな、シャルロットって」

　彼女が半泣きで葛かつ藤とうしていた理由になど気づかず、レオンは感心する。それから何人かの人とぶつかりながら進み、一軒の屋台の前でチェルシーに追いついた。

「人が多いんだからさ、勝手にいくと迷子になるぞ」

「迷子？　このあたしがそんな無ぶ様ざまを演じるわけないでしょ」

　チェルシーがツンと、偉ぶるように不敵な笑えみを見せる。

　そんな彼女に、レオンがわざとらしくため息をつくと、

「チェルシーも立派になったもんだよな。目覚めたばかりのころだっけ？　迷子になってパパ、パパって泣いてたくせに」

　不敵な笑みから一転、一人で父親を捜さがしにいって迷子になったときのことを思い出してか、チェルシーが羞しゆう恥ちの感情から顔を紅こう潮ちようさせていく。

「あ、あのときは……、うぅ、迷子になったけど……あんただって、あ、あたしのことおもいっきり犯したじゃない!!」

　公共の場でとんでもないことを言い出すチェルシー。周囲の人々が彼女の爆弾発言に眉まゆをひそめて、ひそひそと話し出す。

「ちょ、バカ！　おれはアクシデントで胸をもんだだけだ！」

　レオンとしては釈明しただけであり、加えてチェルシーの言う〈犯す〉とは胸を触ることなので間違っていないのだが、彼の叫びに通行人たちが鬼き畜ちくを見るような目を向ける。

「ほら、認めた！　あたしをめちゃくちゃに犯したって認めた!!」

「頼むからもうしゃべるなっ！」

　レオンは慌ててチェルシーの手を握ると、全速力でその場をあとにした。




　二人は公園の端はしまで逃げるように移動する。

　途と端たん、チェルシーが芝生の上にうずくまる。そして悲壮な表情でレオンを見上げた。

「……お腹なかすいた」

「そういや昼飯まだだったよな。なにが食べたい？」

「お肉とチョコレート」

「うわっ、気持ちわりい……」

　想像しただけで食欲が減げん退たいしそうな組み合わせだったが、チェルシーがチョコレートをこよなく愛しているのを知っているので、レオンは了承して再び屋台へ向かった。

　屋台で串焼きや豚バラ肉の煮込み、ローストチキンをそれぞれ三、四人前ずつ買う。チェルシーは成人男性もビックリするくらいの大食いなのだ。しかしその割にスタイルは抜ばつ群ぐんで、どうやら栄養は全部胸にいくらしい。

　そこまで考えて、ちょっとだけ顔が熱くなっていることにレオンは気づき、一度深呼吸をして自制心を保つように心がけた。

　それから甘かん味みを取り扱う屋台で、ミルクと砂糖で味を調えたチョコレートドリンクと、一口大に切ったリンゴや梨に糖とう蜜みつをかけたものを購入して、チェルシーのもとまで戻った。

　チェルシーが芝生に三角座りをして待っており、レオンの運んできた肉料理の数々に目を輝かせる。

　レオンはチェルシーに料理を手渡して、自分も彼女の隣に座った。

「まずは肉料理からな。チョコレートは食後に食べろよ」

「わかったわ！　ありがとう！」

　素直に礼を言うチェルシー。

　──こういうときはかわいいんだよな。

　山盛りの料理をむしゃりむしゃりと食べ始めるチェルシーを、レオンはチラリと見る。それからレオンも自分用に買った鴨かも肉にくの香こう草そう焼やきと雑穀パンを食べ始める。

「美お味いしい!!」

　あっという間に肉料理を平らげ、チェルシーは糖とう蜜みつがけのリンゴを頬ほお張ばっていた。さらにチョコレートドリンクを飲むと、彼女はすっくと立ち上がる。そしてその場でくるりと一回転した。意味不明な行動なのだが、大きく感動していることを表現しているらしい。

「満腹、満腹。これ以上の幸せなんてないわ」

「そりゃよかった。飯を食って幸せなのはいいことだよな……」

　そこまで話してレオンはハンカチを取り出した。

「ちょっとジッとしてろよ」

　糖蜜とチョコレートで汚れたチェルシーの口元をぬぐってやる。

「あぅ、くすぐったい」

　こそばゆそうにチェルシーが身をくねらせた。

　普段は高貴だのなんだのと偉ぶっているがチェルシーは隙すきが多い。特に食事後は結構な頻度で口の周りを汚しており、毎度レオンがそれをぬぐうのだ。

「まあ、それはそれで悪くないんだけど」

　小声で独りごつと、ハンカチを丁寧に折りたたんだ。

　それから、レオンは芝生に寝っ転がると日向ひなたぼっこを楽しむ。いい具合にお腹なかも膨ふくれている。季節は夏だというのに不思議と湿度は低くて、気温もさほど高くなく、穏おだやかな気分でいられる。これでオズワルドが生きていればいつも通りなのに……。

　それからレオンは目をつぶり、オズワルドのことを思い浮かべる。

　ダサいところやものぐさなところもあったが、それ以上に仲間のことを真剣に思い、過酷な運命から守ってくれていた。自分たちはなにも知らず、ただ彼に守られているだけだった。

　──ずっと正体も明かせず、孤こ独どくに戦ってたんだよな。

　さらにオズワルドの壮絶な最さい期ごも頭の中をよぎり、

「あんな終わり方、悔しかっただろうな。おれがもっと強けりゃ……」

　その無念に思いを馳はせ、レオンはつぶやいていた。

「どうしたの？　急に独り言なんて」

　チェルシーの声でレオンは目を開ける。それから上半身を起こすと、彼女の緑色の瞳ひとみがレオンを見つめていた。

「教官のことを思い出してた。仲間も恋人も全部失っちまって、たった独りで辛つらかっただろうなって」

　額に手を当て、わずかに眉み間けんにしわを寄せていると、隣に座るチェルシーが露ろ骨こつに顔をそむけた。

　不機嫌になるようなことでもしただろうかと、レオンは声をかける。

「どうした？　なんか変なこと言ったか」

　こちらに視線を合わせようともせず、しかしチェルシーのほおが朱色に染まっている。さらに下唇を小さく噛かみ、両手の指を握り合わせたり離したりを繰り返す。

「あ、あんたは自分が従者だってことをちゃんとわきまえなさい！」

　目を泳がせながら、チェルシーがかわいらしい八重歯を剥むいた。

　いまいち彼女の言っていることの意味が理解できず、レオンは首をかしげる。

「おれがお前の従者だってことはわかってるよ。でもそれがどうしたんだ？」

「だったら、こ、恋人とか軽々しく……」

　声を荒げるが、すぐにハッとして口をつぐんだ。朱色のほおがさらに赤みを増していく。

　そこでレオンもハタと気づいた。

　恋人……そう、オズワルドの恋人とはすなわちチェルシーである。いや、厳密に恋人関係にあったかどうかはわからない。文書にも、そういった部分の記述はなかった。しかし彼は死に際に、チェルシーに「愛している」と告げていた。

　どうやら、彼女もそのことを思い出していたようだ。しかも、オズワルド＝レオンであり、オズワルドの愛の告白は強引に言い換えればレオンからの告白とも取れるわけで……。













「え、えっとだな、チェルシー……」

　そのことを意識してしまい、レオンも顔が息苦しいほどに熱くなるのを感じる。

「おれはおれであって教官じゃねえからさ、お前のこと、こ、恋人じゃなくて仲間として信頼してるっつうか、大切にしてるわけだから」

「あ、当たり前じゃない！　従者の分際で主あるじに懸け想そうするなんてあっちゃいけないんだからね！　そ、それもよりによって、あ、愛してるとか、恋人とか……」

　チェルシーが立ち上がり、人差し指をビシリと突きつけてくる。だが次の瞬間には、急に立ち上がって立ちくらみを起こしたのか、レオンの胸へと倒れ込む。

「あひゃっ!?」

　素っ頓狂な声をあげるチェルシー。

　レオンは抱き付かれる形でチェルシーを抱きしめ、同時に、彼女の身体からだの柔らかさと甘い体臭に頭がくらくらしてくる。どうしていいかわからず、しかしこのままではいつものパターンで「犯された！」と騒がれてしまう。

　彼はドギマギしながら、

「……わりい、わざと抱きしめてるんじゃねえから」

「わ、わかってるわよ。あたしが倒れちゃったんだし」

　意外にも、チェルシーは冷静な物言いをすると、なんでもないというふうにレオンから離れた。とはいえ、彼女の顔はまるで石炭が燃えるように、ほおどころか顔全部が真っ赤になっていた。

　二人とも、いろいろなことを妙に意識してしまい、ぎこちない空気が流れる。

「そうだ、なんか飲み物でも買ってくる」

「──うん。ありがとう」

　そんな空気から逃れるように、レオンは屋台へと買い物に出かけた。





　　　　※






　カロンは目の前に眼がん帯たいの紋もん章しよう師──ヴァンデッド・パークスを仮想すると、スッと息を吸い込んで半はん身みに構える。

　湿り気のある夜気が彼のほおをなぶる。

　左腕をわずかに掲かかげ、

「爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　紋章術の発動句を唱える。

　巨大な火球が顕けん現げん、そして破は裂れつする。炎ほのおのつぶてが闇やみ夜よを赤く照らしてヴァンデッドへと降り注いだ。

　だがそれだけでは終わらない。すかさず次の紋もん章しよう術の詠えい唱しようをおこなう。

「焼き切れ！　火輪遊戯レジエロ・ルオータ」

　炎ほのおの戦輪チヤクラムが出現して、回転しながら眼がん帯たいの敵の胴を切り裂いた。

　とはいえ、現実には炎のつぶても戦輪も敵の身体からだをすり抜けて、後方の土ど塁るいへと着弾する。爆発音とともに土塁の一部が崩れた。

「レジェロ級なら、もう精神集中もいらない。この分ならグランデ級も……」

　一ヶ月前の、ヴァンデッドとの戦いでは、かなりの時間を要してなんとかレジェロ級一発を繰り出すのが限界だった。しかし、帰還後の日々の猛特訓の末に、カロンは驚くべきスピードで紋章術の技術を向上させていった。

　雲一つない夜空に半月が浮かび、淡あわい滲にじんだ光が、カロンのいる野外教練場へと注がれる。この野外教練場は、おもに紋章術の実技訓練のために使われており、放課後や休校日には学生の自主トレーニングの場としても開放されている。

　とはいえ、深夜に近い今、カロン以外の学生はいない。手近な倒木を椅子がわりに彼は腰かけた。

　それから自分の左手の甲に目を落とす。宿っている上級紋章──元素紋・煉れん獄ごくの紋章を確認する。学生のうちに初級紋章を上級紋章へと進化させられる者はごく少数である。

　しかし彼はため息を一つ、

「本当は極大技インフイニトまで覚えたいけど、それはまだまだ無理か」

　極大技は、上級紋章師の中でもトップクラスの実力者しか使うことができない、紋章術の奥おう義ぎである。一撃で、数百人から千人もの人間を葬れるともいわれている。

　憂ゆう鬱うつな表情でカロンは夜空を見上げる。




　ハイドマンの召喚したガグどもに、カロンとシャルロットは殺された──。




　ウィンチェスター文書の中の、自分とシャルロットの最さい期ごについての記述である。

「本当だったらぼく、あのとき死んでたんだ……」

　チェルシーが目覚めたばかりのころ、聖堂の罰掃除に向かう途中でガグの群れに襲われた。そのときはオズワルドの奮ふん戦せんで事なきを得たが、オズワルドがレオンだったときには、自分たちはそこで死んでいたという事実に愕がく然ぜんとしてしまう。

　カロン自身も相当にショックを受けたが、シャルロットはそれ以上の衝撃を受けていたようで、小刻みに震えていたのを覚えている。

「不安にもなるよね、もうウィンチェスター教官もいないんだから」

　もう自分たちを守ってくれる教官オズワルドはいない。加えて、近々おこなわれる亡命作戦についても頭をよぎる──自分たちはガルゼノン王国の女王を守りながら、襲しゆう撃げき者たちとも戦わなくてはいけないのだ。

　そこでカロンは立ち上がると、不安や恐怖を打ち消すように決意表明の声を出す。

「ぼくがみんなを守らなきゃ。そのためにもっともっと強くなる！」




２




「ウィンチェスター文書なんだけど、生徒会長にも見せるのよね？」

「ああ。そのつもりだ」

　レオンはチェルシーの質問にうなずく。

　休校日の翌日、昼過ぎ──今、レオンたちは生徒会の執務室のある西館校舎に向かっていた。生徒会長のレオリアから呼び出しがかかったのだ。

　それにより、レオンをはじめ全員が「ついに来た」という、緊張の滲にじんだ顔になっている。

　ちなみに、現在の担任教官──トーレ・ガストン老女史は、生徒会長からの呼び出しということもあり、こころよく休講にしてくれた。

　文書によると、オズワルドがレオンだった世界ではガストン老女史こそが彼らの担任教官であったらしい。

「チェルシーは打ち明けるのは反対なの？」

　カロンがちょっと首を傾けて問いかける。

　ウィンチェスター文書については、亡命作戦の件で呼ばれるときに、レオリアとディーヴァにも打ち明けようと既に話し合っているのだ。オズワルドの置手紙には『信頼できる仲間に協力を仰いでほしい』と書いてあり、彼女たちはまさにその通りの人間である。

　その話し合いのときにはチェルシーも賛成していたのだが、心変わりでもしたのだろうかとレオンは考える。

　しかしチェルシーは首を横に振り、

「ううん。打ち明けるのはいいんだけど、ザヴァラ王国からの護衛はやっぱり変更してもらった方がいいんじゃないかなって」

「いいや、護衛メンバーの変更はなしでいくつもりだ」

「でも護衛の人の中に、ガルゼノン王国の摂せつ政しように内通している奴やつがいるんでしょう──」

　ウィンチェスター文書によると、作戦では、アグノリア側の護衛（レオンたち）、ガルゼノン側の護衛（女王派）、受け入れ先であるザヴァラ王国の護衛でマリーを亡命させると記されている。

　しかしザヴァラ王国の護衛の中に、あろうことかガルゼノン王国の摂政に通じている者がおり、その内通者の手引きにより摂政派の襲しゆう撃げきを受けることになるらしい。

「内通者が明白な方がやりやすいんだ」

「別の人間を選んでもらっても、結局その中にも新たに内通者がいる可能性があるからってことよね？」

　シャルロットが相あい槌づちを打つように補足する。

「ああ。文書のおかげで内通者の存在がわかってるんだ。下へ手たに人選をいじくって、まったく知らねえ人間が敵として出てくることになったら、なんのために教官が〈情報〉を遺のこしてくれたかわかんなくなっちまう」

　わずかの間を置き、チェルシーが胸の前で両手を重ねる。

「……そうよね。文書によって未来がわかってるってのは、あたしたちにとって一番の強みなんだもんね」

　自分自身に言い聞かせるように言葉を継いだ。

　この一連のやり取りは、亡命作戦の概要を精せい読どくして散々話し合ったものだ。それを蒸し返すように話してきたのは、つまるところチェルシーもこの作戦に不安を抱いており、それを吐と露ろしたかったということだろう。

　考えてみれば、自分たちの行動次第で一国の女王の生死が決まる……いや、女王云うん々ぬんの前に一人の少女の運命を自分たちは握っているのだ。

　絶対に失敗は許されないというプレッシャーに、レオンも押し潰つぶされそうになる。

「教官もこんな思いの中で戦ってきたのかな……たった一人で」

　自分には真実を共有できる仲間たちがいるが、全すべてを失ったオズワルドはずっと一人で抱え込んで生きてきたのだろう。

　レオンはオズワルドの孤こ独どくな戦いに想おもいを馳はせると、絶対に失敗はしないという強い気持ちを胸に、西館校舎に急いだ。




　西館校舎──煉れん瓦が造りに、緋ひ色いろのとんがり屋根というお洒落しやれな建物で、そのすべてが生徒会の所有となっている。校舎の周囲には薔ば薇らの庭園が巡り、学園内で最も優雅な空間である。

　生徒会役員室は最上階である三階にあり、ひとフロアまるまる充あてられている。

　西館に入り、一階受付で一般会員の学生に来意を告げると、レオンたちは階段を上がった。

　三階に到着する。

　部屋は間仕切りのない、開けた造りになっており、象牙色アイボリーホワイトを基調とした暖色系の内装が施されている。

　そして部屋の中心に配置された応接セットのソファに、二人の少女が座っていた。

　一人は、つややかな黒髪を前髪だけぱっつりと切りそろえた、人形のように美しい顔立ちの少女──レオリア・イル・アグノリア。ローウェン紋もん章しよう学園の生徒会長であると同時に、神しん聖せいアグノリア帝国の第一王女である。

　もう一人は、短めの銀髪に、飴あめ色いろの瞳ひとみ、乱暴な制服の着こなしのため豊満な胸元を大胆に露出させた女子生徒、ディーヴァ・エスターレ。彼女はシャルロットの実姉であり、生徒会副会長を務めている。

「みなさん、突然お呼び立てしてすみません」

　レオリアが立ち上がり、レオンたちへ深く頭を下げる。

「頭を上げてください。突然って言っても、おれたちもわかってたことだから」

　恐縮して、レオンは余計な一言を口にしてしまう。だが、レオリアがその違和感に気づいた様子はない。

「とりあえず座ってくれ。お茶淹いれてくるから」

　ディーヴァが立ち上がり、レオンたちに軽く笑えんでくる。それから彼女はフロア内にあるティーラウンジへと歩いていった。

「そうですね。まずは楽にしてください」

　うながされ、レオンたちはソファに腰かける。

　しばらくして、ディーヴァがカートを押して戻ってきた。ポットの紅茶をティーカップに注ぎ、焼き菓子と一緒に全員に配ってくれた。

　レオンたちはお茶と焼き菓子に手を付ける。そんな中でレオリアが真剣な表情で口を開いた。

「みなさんをお呼びしたのは、現在、水面下で準備が進んでいる大きな作戦についてお話をしたかったからです」

　──わかっちゃいるが、緊張しちまうな。

　レオンは唾だ液えきを飲み込む。他の三人も表情が強こわ張ばっていた。

　レオリアが、話の手順を確認するような顔をして、話を続ける。

「本題に入る前に、まずガルゼノン王国の話をさせていただきます──」

　彼女の話し始めた内容は、ガルゼノン王国の二大派は閥ばつである女王派パトリオータと摂政派ブリガンテについて、〈竜将ドラゴン・ロード〉レオニダム・オーケットの死亡により派閥のバランスが大きく崩れたことなど、レオンたちがすでにウィンチェスター文書で確認しているものだった。

「──この結果、ガルゼノン王国の女王はとても危うい状態にあります。いえ、突き詰めて言えば、彼女は摂せつ政しようにより命を狙ねらわれています」

　そこまで話すと、レオリアがレオンたち一人ひとりの顔を見渡す。

　──ここまでは散々、文書で確認した内容だ。

　レオンも黙って彼女の顔を見る。

　すると、レオリアが重大事項を伝つたえると言わんばかりに、深く呼吸をする。

「今から話すことは他言無用……もしも漏れることがあれば、王族であるわたしはきっと処刑されるでしょう」

　確かに、敵国の女王の亡命をアグノリアの王女が手伝うのだから、公になればレオリアは立場を失うだろう。

　冷静をよそおってレオンは考えるが、〈処刑〉という言葉の重さにひりつくような焦しよう燥そう感に襲われる。

「あ、あの、どうしてそんな重大な話をわたしたちに……？」

　堪たまらず、シャルロットが口を開く。

　──そもそも、なぜ自分たちが会長からこんなに信頼されているのか？

　文書には、レオリアがレオンたちにこれほどの重要作戦を任せる理由の記述がない。

　そう、作戦概要や、結果については詳細に書かれているのだが、それ以外の部分は端折はしよられているのだ。

　それについてレオンたちは何度か話し合った──結果、その場に臨のぞめば回答が得られるものなので、作戦の成せい否ひに直接関係しない部分の記述は省略したのだろう、ということでとりあえず納得した。

「それについてはわたしが答えるよ」

「……姉さん？」

　声を出したのはシャルロットの姉であるディーヴァだった。

　彼女が紅茶で唇を湿らせると、

「簡単に説明すれば、お前たちはもうレオリアの派は閥ばつの人間だからってことだ」

「会長の派閥？」

　レオンはオウム返しに聞き返していた。

　ガルゼノンの派閥について言及されることは承知していたが、まさかアグノリアの派閥云うん々ぬんまで出てくるとは思ってもみなかった。しかも自分たちはいつの間にかレオリアの派閥に属しているというのだ。

「うちの国にだって派閥くらいあるのは当たり前なんだと思いますけど、いきなり生徒会長の派閥って言われても……それって、学園での派閥ですか？　それとも帝国における王女さまとしての派閥なんですか」

　カロンがやや戸惑いぎみにレオリアとディーヴァを交互に見る。

「後者の方──アグノリアの王女派だと思ってくれ」

　ディーヴァは一度レオリアへ無言でうなずくと、再びレオンたちに口を開く。

「まず知っておいてもらいたいことなんだが、神しん聖せいアグノリア帝国にはレオリアを含めて五人の王子、王女がいる。皇こう帝てい陛へい下かが健在であらせられるうえ、第一王子クレイン・ウィル・アグノリアがすでに成人しているから、継承順位から考えてもこの男が次の皇帝になるだろうな」

　いきなりアグノリアの継けい嗣しに関する話題に移ってしまった。

「率直に言います。わたしは次期皇こう帝ていの座を狙ねらっています」

　レオリアがディーヴァのあとを引き継ぐように、真顔でとんでもないことを口にする。

「そ、それって、謀む反ほんの発言になるんじゃ……」

　シャルロットが顔を青ざめさせながらつぶやく。

「父王を殺そうって相談をしてるんじゃないんだ、謀反にはならないさ。でもまあ、クレイン王子に聞かれたら戦争もんではあるよな」

　なんでもないというふうにディーヴァが答えるが、その表情は緊張の色を含んでいた。

「会長が次期皇帝を狙っていることと、おれたちが会長の派は閥ばつに入ってることは関係があるんですか？」

　話の流れが見えず、レオンは問う。

　レオリアが真剣な表情を崩さず、はっきりとうなずいた。

「兄──第一王子クレインは、この大陸の全すべてを……それこそ大地に満ちる砂粒のその最後の一粒までも欲し、そのためならどれだけの血が流れようとも構わないと考える獣のような人です。彼が玉座に就つけば、新たな大陸大戦が起こるでしょう」

　実兄を獣呼ばわりすることが辛つらいのか、彼女は一瞬目を伏せるが、すぐに凛りんとした雰囲気をまとって続ける。

「わたしは戦争など望みません。真に必要なのは軍事力ではなく外交力です……為政者がその事実を尊んでいれば、必ずや国民を安あん寧ねいへと導くことができます」

「レオリアの信念を貫つらぬくためにお前たちが必要なんだよ」

　ディーヴァが補足するように言葉を継いだ。

「でもおれたち程度じゃ会長の役に立てるなんて」

　そこまで話すとレオンは胸中にざわめきを覚え、

「……チェルシーを政治に利用するってことなのか？」

　チェルシーは、Ｙヨグ自体が未知数なものであるため、彼女もまた未知の存在である。しかしレオニダムが狙っていたことから、相当に強力な力を秘めているようなのだ。

　そして次の瞬間、レオンの脳裏に稲妻のように閃ひらめくものがあり、まるで個々のかけらがつながるように、「もうレオリアの派閥の人間」というディーヴァの発言について理解する。

　現状、チェルシーの後ろ盾になってくれているのはレオリアである。レオリアの庇ひ護ごなしでは、チェルシーは学園への入学もできなかった。生活の諸もろ々もろも非常に不安定で、誘ゆう拐かいのリスクも高まっていただろう。

　乱暴な言い方をすれば、レオリアなしではチェルシーは生きていくことができない……つまり、レオリアに助けを求めた時点で、自分たちは彼女の軍ぐん門もんに降くだったということになる。

「チェルシーを守ってもらうってことがそのまま、会長の派は閥ばつに入ることを意味してたんだな」

　レオンの言葉に、カロンとシャルロットがハッとした顔をする。彼らも今の話で、なぜ自分たちがレオリアの派閥に入っているかを理解するだろう。

　レオンは横目でチェルシーを見る。役員室に入室以来、彼女は事の成り行きを黙って聞いており、心細そうにうつむいていた。

　これ以上彼女を苦しめたくないと、レオンは思った。

「会長のことは信頼してるし、派閥に入れと言われれば拒否はしない。クレイン王子のことは好きになれそうにないし……でもチェルシーを利用されるのは嫌いやだ」

　胸中の思いを吐と露ろするように言葉をつむいだ。

　途と端たん、レオリアが、それは違うというように端整な顔立ちをわずかに歪ゆがめる。

「チェルシーさんを利用するつもりなんてありません……などと言っても信じてもらえないかもしれませんが、彼女の、身寄りのない弱い立場に付け込むようなことは絶対にしたくありません」

　釈明すると、レオアリはソファから腰を浮かして、

「わたしが頼りにしているのはレオンさん、あなたなのです！」

　前のめりになると彼女はレオンの手を握り、わずかに濡ぬれた瞳ひとみでジッと見つめる。

「わっ、ちょっと、会長……？」

　柔らかい手の感触とレオリアの顔が思いのほか近く、レオンは顔が熱くなる。緊張から石のように身体からだが固まってしまった。

　次の瞬間、シャルロットとチェルシーが身を乗り出そうとするが、それを察してかレオリアがレオンから手を離して再びソファに腰かける。

　レオンはちょっとホッとしつつ、脈拍が早くなっている心臓をトントンと叩たたいた。

　二人の少女も気き勢せいを削そがれたようで、恥ずかしげに腰を下ろした。

　ディーヴァが浮ついた空気を払ふつ拭しよくするように軽く咳せき払ばらいをする。

「今わたしたちは、高い戦闘能力を持っていて、かつ自由に動ける人間を探してるんだ」

　真剣な目つきをレオンに向け、

「クレイン王子はレオリアのことを危険視している。そのためレオリアに近しい人間、たとえば生徒会役員なんかは全員、王子の手の者に監視されていると思ってもらっていい」

　権力抗争など、どこの国にでもあるのは当たり前だろうが、面と向かって監視云うん々ぬんの話をされるとさすがに言葉を失う。

　レオンをはじめ、他の三人は姿勢を正してただ聞いているだけだ。

「だがレオン、お前たちは生徒会とはなんの関わりもない。シャルロットはよく手伝いに来てくれてるようだけど、それでも一般会員ですらないしな。お前たちには監視がついてないってことなんだ」

「加えて、レオンさんはあのオズワルド・ウィンチェスター教官から戦闘訓練を受け、Ｙヨグの紋もん章しようという強力な紋章を宿しています。チェルシーさんを助けたときの実戦経験もあります」

　瞬間、レオンはオズワルドの最さい期ごを幻げん視しして自身の未熟さにあえぐ。

「おれは強くなんかない。ちょっと力を手に入れただけで調子に乗っちまう……それに本当に強けりゃ、教官を助けることだってできた」

　苦しそうなレオンに、ディーヴァが苦く渋じゆうの色を強めて自己嫌悪のため息をつく。

「辛つらい経験をしたばかりなのにすまない。わたしもレオリアも、本当はお前たちを巻き込みたくはない……でもクレイン王子は軍部を掌しよう握あくしているから人材は豊富だ。対してこっちはせいぜい学園内だけ。それも役員みたいな主だった者には監視の目がきつくてどうにも身動きが取れないんだ」

　そんな彼女に代わり、レオリアが意を決するように口を開いた。

「わたしたちはガルゼノン王国女王の、第三国への亡命を支援しようとしています」

　ついに来た！　亡命という言葉に、レオンは先ほどまでの鬱うつ々うつとした感情から、ピリピリとした緊張感に身体からだが震える。他の三人も、いよいよ始まるという顔をしている。

「……とんでもない話をしちまってるよな」

　申し訳ないという声こわ音ねをにじませて、ディーヴァが弱気な瞳ひとみを見せる。

　レオンとしては、この任務を受けることは既に決定事項であり、謝られると逆にいたたまれなくなってしまう。

　そんなことを思いながら、自分たちもどのタイミングで、ウィンチェスター文書を彼女らに打ち明けようかと考える。

「女王を受け入れてくれる国は、アグノリアの北西に位置するザヴァラ王国です。現在はアグノリア寄りの国ですが、現国王の母親がガルゼノンの王族で、ザヴァラとガルゼノンは姻いん戚せき関係にあります」

　レオンたちを気づかうように、レオリアが丁寧に説明を始める。

　そこでレオンは一つの疑問を思い出す。

　そもそもレオリアとマリーがどういう関係で繋つながっているのかについてである。みんなで文書の検討をしていたときにも話題になったが、結局答えは出なかった。

「敵国同士の王族なのに、会長と……向こうの女王は一体どういう関係なんですか？　もしかして友達とかそういう繋がりがあるとか？」

　レオンの質問に、カロンたちもそれが聞きたかったとばかりに興味深げな顔をする。

「最初の質問がそれなのか？　もっと亡命について驚くと思ってたんだけどな。意外だ」

　答えたのはディーヴァだった。ちょっと肩すかしだという顔をしている。

「友人ではありません……終戦後の夜会でお会いしたことはありますが」

　レオリアが紅茶で唇を湿らせて続ける。

「ただわたしは彼女と手を組みたいとずっと考えていました。ガルゼノンの摂せつ政しようは兄クレイン王子と同様の男です。わたしがアグノリアの皇こう帝ていになっても、ガルゼノンの玉座に摂政が就つけば戦争は起こるでしょう」

　沈痛な面持ちで一度区切ると、小さく息をつく。

「機を見てガルゼノンの女王派パトリオータを支援するつもりでいたのですが……この短期間でここまで派は閥ばつの力関係が崩れてしまうとは予想外でした」

「竜将レオニダムが焦りすぎたんだ」

　忌いま々いましそうにディーヴァが舌打ちをして、

「今まで通り摂政派ブリガンテを牽けん制せいしてりゃよかったものを、自分が死んじまったら女王派が瓦が解かいするって考えなかったのかよ。こっちがクレイン王子に気づかれないように数年前から準備してた支援策が全部パアだよ」

　美しい銀髪をかきあげて、焼き菓子を乱暴につかむと口の中に放ほうり込んだ。

　その言葉をレオンは考える──確かにチェルシーを奪だつ取しゆしなければレオニダムは死ぬこともなく、結果ガルゼノンの派閥はとりあえずの均きん衡こうを保っていただろう、と。

「しかしこうなってはもはやどうすることもできません。彼女が生き延びてくれさえすれば、いずれ玉座を取り返す機会も訪れると考えて、わたしは亡命作戦に力を貸すことにしたのです」

　話が一段落ついたようで、レオリアが唇を小さく引き結んだ。

「……なるほど。それで監視のついていないおれたちが選ばれたわけか」

　レオンはつぶやく。これで文書の内容とすべて繋つながったのだ。

「アグノリアうちからは、上級紋もん章しよう師を最低一人は含む一個班──つまり、五、六人を護衛として派遣しなくちゃいけない」

　言いよどみながらディーヴァが告げる。

「ガルゼノンとザヴァラからも相当な腕利きが来るはずなので、極端に難易度の高い作戦ではありません。でもまったく危険のないものでもありません」

　レオリアも逡しゆん巡じゆんの色をみせるが、すぐに凛りんとした表情に戻り、

「傭よう兵へいを雇う段取りもできていますが、彼らは士気が低いうえに下へ手たをすると言うことを聞いてくれません」

　よほど信用の置ける組合ギルドか、傭兵国家と呼ばれるようなところから雇わない限り、傭兵をうまく運用するのは難しいというのは有名な話である。

　レオンのような学生でも、傭よう兵へいが極秘作戦に適さないことくらいはわかる。

　──教官のときは、おれとチェルシーに、イオーラっていう班長と、傭兵数人の編成だったらしいな。

　文書の内容をレオンは頭の中で反はん芻すうして、傭兵が混じってちゃ、たいした連携もとれなかっただろうと思った。

　それからレオンは、チェルシー、カロン、シャルロットに目配せする。三人ともレオンの視線に気づき、目つきだけで了解の合図を出す。

　居住まいを正すと、レオンはレオリアを正面から見つめる。

「会長、ディーヴァ姉ちゃん、その作戦におれたちを参加させてほしいです」

　レオンたちにとっては予定調和の意思表明だったが、レオリアとディーヴァは驚きで目を見開いている。

「……本音を言えば、とてもうれしい申し出です。心強いです。でも本当によろしいのですか？　極秘に進めているとはいえ、野や盗とう程度には遭遇するでしょう」

　野盗という単語にレオンはちょっと笑いそうになってしまう。そんなちんけな連中など眼中にはない。それに自分たちには任務をこなすための覚悟が既にできている。

「これが運命だと思ってるし、教官の遺志を継ぐって決めたから……おれたちはこの任務を必ず成功させてみせます」

　レオンは清すが々すがしい気分で笑えんでみせる。

　反面、〈運命〉や〈遺志〉などとレオンが言っている意味がいまいち理解できないようで、レオリアがキョトンとする。

　しかし彼女にとっても傭兵を雇うしかないほど人材に困窮している状態であり、重ねて意思を確認することはなく、素直な感謝の気持ちを表すように深々と頭を下げた。

「……水を差すようなことを言うけど」

　ディーヴァが眉まゆ根ねにしわを寄せて、苦しむような懇こん願がんするような顔をする。

「シャルロットは置いていかないか？」

　半分泣きそうな顔で言葉を絞り出す。

　場の全員が沈黙──特にシャルロットは複雑な表情でうつむいている。話がまとまりかけていたこの段階で言うにはあまりにも空気を無視しているだろう。

　しかし一ヶ月前のチェルシー奪還作戦のときも、ディーヴァはオズワルドに対してかなり強硬な態度を取っており、シャルロットを亡命作戦から外してほしいという発言は実姉の感情として自然だと、レオンは考える。

「確かにシャルロットさんとチェルシーさんの二人は学園に残ってもらった方がいいかもしれません。そもそもチェルシーさんは紋もん章しよう師ではありませんから」

　ディーヴァの肩を持つようにレオリアも提案する。

「あたしは待ってるだけなんて嫌いやなんだからっ!!」

　心外だと言わんばかりにチェルシーがテーブルを両手で叩たたき、勢いよく立ち上がった。

「あたしはレオンの主あるじなんだから、一緒にいなくちゃ示しがつかないでしょ」

　それを聞き、レオンはチェルシーに座るようにうながしてから、レオリアたちにちょっと肩をすくめてみせる。

「おれたちは四人でチームだから、みんなで力を合わせてやり遂げたいんです。な、シャルロット？」

　レオンはシャルロットに振る。

「う、うん。そうよね……」

　シャルロットがぎこちない笑えみで答えた。

　ディーヴァの気持ちは理解できるが、自分たちの意思は固く、この通りチェルシーもシャルロットも覚悟を決めている。

「……バネー砦とりでのときと同じで、わたしがいくらとめても無駄なんだろうな。昔はお姉ちゃんの言うことならなんでも聞いてくれたのに」

　寂しげにディーヴァがつぶやき、それをもって話がまとまる雰囲気になった。

　そろそろ文書のことを打ち明けようとレオンが口を開きかける。だが、それよりも早くレオリアが振り返り「出てきてください」と声をかけた。

　声をかけた方向は室内の奥──このフロアはまるまる開けた造りをしているが、奥に一室だけ会長の執務室がある。その執務室に向けてレオリアが声をかけたのだ。

　執務室のドアが開く。二十代半ばの、ワインレッドの軍服を着用した女性が現れた。

　肩のあたりで切りそろえられたセミロングの黒髪、人好きのするすっきりとした顔つきは美人というよりもハンサムで、涼やかな雰囲気をまとっている。

　次の瞬間、女性と目が合った。彼女がなぜか懐かしい人を見るような目をする。だがすぐに視線をそらすと無言で一礼した。

　彼女が応接セットのレオリアの前までやってきた。

「みなさん、紹介しますね」

　レオリアは立ち上がり、軍服の女性に手を向けて、

「彼女の名前はイオーラ・フェアラート少佐──治ち癒ゆ紋の紋もん章しよう師で、ザヴァラ王国の軍人です。今回のまとめ役として来ていただきました。彼女を班長に、レオンさんたち四人を入れた一個班を、アグノリア側の護衛として派遣することにします」

「イオーラ・フェアラート、そうかこの人が……」

　誰にも聞こえない声でつぶやき、この女性軍人が文書に載っていた班長なのかと、レオンはまじまじと彼女を見つめる。

　しかしイオーラは軍人らしく、背筋を伸ばしたまま微動だにしない。

「現地では、アグノリア、ザヴァラ両国の班長として指揮を執とることになる。少佐は十年前の大戦にも従軍してた凄すご腕うでなんだ」

　ディーヴァが補足して、頼もしそうにイオーラを見上げる。

「わざわざザヴァラ王国から来てくれるなんて、各国との連携が取れてるんだな。てことは、ガルゼノンの女王派パトリオータともこまめに連絡を取り合ってるってことか」

「うん。もしかすると生徒会役員の中にそういうことを担当する人がいるのかもね」

　腕を組みながらレオンが感心すると、カロンも相あい槌づちを打った。

　そんな二人のやり取りに、なぜかレオリアとディーヴァが苦い表情で押し黙った。

　やや間を置いて、レオリアが歯切れ悪く話を切り出す。

「……わたしには今回の亡命作戦を支援するにあたって、どうしても必要なものがありました。それはわたしとガルゼノンの女王派を繋つなぐためのパイプ役としての人材です」

「レオリア、それは話さなくても……」

「いいえ。いずれ分かることだから。だったらわたしの口から」

　ディーヴァとなにやら話すと、レオリアが思案するような顔でレオンたちを見る。

　そんな彼女にレオンはのんきにも、パイプ役がいなけりゃ確かに支援策を講じても相手に伝つたわらないよな、と考える。

「そもそもわたしは亡命作戦以前から、ガルゼノンの女王派を支援したいと数年前から準備をしていました……ある時期に、一人の人間に目をつけました」













　そして訥とつ々とつと語り出すレオリア。

「その人物は、レオニダム・オーケット将軍の命令でわたしの監視をするために学園に入り込んだガルゼノンの諜ちよう報ほう員いんでした。彼は、その高い能力により生徒会執行部入り、つまり役員への就任を果たしました」

「だけどわたしたちもバカじゃないから、新役員の裏くらいは取る。寒村出身という経歴──地方じゃ公文書の作成も甘いからだいたい諜報員は山奥の小村か漁ぎよ村そん出身って肩書でやってくる。そのくせ、訛なまりのないきれいすぎる大陸共通語を話すときたもんだ」

　レオリアとディーヴァが交互に話す。

　生徒会役員はローウェン市政に携たずさわることが認められており、卒業後は若くして将しよう官かんへの道も開かれるため、新役員の選出に関しては慎重になるようだ。

「いつかパイプ役になってもらうため、彼の正体にはあえて気づかぬフリをしていましたが、結果、それが裏目に出てバネー砦とりでで多くの兵が犠牲になりました……」

　その話にハッとする。レオンの頭の中に一人の生徒会役員の姿が浮かんだ。

　二メートル近い長身の男子、生徒会執行部〈広報〉を務める高等科三年のアニマ・ランコールだ。快かい活かつな笑えみが特徴で、かつてレオンたちがバネー砦に向かうとき快く馬車を貸してくれた先輩である。

「それって……、ランコール先輩が諜報員ってことなのか……？」

　喉のどがカラカラになりながら、とぎれとぎれにレオンは言葉をつむぐ。

　レオリアが無言でうなずいた。

　途と端たん、胸がむかつき、レオンは吐き気を催もよおす。

　──おれは敵から馬車を貸してもらって喜んでいたのか？　アニマがおれたちのことをレオニダムに告げていたとも知らずに。

「あの野郎、ふざけやがって!!」

　アニマへの怒りが爆発して、レオンは立ち上がるとおもいきり怒鳴っていた。

「あいつのせいで一体何人の人間が……あの襲しゆう撃げきさえなけりゃチェルシーはさらわれなかったし、教官だって死なずに済んだんだ！」

「……レオンさん。申し訳ありません」

　レオリアも立ち上がり、悲壮な表情で謝罪の言葉を口にする。

「わたしがもっと早く、彼に自身の立場を明かすべきでした。バネー砦の襲撃はすべてわたしの責任です」

　確かにその思いはあった。レオリアがもっと早く対処していればバネー砦の襲撃は起こらなかっただろうと。

　でも──。

「……会長は命がけでおれたちを守ってくれました。ヘタすりゃレオニダムにやられて死んでたんだ。会長の責任なんかじゃありません」

　レオンはレオリアの責任を否定する。彼女だってあんなことになるなんて考えてもいなかっただろうから。

　そしてレオンはずいぶんと冷静さを取り戻していた。

　それを見計らってディーヴァが両者に座るようにうながして、二人は腰をおろした。

「こんなことを話してもアレなんだけど……」

　逡しゆん巡じゆんするようにディーヴァが銀髪の毛先をいじり、

「レオン、お前たちがチェルシーの救出に向かってる間に、わたしは通信用の小型猛禽アシナシで学園の他の役員にアニマを拘束するように連絡したんだ。でもそのときあいつは自害しようとしてたらしい。あと少し連絡が遅ければ、死んでただろうな」

「そんなの、立場が危なくなったからだろ」

「いいや、アニマが諜ちよう報ほう員いんだというのを知っているのはわたしとレオリアだけなんだ。逃げようと思えば逃げることもできたはずなのに、自ら死を選んだ。アニマも、バネー砦とりでの想像以上の死傷者の多さに苦しんでいたんだと思う」

　ディーヴァの話に、レオンにはわずかにためらいの気持ちが生ずる。それを見て取ったようでレオリアも口を開いた。

「……彼の立場として考えれば、レオンさんたちがバネー砦に向かったことを報告するのは、オーケット将軍に対する忠実な職務の遂行だったと思います」

　なんだかこのままアニマが容認されるのが嫌いやで、レオンは首を横に振る。

「あいつがどんな立場にあったとしても、死ぬほど後悔してたとしても、おれは絶対に許せねえ。結局のところあいつはなにも失ってねえんだから」

　そう、女王派パトリオータのアニマにとって大切な存在である女王マリーは健在である。対してレオンたちはオズワルドというかけがえのない人を失っているのだ。

「クソッ、だからって女王が死ねば釣り合いが取れるってことを言いたいわけじゃなくて……奴やつの自殺未遂が独りよがりに見えて余計に腹が立つんだ」

　実際にアニマのその行動が独善的なものなのか、良心の呵か責しやくによるものなのかはわからない。が、そうとでも考えないと怒りのぶつけどころがない。

　それからしばらく沈黙が続いたが、レオリアが亡命作戦の話を再開する。レオンも無理やり気持ちを切り替えて話し合いに集中した。
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　四人は小教室まで戻ってきた。ガストン教官はおらず、レオンたちは車くるま座ざになって各々の顔を見る。

「ねえ、文書のこと会長には話さなかったけどいいの？」

　チェルシーがレオンの顔色をうかがうようにおずおずと聞いてくる。

　あのあと、レオンはウィンチェスター文書をレオリアたちに打ち明けなかった。

「……おれは、文書をこの四人だけの秘密にしようと思う」

　決意するように瞳ひとみで、レオンは三人の顔を見渡す。

「え、どうして？　話すって決めてたじゃない」

　怪け訝げんそうな顔でシャルロットが首をひねった。

「うん。レオンの判断は正しいと思うよ」

　カロンはレオンの考えを察しているようで、いつものように肯こう定ていしてくれる。チェルシーとシャルロットだけが、よくわからないというふうに不満げな顔をみせる。

「姉さんや会長が信用できないってことなの？」

「会長たちのことは信用してる。でも、文書の内容を知る人がこれ以上増えるのはマズイと思った」

　拳こぶしを手のひらに打ち付けながら、レオンは唇を噛かんだ。

「ランコール先……アニマ・ランコールが諜ちよう報ほう員いんだったように、もう本当に誰が敵か味方か判断なんてできないんだよ」

　カロンがレオンの代わりに説明を始める。

「会長やディーヴァさんは信用できても、周りの人たちまではわからないよね？」

「特に会長はアグノリアの王女なんだ。どういう交友関係があって、どういうところに敵がいるかなんておれたちじゃ想像すらできない」

　レオンが引き継ぎ、

「バネー砦とりでのときのことがいい例だ──助けを求めて会長を頼ったのに、それがもう大ポカだったってわけだろ？　あのとき、アニマが敵だなんて想像すらできなかった」

　拳をきつく握りしめて、さらに続ける。

「ハイドマンに襲われた後で、もっと慎重になるべきだったのに……甘すぎた」

　結局バネー砦の襲しゆう撃げきは、会長でもアニマでもなく、甘い認識のもと迂う闊かつな行動を起こした自分にこそ責任があるのだと、レオンは歯は噛がみする。

　そのとき、チェルシーがフッと小さく息を吐き出した。

「あたしたちが失敗してきたみたいに、教官も間違ったりしたのかな？　それで誰も信じられなくなって、ずっと一人で抱え込んで……」

　遠くを見つめる目で寂しげにつぶやき、

「辛つらかっただろうな」

　チェルシーの切なげな物言いに、レオンもオズワルドに想おもいを馳はせる。

　確かにオズワルドは全部一人で背負っていた感があった。それはきっとどこかのタイミングで他人を信じられなくなって、独りで戦うことを決意してしまったのだと思う。

　その孤こ独どくな決断に、自分のことながらレオンは胸が詰まった。

　──だけど。

「おれたちはどんな秘密も共有できる。孤独じゃない。必ず教官の運命を超えていく」

　レオンが宣言すると、仲間たちも力強く笑えんでくれた。
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　ガルゼノン王国、商都ゼルーツェ──。

　この町で、お前たちはガルゼノン、ザヴァラの護衛と合流することになる。

　護衛の人数は、アグノリアとザヴァラが各一個班（五、六人）、ガルゼノンが一個分ぶん隊たい（十数人）という構成になるはずだ。

　護衛の数は全員合わせても一個小しよう隊たいにも満たない。

　極秘作戦だから少数精鋭でおこなうことになっているんだ。

　とはいえ、作戦自体は単純なものだ。

　商都ゼルーツェから地方都市マルエンへ向かい、ここで亡命先のザヴァラ王国からの受け入れの使者を待つ。そしてザヴァラ王国に入国してノットバレーという町に到着すれば任務終了だ。

　行程も、アグノリア国境からゼルーツェまで五日、ゼルーツェからマルエンまで三日、マルエンからザヴァラ国境まで三日、そこからノットバレーまでが二日──各都市での滞在を入れても、全部で十五、六日といったところだろう。

　さらに、事前に情報操作として、マリーは政務の疲れを癒いやすため、ガルゼノンの三大都市のひとつロロコスの豊ほう穣じよう祭を見学しつつ療養するという名目をつくり、摂せつ政しようの目をそらすこともした。

　正直、あの頃のおれは任務の成功を疑っちゃいなかった……しかし実際は先にも記したとおり、マリーはザヴァラ王国のバハル砦とりでで死亡する。

　今から書くことをよく理解してほしい──おれたちの敵は二つの勢力だ。

　一つはガルゼノンの摂政派ブリガンテ。もう一つはザヴァラ王国内の、アグノリアにおもねっている〈アグノリア派〉と呼ばれる連中になる。

　敵国の女王マリーが死ぬことで得をするのはアグノリアも同じということだ。

　ここにそれぞれの勢力が襲しゆう撃げきするタイミングについて記しておく。

　まず、摂政派の襲撃はゼルーツェ－マルエン間で起こる。

　おれたちの中に摂政に内通している奴やつが混ざっているんだ。

　内通者の名はオルゴ・ウッドマン──ザヴァラ王国の護衛の一人だ。土系統の上級紋もん章しようを宿している。襲しゆう撃げき時にふてぶてしくも、奴やつは自分が摂せつ政しようの内通者であることを告げて、おれは危うく殺されそうになった。

　とはいえ、この襲撃は乗り越えられた。オルゴもおれが打ち倒した。

　問題はザヴァラの、アグノリア派の連中だ。

　ザヴァラの王さまは奴らを恐れてマリー討とう伐ばつの勅ちよく命めいまで出しやがった。結果、ノットバレーに着いたものの町の中には入れず、アグノリア派に急きゆう襲しゆうされ、おれたちはバハル砦とりでという廃砦に立て籠もって……。

　あのとき、マリーの親戚で、亡命に賛成の立場だったザヴァラのエルク王子がノットバレーに来ていてくれたら保護してもらえたのに。

　なんとしてもバハル砦に行くような事態は避けるんだ。

　そのための心強い仲間を教えておく。

　おれたちの班をまとめるザヴァラ王国の護衛イオーラ・フェアラート、ガルゼノン王国の護衛ツァイ・ノートン、この二人はとても信頼の置ける紋章師だ。特にイオーラは、おれとは非常に縁の深い、互いに認め合った仲だ。

　彼らと協力して、今度こそ亡命作戦を成功させてほしい──。


（ウィンチェスター文書より抜粋）








　　　第二章　偶然という名の再会
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　生徒会役員室で亡命作戦の話を聞いた日から一週間後、レオンたちはローウェン紋もん章しよう学園をあとにした。

　まず学園からバネー砦とりでに向かう。

　バネー砦で、視察の名目で先にいるレオリアとディーヴァ、イオーラと合流する。そして最後の作戦会議をおこない、偽造の身分証明書などガルゼノン王国に潜入するための諸もろ々もろの物資を受け取るのだ。




「じゃあ、わたしたちお風呂にいってくるわ」

　作戦会議の終了後、バネー砦の割り当てられた部屋で、シャルロットがチェルシーの桃色の髪を櫛くしでとかしながらレオンに告げる。

「こんなところに風呂なんてあるのか？」

　水道設備が充実しているアグノリアは、大都市などでは浴場施設も多数あるが、小都市や前線の城じよう塞さいでは設備が整っておらず、入浴の代わりに川や井戸での水浴びとなる。

「会長の計らいで水場に天幕を張ってもらうのよ。あとお湯も沸かしてくれるみたいだから、たらいで行ぎよう水ずいをね」

「ね、ねえ？」

　チェルシーが首だけを振り向け、不安そうにシャルロットを見上げる。

「髪の毛は洗わないわよね？」

「大丈夫よ。もちろん洗ってあげるから」

「だ、大丈夫じゃない！　全然大丈夫じゃないっ!!」

　いやいやをするように、チェルシーが上半身をぶんぶん揺らす。しかしシャルロットはその肩を押さえて、再び、桃色の髪に櫛を入れた。

「きれいな髪なんだから、きちんと手入れしないともったいないわよ。ね？」

「……うん」

　シャルロットにやさしく諭さとされて、チェルシーはぶっきらぼうにうなずいた。

　それを見ながら、なんだか仲のいい姉妹のようだとレオンは思う。

「なあシャルロット、なんかお前、チェルシーと仲良くなってねえか？」

　チェルシーはシャルロットのことを気に入っているのだが、最初の出会いが微妙だったためかシャルロットは彼女に苦手意識を持っているようだった。それが今は姉が妹に接するような態度なのだ。

「だってこの子、いろいろと危なっかしいんだもん。世間知らずっていうか……ずっと眠ってたんだからしょうがないわよね」

　ちょっと恥ずかしそうにシャルロットは言い、

「わたしがちゃんとしてあげなくちゃって思ったの」

「なるほどな」

　隙すきの多いチェルシーと、女子たちのまとめ役で面倒見のいいシャルロットは根の部分で相性がいいのかもしれない。

「いい？　先に警告しておくけど、のぞいたら殺すからね」

「……殺すって。怖えな」

「怖いのはこっちよ。女の子はね、いつも自分の身体からだに不安なの。それを無神経にのぞくなんて獣以下よ」

　チェルシーもうんうんとうなずく。

　それからシャルロットがチェルシーの手を引いて部屋から出ていった。

　二人が出ていって急に部屋の中がガランとする。カロンは、砦とりでの敷地外にある練れん兵ぺい場の一角を借りて紋もん章しよう術の訓練をしている。

「……おれも後で、日課をこなさなくちゃいけねえな」

　カロンが紋章術の特訓にいそしむように、レオンも短剣術をはじめとした近接格闘の訓練に励んでいる。もともとはオズワルドが指導してくれていたもので、彼の死後も一日たりとも欠かしたことはない。

　しかし今は少し疲れたのでレオンはベッドに横になる。まだ昼過ぎであり、少しだけ休憩しようと軽く目を閉じた。

　静けさの中、先ほどの作戦会議の内容を思い出す。

　会議自体はこの一週間で二回ほど開かれており、亡命作戦の概要から目的地までの行程とそのルートについて、行ぎよう商しよう人にんとしてガルゼノン王国に入国するための商人としての立ち振る舞いの指導などを受けてきた。

　そして本日はその総そう括かつのようなものだった。簡単なおさらいをして、個人としては偽造の身分証明書が、班としては通行許可証と商業許可証が配られた。

　明朝、レオンたちはバネー砦を発たち、ガルゼノン王国へ入国することになる。最初の目的地は商都ゼルーツェ──ここでマリー及び、ザヴァラ王国の護衛と合流する。

　寝返りを打ちながら反はん芻すうしていると、ドアをノックする音がした。

「開いてるぜ」

　レオンは寝転がったまま言い放つ。ドアが開いて女性が入ってきた。

「や、ちょっとお邪魔するよ」

　ザヴァラ王国の女軍人、イオーラ・フェアラート少佐だった。美人というよりもハンサムな彼女は首を軽く傾け、ウインクをする。肩のあたりまでの黒髪が小さく跳ねた。

「──フェアラート少佐！」

　レオンは慌ててベッドから起き上がった。

「硬くならなくていいよ。作戦のとき以外はイオーラで。わたしもレオンって呼ぶから」

　イオーラがニッと笑い、陶とう器きのティーポットとカップを掲かかげる。

「親交を深めるために、お姉さんとお茶でも飲もう……ほかには誰もいないのかい？」

「はい。みんな出ちゃってるんです」

「そっか。ちょっと残念だけど、レオンとサシで話もしたかったし」

　勝手に納得すると、イオーラがテーブルの前まで移動する。ポットを置くと椅子に腰かけて、レオンにも来るように手招きする。

　レオンも招かれるままに移動して、椅子に座った。

「北方特産の香草茶ハーブテイ、よかったらこれも一緒に混ぜてみな」

　カップにお茶を注ぐと、小こ瓶びんと共にイオーラがレオンに渡してくれた。

「ありがとうございます……この小瓶は？」

「ラコスの実をすり潰つぶした香辛料だよ。北方ではお茶に香辛料を入れるんだ」

　イオーラがレクチャーするように、香草茶に香辛料を混ぜ、

「任務しごと中じゃなきゃ、蒸留酒ブランデーも混ぜてるんだけどね」

　そう言いながら、香ばしそうなその匂においを楽しんでいた。

　レオンも香辛料を足して飲む。胸を焼くような刺激、ついで身体からだの芯がカッと熱を持ち、全身がポカポカと温まる。

　少しむせるが、北方の人間はこうやって内側から暖を取るのかと、レオンは感心する。

　と、イオーラがじっくりとレオンの顔を見る。

「えっと、おれの顔になにかついてますか？」

　レオンに問われ、イオーラが逡しゆん巡じゆんするような顔になるが、決意するように口を開く。

「一つ訊ききたいんだけど、あんた、オズワルドの親戚かなにかなのかい？」

　そこでレオンは、イオーラとオズワルドの関係を頭の中で素早く再確認する。

　ウィンチェスター文書によると、二人は大戦末期の戦友だったそうだ。ただそれとは別に、オズワルドがまだレオンだった時期（時間を遡さかのぼる前）に、そのときの亡命作戦でも共に戦っている。そのためなのだろう、「非常に縁の深い、互いに認め合った仲」と文書には記されていた。

「……いえ、赤の他人です。そんなこと言われたの初めてですよ」

　真実は仲間うち四人だけの秘密なので、悪いと思いながらもウソをついた。

「それにしちゃ声の調子からしゃべり方まで、十年前のあいつにそっくりなんだよな」

「イオーラさんと教官ってどんな関係だったんですか？」

　ちょっとヤバいなと思い、話をそらすためにわざと二人の関係を訊きく。

　それを受けて、イオーラが切なげにため息をついた。

「かつての大戦の相棒バデイ……そしてわたしの初めての男だった」

　脳みそがその言葉を吸収しきる前に、レオンは盛大に咳せき込んでいた。

　──教官がこの人の初めての……その、肉体関係ってやつなのか？

　意識した途と端たん、レオンの顔が灼しやく熱ねつを形容するほどに熱を帯びた。

「ウソウソ、冗談だよ」

　レオンの狼ろう狽ばいぶりがツボだったようで、イオーラがカラカラと白い歯を見せて笑う。

「冗談でも心臓に悪いですよ」

　レオンはぼやくと、心を落ち着けるように香草茶を一口含んだ。

「大戦末期、わたしもあいつも同じ傭よう兵へい団に所属してたんだ。それで一緒に戦ってた。おもにアグノリアからの依頼を受けてね」

　懐かしむような目をしてイオーラが話し始める。

「教官、そのころも強かったんですか」

　レオンにとってオズワルドは相当の実力者という認識なのだが、十年前はどうだったのだろうと気になった。

「強かったよ。強力な紋もん章しようを持ってたうえに、双紋ダブルギツドだったしね──だけど近接戦がいまいちだったかな、身体能力は抜ばつ群ぐんだったけど」

「……？　教官は短剣術もかなりすごかったんですけど」

　オズワルドから短剣などの近接格闘技の猛特訓を受けていたレオンとしては、彼女の言葉は意外なものだった。

「そりゃそうさ、このあたしが徹底的に仕込んでやったんだから」

　ちょっと楽しそうな顔をすると、イオーラが右手の甲をレオンに見せる。

　そこには元素紋のような幾き何か学がく模も様ようとは違い、女性の横顔をかたどったような美しい紋もん様ようが描かれている。

「治ち癒ゆ紋・聖女の紋章──結構レアな紋章なんだよ」

　右手の甲を撫なでながら、イオーラが自慢げに言う。

　レオンはその紋章を見ながらディーヴァの紋章と同じだと思った。治癒紋はその名の通り、癒いやしの紋章術を使うことのできる紋章である。当然といえば当然なのだが殺気を持たないため、この紋章術をＹヨグの紋章で吸収することはできない。

　そんなことを考えるレオンに構わず、彼女が続ける。

「でもこの紋章は戦闘向きじゃないから、短剣術に磨きをかけてきたんだ。これでも短剣を持たせりゃ、ザヴァラでわたしの右に出る奴やつはいない」

　腰の短剣をちょっと掲かかげてみせると、

「だからオズワルドに教えてやったのさ。そしたらあいつ、ぐんぐん吸収していってね。ああいうのを天才って言うんだろうな」

　愉快そうにイオーラがこちらに目を向ける。まるでレオンごしに在ありし日のオズワルドを幻げん視ししているように。

　レオンは考える──自分はオズワルドに鍛えられたが、オズワルドが自分だったときはガストン教官が担任であり、特訓に付き合ってくれる人はいなかったのだろう、と。

　ここら辺の詳細はウィンチェスター文書にも特に記述はない。

「つまり、間接的におれの師匠はイオーラさんてことになるのか」

　唇だけで、レオンはつぶやいた。

　そんなつぶやきには気づかないようで、イオーラが口元をぬぐう。

「ねえ、本当にオズワルドは死んじまったのかい？　会長さんの話じゃ、レオニダムと相討うちになったって聞いたけど……」

「……はい。竜将との戦いで、おれたちを守って」

　顔のない男との戦いで死んだのが真実なのだが、表向きはレオニダムとの激戦によりオズワルドは戦死したと、レオンは会長に伝つたえている。

「そっか。あんたを見てると、やたらにオズワルドを思い出しちまう。わたしも女め々めしいね」

　イオーラが軽く目元に手を当てる。

　こういうときなんて声をかければいいのか思い浮かばず、レオンは自分自身に憂ゆう鬱うつになりながら押し黙った。

「オズワルドから昔こんなことを言われてさ」

　しばらくの沈黙を経へて、イオーラが思い出したというように告げる。

「──またいつか、大きな作戦を一緒にこなすことになる。そのとき、もしもおれの代わりにおれそっくりなガキが来たら、そいつの味方になってやってくれ、って。そのときはなに言ってるのかわからなかったけど、もしかすると今回のことを言ってたのかもな」

　オズワルドは自分が死ぬ可能性も考えて行動していたのだと、レオンは彼の覚悟に胸が熱くなるのを感じる。

　反対にイオーラは寂しげな笑えみを浮かべて、

「そんなわけないか。それじゃあまるで未来を知ってたみたいだ」

　しかし彼女はすぐに思い直すような顔をして続ける。

「でもあいつの遺言になっちまったんだよな……いいぜ、オズワルド。あんたの願い通り、そこの坊やに力を貸してやるよ」

　イオーラが天井のほうに目をやり、決意を伝える。それからレオンに視線を移して、まっすぐに目を見つめる。

「あんたをフォローしてやる。いいかい、レオン？　このイオーラ・フェアラートと組むんだ、中途半端は許さないからね」

　言葉尻じりとは裏腹に優しげな瞳ひとみをつくり、イオーラが感かん慨がい深げに息をついた。

　心強い味方の言葉に、レオンも力がみなぎるように気分が高こう揚ようする。

「はい！　よろしくお願いします！」

　立ち上がり、深々と頭を下げていた。




　イオーラの訪問後、レオンは自主練をこなすために砦とりでの外にある練れん兵ぺい場に移動する。

　千人は軽く収容できそうな広大な練兵場には、現在、数百人の兵士たちが下士官の指導のもと、陣形を組んだ組織的な戦闘訓練をおこなっていた。

　そんな練兵場の隅でカロンが一人、丸太の椅子に腰かけていた。

「カロン──」

　レオンはそちらへと歩み寄る。カロンが振り向き、顔をほころばせた。

「レオンも自主練？」

「ああ。ちゃんとこなさねえと教官に怒られちまいそうだしな」

「……そうだね。きっと教官はぼくたちを見てるよね」

　入道雲がわきあがる夏空をカロンが見上げ、

「ぼくももうひと頑張りしようかな」

　両腕を突き上げて、グッと伸びをした。

　そんなカロンを見やり、レオンも屈伸運動を始める。入念な柔じゆう軟なん運動は、近接格闘の訓練には欠かせないのだ。

「なあ、こんな隅じゃなくて、もう少し真ん中を使わせてもらおうぜ」

　あまり縮こまって練習するのもなんなので、レオンは提案する。

「作戦前だから、あまり派手なことして目立つのはよくないと思うんだ」

　ちなみにレオンたちは、物資の配達の手伝いという名目でバネー砦に来ている。学園生が小間使いで小遣いを稼ぐことは珍しくないので、彼らがうろついていても怪しまれないが、目立たないに越したことはない。

「確かにそうだな」

　地べたに腰を下ろし、両足を百六十度近く広げる。それから、レオンは上体を前に倒して地面にペタリとくっつけた。

「わりい、乗ってくれねえか」

「了解」

　背中にカロンが腰を下ろす感触と重み、レオンはしばらくそのままの姿勢を保った。

「さっきイオーラさんが部屋に来てさ、ちょっとしゃべったんだ」

「フェアラート班長が？　どんな話をしたの、もしかして文書のこととか？」

　ちょっと心配そうな声がレオンの耳じ朶だを打つ。

「いいや、文書のことはおれたち四人の秘密って決めてるから話してない」

　それからレオンは、イオーラとの会話の内容を簡単に話した。彼女がオズワルドの短剣術の師匠だというくだりでは、カロンも驚いた声を出していた。

「話してみると、気さくでハンサムなお姉さんって感じだった」

　レオンは地面の冷たさを心地よく感じながら、思ったことをそのまま述べる。

「確かにフェアラート班長ってとってもきれいだよね」

　照れたような声こわ音ねを感じ取り、レオンは「へえ？」と思う。

「カロンって、あーゆータイプが好みだったのか」

「ち、違うよ！　ただ美人だと思っただけで……」

　動揺しているようでカロンがあたふたしているのが、背中越しに伝つたわってくる。

「もう！　レオンのバカ」

「わりいわりい。怒んないでくれよ」

　謝りながらレオンはわずかに上体を持ち上げ、背中から降りてくれるようにうながす。

「あ、降りるね」

　カロンが背中から降りてくれた。

「サンキュ。次は足で広げてくれ」

　レオンは上体を起こして言う。カロンも正面に座り込むと両足を広げ、レオンの左右の内ももに足の裏を押し付けてゆっくりと彼の両足を広げていく。百六十度の開脚がついに百八十度に達した。

「ねえレオン。実はね、さっきディーヴァさんと少し話したんだ」

「姉ちゃんと？　へえ、やっぱりカロンは年上好きなんだな」

　茶ちや化かすように言ったが、カロンは先ほどのような反論はしてこない。

「紋もん章しよう術のアドバイスをしてもらってね、それから……ランコール先輩の話になったんだ」

　いきなりアニマの話題になり、レオンは眉まゆ根ねを寄せて険しい表情になる。

「……あんな奴やつ、先輩なんて呼ぶな」

　唇を引き結び、レオンは上体を左右にひねってストレッチを開始する。

「あのね、レオン、ランコール先……アニマ・ランコールは孤こ児じだったんだって。それでね、レオニダム将軍は彼にとって父親のような存在だったらしいんだ」

　こちらを気遣うようにカロンが言葉を選びながら話す。

「レオニダム将軍はガルゼノンでもすごく人望があって、女王派パトリオータの中には女王さまよりも将軍に忠ちゆう誠せいを誓う人たちもいたらしいよ」

「……だからなんだってんだよ。おれたちが教官を失ったように、あいつもレオニダムを失ったんだからお互いさまだって言いたいのかよ」

　決して同情などしないという気持ちでレオンは口を開いた。

　カロンが寂しげな目でチラリと見る。

「もっとみんなが仲良くできればいいのにって思うんだ……レオンは怒るかもしれないけど、ぼくはランコール先輩のことを嫌いにはなれない」

　この少年は驚くほど他人を恨むということをしない。レオンは彼のその性格を実のところ誰よりも尊敬している。

　しかし感情の部分ではまだ落としどころが見つからず、

「柔じゆう軟なんはこれで終わりだ。せっかく二人いるんだし、模も擬ぎ戦闘しようぜ？」

　カロンの言葉に向き合わず、話題を変えてしまう。

　自分がとんでもなくガキのようで、レオンは夏空を仰ぎながら唇を噛かんだ。




２




　翌日──。

　レオンたちはバネー砦とりでを発たち、国境の関所を無事通過してガルゼノン王国へ入国した。偽造だが精せい巧こうな証明書がそろっており、怪しまれることなく役人とのやり取りができた。

　前回のチェルシー奪還のときは茶葉の買い付けをよそおったが、今回は小豆あずきの行ぎよう商しよう人にんに扮ふんしている。彼らが操る荷馬車には小豆を詰めた麻袋がぎっしりと並び、これらの物資はこれから向かう商都ゼルーツェで一部を売り払い、亡命作戦における資金にする。

　そのほかには通信用の小型猛禽アシナシを一羽、携行している。

　そして一行は、ウィンチェスター文書に記されていた通り、五日の行程を経へて六日目の夕方前にゼルーツェに到着した。




「わあ、なんかいろいろ売ってるわ！」

　あちこちで広げられる露店の数々に、チェルシーが感極まった声をあげる。頭をぴょこぴょこと動かすので、かぶっている紺色の円筒帽バレツトが落ちそうになる。

「あんま動くと帽子が落ちちまうぜ」

「あ、うん」

　チェルシーが円筒帽を両手で押さえる。

　現在レオンたちは行商人の装いをしている。男性陣は麻の貫筒衣ポンチヨを革ベルトで締め、女性陣はポンチョの上にケープを羽織り、バレットをかぶった、商人というよりも町娘風の格好だ。

　そのほかには日用雑貨を詰めた背嚢リユツクも用意してある。

「それにしてもほんと賑にぎやかだよな」

　税金を払ってゼルーツェに入ると、商都というだけあって活気に満ちた町だった。

　規模としてはローウェン市より小さいのだが、煉れん瓦が造りの集合住宅アパートメントが並び、歩道の石いし畳だたみも丁寧に敷かれている。もっさりとしたマロニエの街がい路ろ樹じゆから木こ漏もれ日びが射さし、全体的にお洒落しやれな街並みである。

　荷馬車が広場にさしかかると、町のシンボルのような豪ごう奢しやな噴水が涼やかにしぶきをまき散らし、その周囲には大道芸人たちが歌や踊りを披ひ露ろうしていた。

　そこで一旦、荷馬車が停止する。

　と、チェルシーが荷台からぴょんと飛び降りる。追いかけるようにレオンとシャルロットも荷馬車から降りた。

　再びチェルシーは目をキラキラと輝かせて、

「すごい、すごい！　あの人、あんな大きな剣を飲み込んじゃった！　わっ、あっちのアレ、豚の丸焼きよね？　美お味いしそう!!」

　対してシャルロットが優等生の顔をして注意する。

「遊びに来たんじゃないんだから。いい？　いつもみたいにあれも食べたいこれも食べたいなんてわがままは許さないわよ。せいぜいチョコレートと果物くらいしか買ってあげないんだからね」













「甘っ！　この優等生、めちゃくちゃ甘いな」

「う、うるさいわね！」

　レオンの突っ込みに、バツが悪そうにシャルロットが顔をそむける。しかし彼女も街の楽しげな雰囲気に心が躍おどるようで、ほおを緩ませている。

「この町ってアグノリアやザヴァラ、それに南方の国からも物が集まるんだって。いろいろ珍しい物が売ってそうだよね」

　御ぎよ者しや台だいからカロンがこちらに振り向いた。五人の中で馬車を操れるのは彼だけなので、ずっと御者の役目をしてくれていた。

「この辺は戦争中にかなり被害が出たところなんだけど、この十年できれいになったもんだね」

　そう言うと、イオーラも荷台から降りてきて、グッと伸びをした。

　それから、平和な街並みを、彼女は目を細めて見つめる。

「イオーラさんはウィンチェスター教官と一緒に戦ってたんですよね？　イオーラさんから見て教官ってどんな感じだったんですか」

　シャルロットが昔話をせがむ子どものように訊きいた。

「どんな、か……仲間想おもいで、やさしくて、でもいつも悲しそうな目をしてた。詳しくは訊けなかったけど、大切な仲間がみんな死んだんだってね」

　彼女の言葉に、場の全員が複雑な表情で押し黙った。その大切な仲間とは自分たちのことなのだ。

　レオンたちの雰囲気が変わったことに、イオーラが少しだけいぶかしむ。だが特に問うてくることもなく、彼女は過去を懐かしむような顔をする。

「仇かたきを討うつためなのかな、あいつ、がむしゃらに戦ってた。実際わたしたちは向かうところ敵なしだったし、難しい作戦も次々とこなしたんだ。あのレオニダム・オーケットにも引けを取らなかった」

　当時の戦いを思い出しているのか、イオーラが熱っぽい笑えみを浮かべた。

　それとは反対にレオンは、血で血を洗う激戦をこなしていくオズワルドを思い浮かべ、彼のような高い戦闘能力を自分も身に着けられるのかと考え込んだ。

「そしたら戦後、ザヴァラ王国がなんとオズワルドを将しよう官かん待たい遇ぐうで迎えるって言い出したんだ。あ、ちなみにわたしは尉い官かん待遇ね」

　レオンの思いをよそに、イオーラが痛快だと言わんばかりに語る。

「……それってすごいことなの？」

　首を傾けながらチェルシーがシャルロットに視線を送る。

「すごいなんてもんじゃないわよ。将官っていうのはね、つまり一国の将軍なの。軍人が目指す最高峰なんだから」

　ちょっと興奮ぎみに答えるシャルロット。彼女は上昇志向が強いためか、出世話などを好むところがある。

「ただの傭よう兵へいをそこまで優ゆう遇ぐうするなんて」

　破は格かくの待たい遇ぐうに、レオンも気の抜けた息を吐いた。

「ザヴァラうちは小国の上、アグノリアやガルゼノンっていう大国と国境を接してるからね、人材の確保になりふり構ってられなかったのさ」

「でもウィンチェスター教官は紋もん章しよう学園の教官になったんだから、その話を蹴けったってわけか」

「そ、わたしは最後までザヴァラにいこうって口く説どいたんだけどね……でもあいつ、守らなくちゃいけない奴やつらがいるからって」

　イオーラが目を伏せて、

「結局、言えなかったな」

　その言葉に、レオンは特に深く考えず、「なにを？」と訊きいていた。

「……オズワルドのこと好きだったんだ、わたし。あいつは全然こっちの気持ちになんて気づいてなかったけど」

　恥ずかしそうに、イオーラのほおがかすかに赤みを帯びる。

「こんなところにも……」

　愕がく然ぜんとした顔でシャルロットがうめく。その隣でチェルシーが早口でレオンにまくしたてる。

「勘違いとかしちゃダメなんだからね！　教官の話であって、あんたのことを言ってるんじゃないんだからね！」

「わ、わかってるっての、そんなこと」

　とは言うものの、間接的な告白にレオンの脈拍は早くなる。胸を叩たたきながら平常心を取り戻そうとするが、妙に顔が熱くなってしまった。

「ほら、顔が赤くなってる。あんたの主あるじはこのあたしなんだからね。あまりほかの女のこと意識してんじゃないわよ」

　最後のほうはごにょごにょと言うチェルシー。

「そうよ。レオンはもっと幼馴染みわたしを大切にするべきなのよ」

　シャルロットも抗議の声を上げた。

「言ってる意味がわからねえって」

　二人の女子にレオンは言い放つ。

　すると、御ぎよ者しや台だいで今まで黙って聞いていたカロンが助け船を出してくれる。

「これからどうしますか？　宿屋にいきますか、それとも先に小豆あずきの換金ですか？」

　カロンがイオーラに声をかけたのだ。

「宿屋っ！　早く宿屋にいきたい！」

「わたしも。やっとベッドで寝れるわ」

　先ほどまでのレオンへの抗議から一転、チェルシーとシャルロットが宿屋にいくことを熱望する。

　ここまでの五日間のうち、初日は小村の農家に泊めてもらったが、残りは進路上で野営をした。まともな寝具もなく、日中もずっと馬車に揺られているため、全身の筋肉がギチギチになっているのだ。

　しかしイオーラは無情にも二人の少女の要望をはねのける。

「まずは換金が先だね」

「えー」

　チェルシーが露ろ骨こつに不満の声をあげる。シャルロットもがっくりと肩を落としている。

「日が暮れると交こう易えき所も閉まっちゃうからね。それにいよいよ女王さまたちと合流するんだ、あんたたちもそろそろ気を引き締めていかなくちゃダメだよ」

　イオーラが軍人の顔つきになり、やんわりと諭さとしてきた。

　それにより、全員の頭に任務の文字が浮かび、緊張感が増していく。

　レオンたちの表情が変わったことに、イオーラが満足げにうなずき、

「じゃあさっさと換金を終わらせて、温かい食事とベッドにありつこう」

　四人は「はい！」と声を合わせて返事をした。




　商業区画にあるガルゼノン王国でも屈くつ指しの大商会で、小豆あずきを全体の三分の一ほど売却する。邪魔なので全部売ってしまいたかったが、行ぎよう商しよう人にんとして行動する以上、目に見える〈商品〉が必要なのである。

　換金を終えて、レオンたちは町はずれの宿屋に向かった。

　煉れん瓦が造りの三階建ての宿屋──。

　漆しつ喰くいの剥はがれかけた低い土塀が巡り、建物自体も煉瓦が欠けた箇か所しよが多い。お世辞にも高級感などなく、はっきり言ってしまえばボロ宿だった。

「高級宿とは言わないけど、もう少しまともなところでもいいんじゃ……」

　ちょっと引いてるようでシャルロットが苦い顔をする。隣ではチェルシーも「あーあ」という顔をしていた。

「そうだよな。金なら今しがた、たんまりもらってきたところだしな」

　レオンも相あい槌づちを打つ。はっきり言って、初日に泊めてもらった農家のほうがまだマシだった。

「お金の問題じゃない。ここが合流の場所なんだ。あまり豪華だと目立つからね」

　イオーラが説明をする。

「町はずれだから目立たないし、ぼくたちは〈行ぎよう商しよう人にん〉だから安い宿屋に泊るのも普通ですよね」

「そうそう。わかってるじゃないか」

　宿屋を見上げるカロンに、イオーラがにこやかにうなずいた。

　それからレオンたちは前金を払い、馬車を厩きゆう舎しやに預ける。

　宿屋は一階が食堂を兼ねた酒場で、二階、三階が客室になっている。時刻は夕暮れ時へとさしかかっており、食堂では二十代と思われる五人の男がまだ夜でもないのに葡ぶ萄どう酒の杯をあけていた。厨ちゆう房ぼうのほうから香辛料の利いた食欲をそそる匂においが流れてくる。

「宿はいまいちだけど、飯は期待できるかも」

　レオンは鼻をひくつかせながら、晩飯は鴨かも肉にくの香こう草そう焼やきなんかがいいなと考える。そうするうち、イオーラがつかつかと男たちの前まで歩いていく。

　彼女は「はっ」と侮あなどるような声を出して、

「陽ひも落ちきっちゃいないのにいいご身分だ。どいつもこいつもろくでなしの顔をしてるね」

　うわぁ、とレオンは思った。

　イオーラのような姉あね御ご肌はだの女性にとって、ああいう自じ堕だ落らくな手合いは鼻に付くのかもしれない。とはいえ任務中に喧けん嘩かなんかされたら堪たまらない。

　カロンやシャルロット、チェルシーも同じ気持ちのようで、困った顔でレオンに目配せをしてくる。

　しょうがなく、レオンはイオーラのもとまで歩み、

「イオーラさん、あんまり酔っ払いに絡んじゃいけないって」

　耳打ちをするも、五人の男たちが次々に立ち上がった。ときすでに遅し、このままいけば乱闘になるとレオンは覚悟を決める。

　男たちがイオーラに相あい対たいする。

　次の瞬間、彼らは背筋を伸ばすと周囲に聞こえない小声で、

「お待ちしておりました、イオーラ・フェアラート少佐。我らザヴァラ王国一個班、これより少佐の指揮下に入ります」




「こいつらは、ザヴァラ王国うちから派遣した護衛の一個班さ」

　宿屋二階の大部屋に入ると、イオーラが笑顔で男たちの正体を明かした。この五人がザヴァラ王国の護衛で、彼女の直属の部下になるという。

「……なんだ仲間だったのか。喧嘩でも始まるのかと思ったぜ」

　レオンは蒼あお髪がみを撫なで上げると独りごちた。

「喧けん嘩かなんかしないけど、こいつら任務中に飲んでるんだから、張り倒してやろうかとは思ったよ」

　肩をすくめて、イオーラがレオンに視線を送った。

「いやいや少佐、ありゃ酒精度アルコールなんかほとんどない、葡ぶ萄どう酒ならぬ葡萄水なんですぜ」

　バツが悪そうに、一人の男が言い訳をする。

「ったく、わたしの目がないとすぐにだらける。気付け薬ってことで今回は見逃してやるけど、次はないからね」

「一応班長の許可は取ってるんですが、すんません」

　男が、隣に立つ精せい悍かんな顔つきの男性をチラリと見る。

　茶褐色の髪の、見上げるほどの長身に、隆々とした筋肉に覆おおわれた逞たくましい体格の男性だ。そして猛もう禽きんのような鋭い目つきでこちらを見据えている。

　イオーラが男性の正面に立ち、彼の胸を裏うら拳けんでトンと小突く。

「いかつい顔のくせに甘い奴やつだよ」

　それから彼女はレオンたちに振り返り、

「これから極秘の任務を共同でこなすんだ、自己紹介といこうか。オルゴ、まずは班長であるあんたからいきな」

　うながされ、猛禽のような目をした高身長の男性がわずかにうなずく。

「おれはザヴァラ王国軍中尉、オルゴ・ウッドマンだ。フェアラート少佐の代理で班長を務めている──」

　オルゴはそっけない態度で必要事項だけを口にする。

「不愛想だね」

　長身の部下を見上げ、やれやれとイオーラが困ったような笑顔をつくる。

　だがレオンはそんなぼやき声など頭に入らず、オルゴを凝ぎよう視しする。

「……こいつか」

　口の中だけでつぶやき、途と端たん、警けい戒かい心と敵てき愾がい心しんが胸中に溢あふれだしてくる。




　内通者の名はオルゴ・ウッドマン──ザヴァラ王国の護衛の一人だ。土系統の上級紋もん章しようを宿している。襲しゆう撃げき時にふてぶてしくも、奴は自分が摂せつ政しようの内通者であることを告げて、おれは危うく殺されそうになった。




　目の前の男こそ、ウィンチェスター文書に記されていた、ザヴァラ王国の軍人でありながらガルゼノン王国の摂政と通じていたクソッたれである。

　カロンたち三人へ、レオンは目顔でそれとなく知らせる。彼らもすでに気づいているようで、警戒するように目つきだけでうなずいた。

　作戦が本格的に始まったら決してこの男から目を離さないと、レオンは強く心に誓った。

　その後、残りの四人の軍人が名前と階級を名乗り、ついでレオンたちも身分を明かして全員の自己紹介が終わった。

「少佐、これを」

　軍人の一人がイオーラに紙し片へんを渡した。

「通信文かい？」

「ガルゼノンの女王派パトリオータが放ったアシナシがさっき到着したんでさ」

　イオーラが通信文にざっと目を通す。

「──なるほどね。女王さま一行が着くのは明日の昼過ぎになるみたいだ」

　その言葉に、いよいよマリーと再会できると、レオンは緊張と高こう揚ようの混ざったもどかしい気持ちになった。

「明日に備えて今晩はうまい飯とベッドで英気を養ってくれ。葡ぶ萄どう酒はダメだけど、葡萄水なら多少は目をつぶってやるよ」

　男たちからワッと歓声が上がった。イオーラもずいぶんと甘い性格のようだ。

　そこで解散の雰囲気が出て、男たちが部屋から出ていく。オルゴもそれに続き、レオンの横をすれ違った。

　すれ違いざまに、

「貴様がレオニダム・オーケット将軍を倒した男か……オズワルド・ウィンチェスターがいたとはいえ、こんな小僧がな」

　レオンの耳元で、オルゴがつぶやいた。

「……!?」

　反射的にレオンは振り返ったが、オルゴは気にする素そ振ぶりもなく悠ゆう然ぜんと部屋から出ていった。

「宣戦布告のつもりかよ。舐なめやがって」

　小しよう砦とりでの戦いは摂政派ブリガンテにも届いているようだ。挑発とも取れる発言に、レオンは戸と口ぐちを睨にらみながら奥歯を噛かみしめる。

　そして、もうここから既に戦いは始まっているのだと、レオンは拳こぶしを強く握って危機感の認識を改めた。




　一階の食堂兼酒場で夕食を済ませたあと、レオンは厩きゆう舎しやで馬の世話をする。丁寧にブラシをかけて、宿屋の店主からもらった馬草と水を与える。

　一通りの世話が終わり、積んである干し草に寄りかかった。

「いよいよ明日、マリーと再会できるんだな」

　あのマリーと再会できるのだと思うと緊張で身震いする。

「ちゃんと四年前のことを謝らなくちゃな……」

　彼女を故郷ガルゼノンに連れていくという約束を守れず、大人たちに連れていかれるのをただ見ていたことを、とにかくレオンは謝りたかった。

　そのとき。

　淡あわい光が自分のほおを照らした。反射的に顔をあげると、カロンが角灯ランタンをもって厩きゆう舎しやの入り口に立っていた。

「レオン。ここにいたんだね」

　カロンがパッと顔をほころばせてレオンのそばまで歩いてくる。

「どうした？」

　上体を起こすレオンに、カロンが黄緑色のナスのような形をした果物を取り出す。

「ちょっと二人で話でもしたいなって思って」

　果物を受け取り、レオンは短剣で縦に割さいた。途と端たん、切断面から飴あめ色いろの果肉の粒がこぼれ落ちるように溢あふれる。

「なんだこれ？」

「この地方の名産で、炸裂柑バーストライムっていうんだって」

　半分をカロンに渡して、レオンは果肉の粒に口をつける。口内で、プチプチっという食感と、甘みを帯びた爽さわやかな酸味が広がった。

「うおっ、食感がおもしれえうえにうめえな。これ、たくさん仕入れてアグノリアで売りさばけば、結構な金になるんじゃねえか」

　カロンも、レオンの左隣に腰を下ろして、果肉をひとつまみ口に入れる。

「そうだね。今回の旅がそういう旅だったらよかったのにね」

　顔色をかげらせながら、カロンが答えた。

　その様子から、彼もずいぶんと不安を覚えているのがうかがえる。

　ここからは待ったなしでことが進んでいく。〈運命〉が自分たちの手のひらの中にあるのか、あるいは〈運命〉の手のひらの上で自分たちはたたずんでいるだけなのか、わからなくなる恐怖があるのだ。

　だけど自分たちにはウィンチェスター文書があると、レオンは気を強く持つ。どんな暗くら闇やみの中にあっても、これが正しい道を指し示してくれるはずだ。

「大丈夫だ。おれたちには教官がついてる」

　レオンは左手でカロンの頭とう髪はつをわしゃわしゃと撫なでまわした。

「うん。そうだよね」

　しかしカロンは、いまいち鬱うつっぽい声を出して、

「オルゴ・ウッドマンって人、隙すきのない雰囲気の人だったね」

　どうやら、内通者オルゴの登場がカロンの不安を煽あおっているようだ。

「でもあいつは下へ手たくそだ」

　カロンを少しでもリラックスさせたくて、両手を軽く上げて首を左右に振ってみせる。

「内通者なら、もうちょっと愛想よくしたりして場に溶け込まなくちゃだよな？」

　実際にオルゴは、自分の正体がレオンたちにばれていることなど夢にも思っていないだろう。自己紹介のときに挑発めいたことを言っていたくらいなのだから。

　カロンは少しだけはにかむが、再び深刻な表情に戻る。そして言っていいのかどうか迷うように、何度か逡しゆん巡じゆんの吐息をついた。

「あのね、ぼくはもしかすると……文書の通り死んでたほうがいいんじゃないかって思うんだ」

「はあ？」

　突然の意味不明な物言いに、レオンは本気で理解できず聞き返していた。

「ランコール先輩じゃないけど、学園の内外にどんな危険な人たちがいるかわからないよね？　そうでなくてもレオンはチェルシーを守るために強い敵と戦っていくことになると思う。そのためには力が必要なわけで、だから……」

　戸惑いを帯びた瞳ひとみを向け、カロンが決定的な言葉を発する。

「……ぼくが死んで、レオンが双紋ダブルギツドになったほうがいいんじゃないかって、そのほうがみんなの生き残る可能性が上がるんじゃないかって思うんだ」

「ふざけるな!!」

　ほとんど脊せき髄ずい反射で跳ね起きると、干し草に座るカロンを押し倒すようにその肩を強くつかんでいた。

「お前なんてことっ……」

　うまくろれつが回らず、レオンは心を落ち着けようと深呼吸をする。しかし感情のほうが急せいてしまい、頭がカッカッと熱いままだ。

「お前がそんなこと言っちまったら、教官は……ウィンチェスター教官は一体なんのために死んだんだよ！」

　オズワルドの壮絶な最さい期ごが脳裏をよぎり、レオンは怒りに任せてカロンを揺さぶっていた。

　レオンに組み伏せられる形になりながら、カロンが顔を横にそむける。涙の粒がひとしずく、そのほおを伝つたっていく。

「あの文書を読んでから、運命を変えることが本当にできるのかなって悩んじゃうんだ。結局なにも変えられず、みんな最後は死ぬんじゃないかって……だったらせめて少しでも全滅しない可能性に賭かけられたらって……」

「バカ言うなよ！　おれはカロンのいねえ未来なんて考えられねえ。だからウソでも死んだほうがいいなんて言わないでくれ……頼むから」

　レオンは唇を噛かみながら、自身の思いを吐と露ろする。

「……ごめんね、レオン」

　カロンも顔をそむけたまま、蚊が鳴くように答えた。





　　　　※






　厩きゆう舎しやでレオンと別れた後、カロンは部屋に戻る気にもなれず、ふらふらと歩いていた。

「……最低だ。こんなときに自分の不安を押し付けるようなことをして。レオンだっていろいろと辛つらいはずなのに」

　いつの間にかカロンは宿屋の敷地の端はし、漆しつ喰くいの剥はがれた土塀に背をもたせていた。夜空を仰ぐと爪つめの先ほどの細い三日月が光を滲にじませている。

「みんなを守るって決めたはずが、なに負担をかけようとしてるんだろ」

　明日からの不安をレオンに吐露するんじゃなかったと、自己嫌悪で頭の中がぐるぐる回り出す。

　昼間は町の様子に胸がときめくこともあったが、心の中では常に不安と恐怖が渦巻いていた。そして内通者であるオルゴ・ウッドマンが現れて、一気に心が乱されたのだ。いくら敵の正体がわかっていると言っても、だからといって楽観的にはなれなかった。

　気づけば、レオンとオズワルドの戦闘能力差ばかり考えていた。

「レオンのＹヨグの紋もん章しようは強力だけど、紋章術を吸収していない状態で魔ま獣じゆうなんかと戦ったら……」

　ガグとの戦闘を思い出してしまう。魔獣どもの戦闘能力は、当たり前だが普通の人間の兵士を遥はるかに超えているのだ。

「Ｙの紋章だけじゃ、いろいろと限界がある」

　カロンは自身の左手の甲に目を落として紋章を見つめる。

　ウィンチェスター文書によると、オズワルドの煉れん獄ごくの紋章はもともと自分のものであり、自分の死後に顔のない男によって移植されたものだと記されていた。

「教官は強かったな。双紋ダブルギツドは格別なんだ」

　ガグやレオニダムとの戦いで、オズワルドは煉獄の紋章を駆使して鬼神のごとき戦い方をしていた。

「やっぱりレオンも双紋になったほうが……」

　そこまで考えてカロンはハッとする──この考えが、つい先ほどレオンを怒らせたものだったのではないか、と。

　カロンは両手で自身のほおをパンと叩たたいた。

「今は一歩一歩、確実に進んでいこう。あの文書がある限り、ぼくたちのほうが圧倒的に有利なんだから」

　それから深呼吸をして、カロンは焦しよう燥そうする心を落ち着けた。




３




　翌日、予定通り昼過ぎに、ガルゼノンの馬車三台が宿屋にやってきた。

　二階の大部屋で、先にザヴァラの護衛たちが女王に謁えつ見けんすることになり、レオンたちは三階の自室でしばらく待機することになった。

「……緊張してくるぜ。四年ぶりだからな」

　レオンは拳こぶしを手のひらに打ちつけながら、落ち着きなく室内をうろうろする。

「マリー、おれのこと覚えててくれてるかな」

　楽観的なことを考えていた。

　本当は四年前のことを謝らなくてはいけないというのに。

「もしかすると愛の告白なんかされちゃうかもね」

　カロンがとんでもないことを言い出す。

「な、なに言ってんだよ、いきなり」

　立ち止まり、わずかにどもるレオン。

「だって騎士物語サガに出てくる英雄と姫君の再会みたいじゃないか」

　カロンが目を細めた。

「別におれは英雄でも騎士でもねえし」

　言いながら、カロンがいつも通りの落ち着いた雰囲気に戻っていてホッとする。昨晩は感情的なやり取りになってしまい、反省していたのだ。

「なにが騎士物語サガよ。平民と王族の恋なんて現実にはないのよ……ていうか、あっちゃいけないの。カロンもなに煽あおってるのよ」

　シャルロットが両肩をふるわせながら、カロンをキッと睨にらんだ。

　なぜ彼女が苛いら立だっているのだろうと考え、どうやらこれからの謁見に緊張しているのだろうと、レオンは勝手に納得する。

「で、あんた、もしも女王さまに告白とかされたらどうするの？」

　チェルシーがチョコレートをかじりながら、ジトリとした目つきになり、

「二君に仕えるなんてことしたら、絶対に許さないんだからね」

　シャルロット同様に、なんだかチェルシーも静かに怒っていた。

「あのな、告白だとかなんだとかなに言ってんだよ。そんなことされるわけねえだろ？　おれはマリーを裏切っちまったんだから」

　言葉に出してレオンは少しだけ憂ゆう鬱うつになった。

　それでも、と一瞬考えてしまう。

　告白云うん々ぬんのような突拍子のないことはなくても、マリーは自分のことを受け入れてくれるのではないか、と──。

　そのときドアをノックする音と同時に、イオーラが入ってきた。

「そろそろお前たちが謁えつ見けんする時間だ」

　その言葉で、チェルシーをのぞく三人に緊張の色が浮かんだ。

「緊張してるみたいだね？　安心しな、わたしも一緒についてくから」

「イオーラさんはもう済ませたんじゃないんですか？」

　不思議そうにシャルロットが訊きく。

「まだなんだ。一応わたしがアグノリアの班長だからね。お前たちと一緒に行動することになってる」

「イオーラさんがいてくれた方が心強いよな」

　レオンもホッと一息ついた。

　と、チェルシーがふふんと強気な笑えみで胸をそらす。

「なんか知らねえけど堂々としてるな、チェルシー？」

「女王さまがなんだっていうのよ、そんな人よりもよっぽど高貴なこのあたしがいるじゃない？　それなのにみんなしてビビってるなんてナンセンスだわ」

　いつも通りの傲ごう慢まんさでトンと胸を叩たたいた。

　そのさまがあまりにも普段と変わらないので、場の空気が和なごみ、全員の顔から少し硬さが取れた。

「ちょっと、なにやれやれみたいな顔してるのよ。だいたい女王さまに礼を尽くすんだったら、あたしにも同じだけの敬意と畏い怖ふでもってかしずくべきなのよ」

「はいはい。お姫さま、口にチョコがついてるぜ」

　レオンはハンカチでチェルシーの口元を丁寧にふいてやった。

「あぅ……ありがとう」

　暴君気き質しつなのに意外と素直な、いいお姫さまである。

　ちなみに、レオンはイオーラにチェルシーの正体──〈Ｙヨグの娘〉であることを話していない。レオリアが〈特別な出生〉と伝つたえているようで、イオーラ的にはおそらく、チェルシーのことを王族か貴族の落らく胤いんくらいに想像しているのだと思う。

　再び、ノックの音──。

　カロンが返事をするとドアが開き、初見の男性が入ってきた。

　三十代ほどで、行ぎよう商しよう人にんの格好をしている。身長はレオンより低いが筋肉質で、衣服の上からでも体格の良さがうかがえる。

　レオンがしげしげと見つめていると、彼は表情を引き締め、

「ガルゼノン王国軍少佐ツァイ・ノートンだ。今回の作戦の総責任者を務める。フェアラート少佐、アグノリアの方々、こちらに参られよ」

　ツァイ・ノートン──ウィンチェスター文書に記されていた、イオーラと並び信頼の置ける紋もん章しよう師だ。文書を精せい読どくして、彼が氷系の上級紋章師であることも確認済みである。

　これで心強い味方が全員そろった！　とレオンは内心で快かい哉さいを叫ぶ。

「よし！　いこうぜ」

　気分が高こう揚ようして、レオンは部屋から出ようとするが、イオーラに引きとめられた。

「謁えつ見けんの手順について簡単な説明をするから聞きな」

　イオーラが全員を見渡してゆっくりと言う。

「まずわたしを先頭に入室する。次に女王の前で片膝ひざをつく。正式な謁見ではないから叩こう頭とう礼までは取らなくてもいいけど、不ふ敬けいになるから女王と視線を合わせるのはもちろん、直視するのもダメだよ」

　そこで区切り、質問はないかとイオーラが四人に目配せする。

「じゃあ顔を見ることができねえじゃねえかよ」

「見なくていい。入室のときから視線は下に向けるんだ」

「しゃべるのも？」

「ダメだ。言葉をいただいてもわたしが対応するから。チェルシー」

　イオーラがチェルシーに振り向いた。

「不服かもしれないけど、偉そうな態度はとらないでほしい。いいかい？」

　チェルシーが不満だというように唇を尖とがらせるが、イオーラの真剣な表情にしぶしぶと口を開いた。

「……わかったわよ」

　全員が謁見の作法を了解する。

　そして部屋を出て二階へ降りる。ガルゼノン側の護衛なのだろう、大部屋の前で、やはり行ぎよう商しよう人にんの装いをした男性が歩ほ哨しようのように背筋を伸ばして立っていた。

　ツァイ・ノートンが男性へと歩む。

　途と端たん、男性は素早く敬礼をして、

「ノートン少佐、謁見の準備は整っております」

「ご苦労。みな、こちらへ」

　ツァイが返礼する。それからレオンたちに視線を向けた。

　こくりとイオーラがうなずいた。

「どうぞお入りください」

　男性がドアを開けてくれた。

　ツァイを先頭に、イオーラ、レオンたちの順で入室する。言われた通り視線は床に向けて進む。室内には五、六人の人間がいるようだ。ガルゼノン側は一個分ぶん隊たい（十数人）で来ているというので、残りは別室で待機しているのだろう。

　部屋の中ほどまで来てイオーラが片膝ひざをついた。それを受けてレオンたちも同じように礼を取った。

　ほんの少しだけ女王の顔を見たい誘惑にかられたが、それで不ふ敬けい罪ざいに問われたら洒落しやれにならないので、レオンは視線をさげたまま我慢する……というのは建前で、実際には面と向かってマリーと顔を合わせる覚悟がまだできていないのだ。

　そうしているうちに、イオーラが謁えつ見けんの口上を述べる。

「ザヴァラ王国軍少佐イオーラ・フェアラート、神しん聖せいアグノリア帝国四名、此こ度たびの作戦に馳はせ参さんじましてございます。本日は謁見の機会を賜り、恐悦の至りにございます」

　一拍、間を置いて女王の言葉が返ってくる。

「フェアラート少佐、アグノリアの皆さま、ここまでの道のり大儀であります。特に、わたくしのために手を差し伸べてくださったレオリア・イル・アグノリアさまには、心より感謝いたします」

　柔らかく、耳に馴染みやすい優しい声だった。

　その声はレオンの耳じ朶だを打ち、なんの抵抗もなく脳内へスッと入っていく。紛まぎれもなく彼の知っているマリーの声だった。

　刹せつ那なにレオンの脳裏にあの日の記憶が鮮明によみがえる。

　町はずれの廃はい屋おく、銀ぎん糸しのように振り続ける雨、紅縞瑪瑙サードニクスをはめ込んだ首飾り、そして故郷に帰りたいと泣いている少女……最後には大人たちに連れていかれるのだ。

　レオンはそれを見ているだけで、不ふ甲が斐いない自分が許せなくて、時間を戻せるのならもう絶対にあきらめたくなくて──。

「──マリー!!」

　不敬とか、覚悟とか、そんな頭の中で考えていたものが一瞬で消えて、レオンは立ち上がっていた。

　顔を上げ、見つめるその先に、椅子に座るガルゼノン王国の女王がいる──互いの瞳ひとみがぶつかり、しばし二人は見つめ合う。

　絹の上品な衣服に、金糸と銀糸を織り込んだ羽織ダブレツト、大商会の令嬢を思わせる身なりだ。輝くような長いブロンドの髪は、真珠の髪飾りにより一層その美しさが際立ち、緋ひ色いろの瞳は慈じ愛あいに満ちている。

　四年の歳月を経へて美しく成長しているが、あのころの儚はかなげな面影が残っており、レオンは目の前の少女がマリーであると確信する。

　全身に鳥肌が立つような、あるいは血液が逆流するような、もどかしい感かん慨がいに包まれ、レオンはマリーへとふらふらと歩む。

　次の瞬間。

「なにをやっているんだ！　無礼者め!!」

　ツァイの怒号が聞こえたかと思うと、突如、両脇の下に腕を通され、後頭部の辺りを圧迫される──羽は交がい締めにされて背後から押さえつけられたのだ。

　残りの護衛がマリーの前に立ち、警けい戒かいするようにレオンを睨にらんでいる。

「どうしたんだい、レオン！」

　イオーラが慌てて立ち上がる。カロンたちもそれに続いた。

　しかしレオンはそんなことには構わず、羽交い締めで身動きが取れない中で、それでも無理やり身体からだを動かそうとする。

「おれだ、レオン・カーターだ！」

「陛へい下かに直接口を利こうなどと、このアグノリア野郎め！　身の程をわきまえろ！」

　ガルゼノンの護衛官の一人が口汚くレオンを罵ののしった。

「そのガキどもがレオニダム・オーケット将軍を討うったのだろう、アニマ・ランコールから報告を受けているぞ」

「よりにもよってそんな連中を護衛によこすとは、アグノリアの王女はなにを考えているのだ」

　不満が噴出するように、次々に悪意ある言葉がレオンへ投げつけられる。

　が──。

「口を慎みなさい。レオリアさまにはレオリアさまの立場があります。命を懸けて駆けつけてくださったアグノリアの方々への侮ぶ辱じよくは、わたくしへの侮辱だと受け取ります」

　凛りんとした声こわ音ねでマリーが護衛官たちを諭さとし、

「ノートン少佐、彼から手を離してください」

「……しかし」

　ツァイが戸惑いぎみに声を上げる。

「わたくしの言うことが聞けませんか？」

「いえ、滅相もございません！」

　すぐに腕がほどかれ、レオンは身体の自由を取り戻した。

　そしてマリーが王者の貫録でもってゆっくりと歩み、ついに二人を隔てる距離がなくなった。

　レオンは目の前の懐かしい少女を見つめ、

「マリー、ずっときみに謝りたかったんだ。約束を守れなくてすまなかった」

　謝罪の言葉を口にして頭を下げた。

「頭を上げてください、カーターさん」

　瞬間、その慇いん懃ぎんな言葉に背筋がぞわりとしてレオンは顔を上げる。

「……マリー？」

　見上げた先のマリーの瞳ひとみには四年前の親密さは宿っていなかった。ただ淡々とした事務的な色しかうかがえず、物理的な距離とは別の隔たりが彼ひ我がを分けていた。

　それでもレオンはあきらめきれず、紅縞瑪瑙サードニクスの首飾りを取りはずす。

「これをきみに返したい。お母さんの形見なんだろう？」

　無感情にマリーは首を横に振った。

「それはあなたに差し上げたものです。どうぞお納めください」

　それだけ言うと彼女は護衛官の一人に振り返り、

「少し疲れました。皆さまの退室をお願いします」

　護衛官がかしこまり、ここで本日の謁えつ見けんは終了となった。しかしレオンは納得がいかず、拳こぶしを握りしめる。

「やっぱりおれのことを許せないのか!?　四年前のことを恨んでるのか!!」

　感情のままに叫んでいた。

　その叫びにマリーが再びレオンに相あい対たいする。

「四年前のことなど恨んだことは一度もありません」

　感情の色がはっきりと瞳に宿る。だがその色は怒り──。

「恨むことがあるのなら、あなたがレオニダムを殺したこと……わたくしにとって教育係であり、父のようでもあった彼を殺したことを、絶対に許しません」













　緋ひ色いろの美しい瞳ひとみに涙の粒が溜たまっていた。





　　　　※






「おどろいたね、あんた女王さまと知り合いだったのか」

　三階の一室で、イオーラが腕を組んで感かん嘆たんの息を吐いた。

　部屋の中にはレオンたち四人と、イオーラがいる。

「でもこんなところでの再会なんてすごい偶然だね」

　偶然ではなく必然なのだが、イオーラにはウィンチェスター文書のことを話していないので、彼女はただ驚くばかりだった。

　そんな中で、レオンは椅子に座ってぐったりしている。

　あのあと謁えつ見けんが強制的に終了してから、抜け殻がらのようになっていた。仲間たちもかける言葉がないようでうなだれている。

「女王さま、レオニダムが討うたれたことが相当にショックだったみたいだね。だけどこっちだってオズワルドを失ってるんだ、お互いさまだろ？　それにレオニダムだって軍人なんだ、戦場で死ぬ覚悟くらいできてたはずさ」

　イオーラが慰めるようにレオンに声をかけた。

「イオーラさんの言う通りよ、女王さまがわたしたちを許せないって言うなら、わたしたちだって女王さまを許せないわ」

　うんうんとうなずきながらシャルロットもイオーラに同調する。

　しかし慰められながらもレオンの気持ちは晴れない。正直、もう少し感動的な再会があるのではないかと期待していたのだ。

　結局はただの独りよがりだったのだが……。

　不意にマリーの怒りに染まる緋色の瞳を思い出し、レオンは盛大なため息を吐いた。

「あんたねえ、いつまでもウジウジしてんじゃないわよ！」

　堪たまらないといった感じでチェルシーが喝かつを入れる。

「だいたいあんたの目的はなに？　女王さまと仲直りすることじゃなくて、無事にザヴァラ王国まで連れていくことでしょ」

「そうだよ。嫌われようと憎まれようと、ぼくたちがやるべきことはたった一つなんだから」

　チェルシーから引き継ぐようにカロンがしゃべる。

「落ち込む気持ちはわかるけど、ねえレオン、今ぼくたちはゼルーツェにいて、女王さまとも合流したんだよ？　これがどういうことかわかるよね」

　意味深に問いかけるカロン。レオンが顔を上げると彼と目が合う。その瞳ひとみは真剣そのものだった。

「最初の襲しゆう撃げきが起こるんだよ、もうすぐ──」

　イオーラに聞こえないように、小声で伝つたえてくる。

　その言葉にレオンも思わず息を呑のむ。

　ウィンチェスター文書によると、ゼルーツェ－マルエン間でガルゼノン王国の摂政派ブリガンテの襲撃を受けるという。裏切り者、オルゴ・ウッドマンとの対決が控えている。

「……そうだよな、こんなところでウジウジしてる暇なんてないよな」

　レオンは本来の目的を思い出す。すると先ほどまでの憂ゆう鬱うつが消え去り、代わりに身体からだ中じゆうを熱いものがみなぎっていく。

　立ち上がり、彼は自身の決意を口にする。

「おれはもう四年前の口だけのクソ野郎じゃない。今度こそ絶対に、マリーを守ってみせる！」
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　ゼルーツェ－マルエン間で起こる、摂政派ブリガンテの襲撃について話しておこう。

　奴やつらが襲ってくるのは、行軍三日目に通ることになるソルネ渓けい谷こくだ。マルエンにいくにはこの渓谷を必ず通らなくてはいけない。さらに、右に森林地帯、左に川の流れる渓谷という襲撃にはもってこいの場所だ。

　しかも連中は森林地帯じゃなく、崖がけに張り付いての待ち伏せで渓谷側から襲ってきた。完璧な奇襲だった。

　とはいえ、この襲撃をお前たちは乗り切ることができる。

　だが、こちら側も手痛い被害を受けることになる。護衛の半数と、ツァイ・ノートン少佐の戦死だ。彼は先頭に立って戦っていたが、複数の上級紋もん章しよう師に襲われて奮ふん戦せんむなしく命を落としてしまった。

　ノートン少佐のような勇猛で、頼りになる軍人を死なせちまった。おれもオルゴ・ウッドマンとの戦闘で余裕がなかった。

　奴はあのとき、自分が内通者であることを明かして襲ってきた。前にも記したが、オルゴがこの襲撃の手引きをしていた。

　オルゴは土系統の上級紋章師で、強力な紋章術を使ってくるが極大技インフイニトは使えない。ただオルゴの格闘技術はかなり高い。くれぐれも油断するな。

　そして敵部隊の数は……百人以上だ。加えて上級紋章師も相当数が混ざっていた。ガルゼノンの摂せつ政しようはここでマリーを仕留める気満々だったようだ。さすがに他国ザヴアラに入られちゃ、お手上げだからな。

　その中でも敵の指揮官は極大技インフイニトまで使える強敵だ。しかしそれが功を奏したと言ってもいい。吸収した極大技を使ったから、あの兵力差を覆くつがえしてマリーを守ることができた。

　だが、この襲しゆう撃げきでマリーを守れたからといって、ここで気を抜かないでほしい。

　本当の戦いはザヴァラ王国に入ってからだ。神しん聖せいアグノリア帝国におもねっているザヴァラ国内のアグノリア派と呼ばれる連中、奴やつらとのバハル砦とりででの攻防戦でマリーは死ぬ。

　そのことを絶対に忘れないでほしい──。


（ウィンチェスター文書より抜粋）
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　翌日、レオンたちは商都ゼルーツェを発たち、ガルゼノン王国の地方都市マルエンへ向かった。

　行程は三日間、隊商キヤラバンというほど大おお袈げ裟さなものではないが、ガルゼノンから十数名、ザヴァラから五名、レオンたちが五名の、行ぎよう商しよう人にんの一団に扮ふんしている。

　ウィンチェスター文書を詳細に読み解くと、敵の襲撃はゼルーツェ－マルエン間の三日目に通過するソルネ渓けい谷こくで起こり、そこでツァイ・ノートン少佐を含む護衛の半数が戦死するとのことである。

　さらに、内通者であるオルゴ・ウッドマンとの決戦の場でもあるという。




　ゼルーツェ出発から三日目、早朝──。

　霧きりのような朝もやの中を、レオンたちの幌ほろ馬車（今まで使っていた荷馬車に幌を装着している）は一行の最後尾を務める。

　現在、彼らはソルネ渓谷の半分ほどを通過していた。進行方向の右手が、鬱うつ蒼そうと木々が生い茂る森林地帯、左手が川の流れる渓谷である。

　森林地帯には道らしい道がないため、渓谷沿いの移動を余よ儀ぎなくされている。

　レオンは御ぎよ者しや台だいのカロンの隣に座りながら、

「今のところ襲撃の気配はないけど、このままマルエンまで無事に到着ってことにはならねえよな？」

　楽観的な物言いとは裏腹に、注意深く渓谷側に意識を集中する。

　ウィンチェスター文書によると、敵は渓谷側から襲ってくるとのことである。いつ攻撃を受けても対応できるように警けい戒かいは怠おこたれない。

「そうなったらすごくいいんだけどね」

　カロンが手た綱づなを手に、首だけをレオンに振り向け、

「マルエンにいくにはこの道を絶対に通らなくちゃいけないし、谷と森に挟まれてて敵にとっては絶好のポイントなんだよね」

「別ルートがありゃ、大回りでもそっちを通るんだけどな」

「でも地図を見る限り、ソルネ渓けい谷こくを迂う回かいしても沼地になってて通れないんだよね」

「底なし沼にでもはまったら洒落しやれになんねえしな……」

　作戦前に、レオンたちは学園の付属図書館でガルゼノン王国の地図を何度も確認しているが、マルエンまでの道のりはソルネ渓谷を除けば、あとは一大湖こ沼しよう地帯となっており、これはもう通行自体が困難なのである。

　頭の中でこの辺りの地図を思い浮かべて、レオンは小さく息を吐く。それから朝食の雑穀パンと干し肉、グミの実をカロンに手渡して二人は黙々と食べた。

　荷台ではチェルシーとシャルロットが、襲しゆう撃げき地点の近くだということもあり、緊張から無言で食事を摂とっている。イオーラは目を閉じているが、隙すきのない雰囲気からおそらく起きているのだろう。

　そのほかには車輪の鈍い音が規則正しく聞こえてくるだけである。

「なあカロン、ゼルーツェでオルゴの野郎を倒しておいたら、未然に襲撃を防げるのかな」

　食事を終え、レオンは口を開いた。

「そういう可能性もあるかもしれないけど、下へ手たをすると文書とは違う展開になって、変なことが起こるかもしれない」

「クソ、もどかしいんだよな。内通者がわかってるのに手を出せないなんて」

　何度も仲間たちと話し合ったことなのだが、レオンたちはゼルーツェ－マルエンでの襲撃に関しては、文書をなぞるように行動することにしている。

　この襲撃を乗り切れることは事前に知っているため、逸いつ脱だつした行動で、文書に書かれていない展開になることは避けたい。文書と現実に齟そ齬ごが生まれれば、未来を知っているという主導権イニシアチブを失いかねない。

　とはいえ、マルエン到着以降の出来事に文書の内容と多少の食い違いが出ても、ツァイを含めた戦死者をできるだけ減らしたいともレオンは考えている。そのためにも、オルゴに手間取らずに勝たなくてはいけないだろう。

「……でもかなり強いらしいし、厄介だよな」

「強敵だと思う。しっかり連携を取って戦おうね、レオン」

　真剣な表情でカロンが言い、

「それと、いい機会だから話しておきたいことがあるんだ」

「おう。どんな話だ？」

「……ゼルーツェでぼくが死んだほうがいいってバカなこと言ったよね？」

　到着初日の夜の、厩きゆう舎しやでのやり取りを思い出す。レオンは黙ってうなずいた。

「あのときのぼくは間違ってた……自分が既に死んでいたっていう文書の記述が怖くて、現実を見たくなかったんだと思う。だけどもう逃げない。前を向くって決めたんだ」

　一度区切り、続ける。

「最善を尽くして、生き残るために戦うって誓う……でもね、それでも戦いだから命を落とすかもしれない。だからもしぼくが戦いの中で死ぬ……」

「ちょっと待てって」

　死ぬという言葉に反応して、カロンの話をレオンは遮っていた。

「結局、前と同じ話じゃねえかよ」

「違うよ──」

　カロンが毅き然ぜんとした態度で否定する。

「ぼくたちが本当の意味で運命を乗り越えるための話をしてるんだ」

「……どういうことだよ」

　カロンの発言の意味を図りかねて、レオンは静かに問う。

「もしも戦いの中でぼくが死んでも、ううん、極端な話、シャルロットもチェルシーも全員死んで、レオンがウィンチェスター教官のように過去に戻れることができたとして、それをレオンの意思で決められるなら……戻らずに、この世界で生きてほしいんだ」

　話の意い図とがつかめず、レオンは顔を強こわ張ばらせて聞いているだけだった。

「唐突な話でごめんね。でもぼくは思うんだ。きっと何回過去に戻っても意味なんてなくて、ただレオンが傷つくだけで、最後には疲れ果てて心が壊れちゃうんだって……そんな目に遭あってほしくない」

「意味がわかんねえよ」

　苛いら立だたしげに、なんとかそれだけを吐き出した。

　しかしカロンが切実な、それでいて決して譲らないという強い瞳ひとみでレオンの目をまっすぐに見つめる。

「レオンにはこの世界こそを大切にしてほしいんだ。悲しみから目をそらさずに生きてほしい。運命を乗り越えるっていうのはきっとそういうことなんじゃないかと思うから」

　諭さとすように、真剣な声色でカロンが答えた。

「さっきからなにをこそこそ話してるんだい？」

　イオーラの声が背を打った。振り返ると彼女の顔が間近に迫っており、いつの間にか二人の後ろに立っていたようだ。

　話を聞かれたかもしれないとレオンは焦るが、彼女の表情からは特に不審がるものはなかった。

　カロンとの気まずい会話が流れたことに内心でホッとしながら、

「そうだ。イオーラさん、ザヴァラ王国のアグノリア派ってどんな奴やつらなんですか？」

　話題をそらしつつ、レオンは自分たちの最終的な敵について聞いてみた。

　思いもよらないことだったのだろう、イオーラが二、三度まばたきをする。

「……ザヴァラうちの内情についてよく勉強してるね」

　フッと息をつき、

「うちは小国だからね、大国アグノリアの庇ひ護ごを受けられるんなら属国になっても構わないって考えてる奴やつらがいる──それがノスボルレ侯こう爵しやくって貴族を中心としたアグノリア派なんだ。国王でさえビビッてる過激な連中さ」

　文書にも、ザヴァラの王さまが彼らを恐れてマリー討とう伐ばつの勅ちよく命めいを出したと記してある。

「ほかに行き先がないからって、そんな危険な国にマリーを連れていっても本当に大丈夫なのかな？」

　どこもかしこも敵だらけというマリーの境きよう遇ぐうに胸が痛んだ。

「それに関しちゃ心配いらないよ。うちのエルク王子は連中とは対立してるんだ。血縁であるマリーディアさまのことも、実の妹のように案じているしね」

　イオーラがこちらを安心させるように笑えんでみせる。それと同時だった。馬のいななきと共に、前を進む馬車が慌ただしくとまったのだ。

　前方の馬車にぶつからないようにカロンが手た綱づなを強く引き、それにより馬車馬が激しい動作で前足を持ち上げる。慣性の力でレオンたちは前のめりに倒れそうになる。

「きやがったか！」

　襲しゆう撃げきを確信して、レオンは即座に身体からだを起こすと渓けい谷こくへと視線を移す。百人の武装兵が崖がけを這はい上がってくる……かと思いきや、そちら側にはなんの異変もない。

「そっちじゃない！　レオン、こっち側だよ！」

　カロンの切羽詰まった声にレオンが振り向いた瞬間、鬱うつ蒼そうと茂る森林地帯から無数の矢が放物線を描いて降り注ぐ。

　途と端たん、レオンは後ろ襟えりを引っ張られて荷台へと尻しり餅もちをついた。隣ではカロンも同様に転げている。

「あんたたちケガはないかい」

　レオンの視線の先にイオーラの心配した顔があり、さらにその先に、いくつもの矢じりが幌ほろを突き破っているのが見えた。

　どうやら彼女が自分たちを引っ張って、弓矢の射撃から守ってくれたようだ。

「ちょ、ちょっと、襲撃の方向が文書とは逆なんじゃないの」

　シャルロットが緊張で声を震わせながらも、イオーラを意識して小声でレオンに問いかける。

「ああ。谷から来るはずなのに……おれにもわかんねえ」

　若じやつ干かん焦りぎみにレオンが答えたとき、前の馬車の幌がめくれた。そしてオルゴが飛び出してきた。

「敵襲だ！」

　オルゴは険のある表情を向けて言い放つと、そのままマリーの乗る馬車へと駆けていく。触発されるようにイオーラも外に出ようとする。

「わたしたちが戦うから、あんたたちはそこで自分の身を守るんだ」

「そんなわけにいくかよ！」

　レオンはオルゴの姿を目まの当たりにして、ほとんど無意識に荷台から御ぎよ者しや台だいに移ると馬車を飛び降りる。襲しゆう撃げき場所の違いを疑問に思うより先に、内通者オルゴを追いかけてマリーのもとに急いだ。

　マリーのいる馬車へ到着する。今まさにオルゴが中に入ろうとするところだった。

「させるか!!」

　腰の短剣を引き抜き、レオンは順手に握り直して突き刺そうとする。刹せつ那な、彼の殺気に気づいたのかオルゴが振り返り、紙一重でその一撃をかわした。

「……なんのつもりだ」

　低い声でオルゴがレオンを見据える。

「なんのつもりだと？　真っ先にマリーを殺しにいこうとしといてよく言うぜ」

　オルゴがかすかに眉まゆをしかめ、

「おれは陛へい下かをお守りするのだ」

「舐なめるなよ、クソ野郎!!」

　半はん身みに構え、レオンは短剣の切っ先をオルゴの正中線上に向ける。

「陛下に仇あだなすのなら容赦はしない。天てん壌じようの紋もん章しよう──」

　元素紋・天壌の紋章──土系統の上級紋章である。〈金属練成〉により、オルゴの手元が光り輝く。形成されたのは〈鞭むち〉、それも先端に刃やいばが備わった〈ウィップダガー〉と呼ばれる殺さつ傷しように特化した鞭である。

「本性を現したな。一気にケリをつける」

　先手必勝とばかりにレオンは地を蹴けろうとする。瞬間、二人の間にイオーラが割って入ってきた。

「仲間同士でなにやってんだ！　周りを見てみな」

　イオーラがレオンとオルゴを一いつ喝かつする。

　そこでレオンはハッとして周囲を見渡す。武装した敵兵が森の中から次々と出てきて、こちらを取り囲もうとしている。

「盗賊……じゃないね、構え方が洗練されてるし、こっちを逃がさないような絶妙な陣取りだ。数はざっと四、五十人、わたしたちの倍はいる」

「四、五十人……？」

　ウィンチェスター文書には百人以上の集団と書かれていたのだが、レオンも目視して、敵兵の数がイオーラの言う通りだと確認する。

　森の中にまだ隠れているのだろうかと、レオンは息を飲んだ。

　そのとき──洋弓銃クロスボウを構えた男がレオンに向けて引き金を引いた。ヒュンという風切り音と共に矢が飛んでくる。

「燃えろ！　火球フイアンマ」

　子供の頭ほどの火球が矢を撃うち落とす。

「レオン！　ひとりじゃ危険だよ」

　カロンが駆けてくる。彼の紋もん章しよう術が洋弓銃の矢を落としてくれたようだ。

「ちょっと、なに先走ってんのよ！」

　本気で心配したという声を出すチェルシー。彼女とシャルロットも、カロンの後ろからついてきていた。

「全員来ちまったのか。ガキにはあまり無む茶ちやさせたくなかったのに」

　イオーラが苦々しくつぶやくのと同時に、

「摂政派ブリガンテめ、まさか嗅かぎ付けてくるとは」

　前の馬車からツァイ・ノートンも駆けてきた。

「ノートン少佐、ここはわたしたちで守りますから、兵を率いて戦ってもらえますか？　オルゴ！　あんたはノートン少佐を援護しな」

　的確な指示を出すイオーラ。しかしツァイが顔を歪ゆがめてそれを拒否する。

「おれは王国臣民として、陛へい下かの御お側そばを離れるわけにはいかないのだ」

　彼の立場なら当然の言い分だろうと、レオンは納得する。

「だったらおれが戦う。これでも実戦経験はあるんだ」

　止められる前に、レオンは自分の意思を告げる。

「ダメだ。あんたはまだ学生だし、なにかあったらオズワルドに申し訳が立たない」

　案の定イオーラが首を横に振った。だが、レオンとしても折れるつもりはない。

「教官は今のおれの年で大戦末期を戦ってたんだろ。だったらおれだってこの程度で尻しり込ごみなんてできない」

　そのときだった。幌ほろがめくれて、マリーが上半身を出した。

「ノートン少佐、戦況はどうなっていますか？」

　慌ててツァイがマリーの前に駆け寄る。

「陛下！　身を乗り出しては危のうございます」

　忠告と同時に、敵兵が再び洋弓銃から矢を放った。それはひどく正確にマリーの胸に向かって飛んでくる。

　レオンとマリーの距離は数歩程度のものだが、短剣で器用に防いでいる時間はない。紋章術を使うにも、Ｙヨグの紋もん章しようにはなんの術も溜ためられていない。

　ドクンとレオンの心臓が跳ねた。

　彼は突っ込むようにマリーの正面に飛び出る。

「あぁああああああああああああああっ!!」

　瞬間的な判断で、彼女の胸の前に自身の左腕を突き出す。計ったように矢がレオンの上腕に突き刺さった。

　腕が吹き飛びそうな衝撃と、脳天を貫つらぬくような激痛が走り、レオンは一瞬膝ひざをつきそうになったがなんとかその場に踏みとどまる。

「レオン……!?」

　マリーが顔を真っ青にしてこちらを凝ぎよう視しする。しかしレオンは自分の口元が笑えみでほころんでいくのを感じる。

「……名前」

「え？」

「名前で呼んでくれた……」

　カーターさんではなく、昔のようにレオンと呼んでくれたことがうれしいのだ。

「大丈夫かい！」

　イオーラがレオンを守るようにそばに来て、矢の刺さった左腕をサッと見る。

「わたしの紋章ですぐに治してやる。でもこれでわかっただろ？　死にたくなかったら、あんたたちはおとなしくしてな」

「……危ないことくらいわかってます」

　レオンの脳裏にオズワルドの最さい期ごがよぎる。そして彼は腕に刺さった矢を握った。

「それでもおれは戦うって決めたんだ。守られるためにいるんじゃない──マリーを守るためにここまで来た！」

　一息に矢を引き抜く。無理やり抜くことで矢じりが傷口を余計にえぐって、耐え難がたい痛みに気を失いそうになった。

　それでもレオンは歯を食いしばり、イオーラをまっすぐに見つめる。

「おれは戦います。イオーラさんが止めても」

　そんなレオンをイオーラが目を見開き、まじまじと見る。

「一瞬、オズワルドかと思った……」

　そう言うと諦あきらめたようにため息をついた。しかし彼女は頼もしそうに目を細める。

「わかった。止めない。でも傷の治療はさせてくれないかい？」

「いえ。おれの紋章は傷も治してくれますから」

　腕の痛みは緩かん和わされている。Ｙの紋章の治ち癒ゆ能力により、すでに回復が始まっているのだ。

「あんたの紋もん章しよう、オズワルドと同じなんだってレオリア王女が言ってたね」

　思い出したようにイオーラがつぶやいた。

「オルゴ、わたしがマリーディアさまを守るから、あんたは他の護衛と一緒に敵の排除を頼む。それからレオンのことも見てやってくれ」

　チラリと彼女がオルゴに目配せする。

「了解した。小僧、遅れるなよ」

　言うや、オルゴが敵兵に向けて飛び出していく。

「わざとらしく仲間面しやがって」

　口の中だけでつぶやき、レオンも短剣を逆手に握り直す。オルゴが敵陣へ突っ込んだのはおそらく演技なのだろうが、マリーから引き離せたのは都合がいい。

　レオンも敵陣へ突入しようとして、

「……レオン」

　背後から呼ばれてレオンは振り返る。チェルシーと目が合った。

　彼女が心配そうな顔で口を開く。

「いい？　あんたの主あるじはあたしなんだからね……無事に帰ってきなさいよ」

「もちろんだ。ちょっくらいってくる」

　わずかにチェルシーに笑えんで、レオンは敵に向かっていく。

　敵兵の装備はまちまちで、剣を装備している者から片手斧ハンドアツクスや鎚鉾メイスを振りかざしている者もいる。身に着けているのはせいぜい皮鎧レザーアーマーくらいのもので、鉄板鎧プレートアーマーなどの重装備で身を固めている者はいない。

「楽勝だ！」

　手近な敵兵の懐に潜り込み、短剣の柄えであごを突き上げる。敵の身体からだがのけぞった。すかさずレオンは跳び上がり、身体を反転させるとかかとを敵のこめかみに叩たたきつけた。

　どうと敵兵が倒れ、昏こん倒とうする。

「よっしゃ！」

　順調に敵を撃破して、レオンは悠ゆう然ぜんと着地しようとする。

「しぶけ！　水槍撃レジエロ・ステイツラ」

　着地のタイミングを狙ねらわれ、水の長槍パイクが射出されレオンの胸部を貫つらぬこうとする。が、すぐに長槍は光の粒に変じてＹヨグの紋章に吸収されていった。

「やっと紋章術が手に入ったぜ」

　喜びを表すようにレオンは小さく腕を引く。

　Ｙの紋章は殺意のある紋章術しか吸収できない。ゆえに、ここまでの道のりで紋章術を溜ためておくことができなかった。

「吸収だと……？」

　紋もん章しよう術の吸収が衝撃的だったようで、水系の敵紋章師が動揺する。

　その隙すきを逃さず、レオンは敵に向かって踏み込んだ。

「撃うち抜け！　乱水弾レジエロ・グランデイネ」

　恐怖心からか、敵が再び発動句を詠えい唱しようする。

　小石ほどの水の塊かたまりが散弾のようにばら撒まかれる。しかしこれもレオンが被弾する前にＹヨグの紋章に吸い込まれていった。

「おれに紋章術は通用しねえ。しぶけ！　水槍撃レジエロ・ステイツラ」

　レオンは発動句を唱える。水の長槍パイクが顕けん現げん──目の前の敵紋章師を貫つらぬいた。敵が愕がく然ぜんとした表情で二、三度まばたきをすると、ゆっくりと前のめりに倒れた。

「よし、いける──」

　手ごたえを感じてレオンは少しだけ気が緩む。

　と、片手斧ハンドアツクスを持った敵兵が素早く進み出て、斧おのをレオンの脇わき腹ばらへと振り抜こうとする。突然のことで、レオンはわずかに身をよじることしかできない。

　斧の刃やいばが鈍くきらめいた刹せつ那な──。

「打ち払え！　真空鞭レジエロ・ソツドヴオート」

　大気がうねり、黄緑色に光る巨大な真空波が片手斧ごと敵兵をなぎ倒した。誰かが紋章術で助けてくれたようだとレオンは周りをうかがう。

「多人数相手に気を抜くな。攻撃と同時に防御を意識しろ」

　低い声がレオンの耳じ朶だを打つ。

　オルゴがウィップダガーで敵をけん制しながら、レオンの無事を確認するように視線を向けている。

　──おれを助けたのか、内通者オルゴが？　襲撃者なかまを攻撃してまで？

　レオンは愕然としてオルゴを見つめる。彼の行動原理が理解できない。こちらを欺あざむくために襲しゆう撃げき者を攻撃したのだとしても、マリーを殺せば作戦終了となるこの段階では、はなはだ不合理な行動だ。

「目の前の敵に集中しろ。隙を見せるな」

　低いがよく響く声でオルゴがレオンをたしなめる。

「んなことわかってる！」

　レオンは混乱しそうになる頭をなんとか落ち着かせ、目の前の敵兵を睨にらみつける。槍やりを装備した連中がこちらへの攻撃のタイミングを計っている。

　二度もへまはできないと、レオンも慎重になる。なんとか敵の隙をついて一気に攻めたいと考える。

「射させ！　黒炎破裂レジエロ・フイアンマ＝ネロ」

　後方からカロンが発動句を唱える声が聞こえた。

　同時にレオンの眼前で黒い光が弾はじける。敵たちの身体からだをドロドロとしたものが絡みついたかと思うと、それは黒色の炎ほのおと化して激しく彼らを燃やしていった。

「援護が遅れてごめんね！　背中はぼくに任せて」

「おう！　頼んだぜ!!」

　心強い相棒バデイの存在に、身体の奥底から力がみなぎってくる。一度呼吸を整えると、レオンは次の敵へ相あい対たいした。





　　　　※






　馬車の陰から前線に出たものの、シャルロットは目の前の乱戦に身がすくんでいた。

　レオンとカロンの息の合った連携を目まの当たりにして、置いていかれたような焦しよう燥そう感から前に出すぎてしまった。

　──わたしだって戦える。弱気になるな！

　自分を叱しつ責せきすることで心を奮ふるい立たそうとする。

　背後でイオーラが「待て！」と引き留めるが、彼女は長剣ナイトソードを顕けん現げんさせて戦う意思を示す。恐怖で戦えないなどという事実は認めたくない。

　そんなシャルロットの前に鎚鉾メイスを手にした巨漢が立ちふさがった。

　──大丈夫、大丈夫！　怖くなんてない。

　あの手合いは武器を力任せにふるうだけで剣技などという上等な戦い方はできない。対してこちらは剣の鍛錬を怠おこたらず、加えて紋もん章しよう術まで使えるのだ。

　敵が鎚鉾を派手に振り上げる。

　あんな大振りなど当たるわけないと、シャルロットの口から自然と笑えみがこぼれる。敵の攻撃の軌道を見切り、先ほどまでの恐怖心がぬぐわれていくのを感じる。

　鎚鉾が振り下ろされる前に、喉のどに刺し突とつ、一度身を引いてとどめの紋章術で完全撃破──彼女は完璧なイメージを構築する。

　訓練の成果を見せるべく一歩を踏む……イメージ上ではすでに刺突が鮮やかに決まっているのだが、現実にはシャルロットの身体は石のようになって動かない。

「……訓練と全然違う」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた瞬間、右腕がもぎ取られるような衝撃がシャルロットを襲った。ついで灼しやく熱ねつを思わせるような激痛が全身を走り、尻しり餅もちをつくようにその場に倒れた。

　右腕を見る──肘ひじから先がまったく動かず、明らかに折れているのがわかる。

「ひぃっ……！」

　引き潰つぶれた悲鳴をあげながら、シャルロットは敵に視線を向ける。

　大男がニヤニヤしながら鎚鉾を大上段に振りかぶり、彼女の頭部へ振り下ろす。

　──怖い！

　シャルロットは泣いているような、あるいは笑っているような痙けい攣れんした顔で、鎚鉾メイスの軌道を見つめる。

「焼き切れ！　火輪遊戯レジエロ・ルオータ」

　巨大な炎ほのおの戦輪チヤクラムが撃うち出されて、回転しながら大男を切り裂く。大男が後ろ倒しに倒れた。

「シャルロット!!」

「わたしが運ぶ！　カロンは引き続き援護を頼む」

　カロンとイオーラが身を低くしてシャルロットの背後まで駆けよる。そしてイオーラが素早くシャルロットの両脇に腕を入れ、地べたを引きずっていく。

　右腕の痛みにシャルロットは短い悲鳴を上げる。

「傷に障さわるだろうけど我慢しな。すぐに治療してやるから……それにしてもこいつら、ところどころガルゼノンの正規兵の装備をしてるね」

　イオーラのつぶやきに、シャルロットは痛みに悶もだえながら「摂政派ブリガンテの襲しゆう撃げきなんだから当たり前なんじゃないの？」と思った。

　それから彼女が、敵を警けい戒かいするようについてくるカロンにも声をかける。

「あんたはなかなかできるね。レオンの援護だけじゃなくて、全体に気を配ってる」

「がむしゃらなだけです」

　そんな会話を聞きながら、シャルロットは馬車の陰まで運ばれた。

「もう大丈夫だ。聖女の紋もん章しよう──」

　イオーラの右手の甲が光り輝く。意識が朦もう朧ろうとする中で、姉さんと同じ紋章だとシャルロットはその輝きを見ていた。

「満ちよ！　治癒泉レジエロ・クラテイーヴオ」

　発動句を唱え、癒いやしの紋章術を行使──シャルロットの患かん部ぶを乳にゆう白はく色しよくの光が包み込んでいく。ぬるま湯に浸しているような温かな感覚と共に、痛みが和やわらいでいった。

「新兵はだいたい身体からだがついていかないんだ。後方支援に徹てつしてな」

　教え子を諭さとすような、優しい声こわ音ねでイオーラが言葉をかける。

「イオーラさん、シャルロットをお願いします。ぼくはレオンのところにいってきます」

　カロンが、シャルロットの無事を確認して前線に戻ろうとする。

「無む茶ちやするんじゃないよ。あんたみたいなできる奴やつは死にやすいんだ」

「じゃあ大丈夫です。ぼくなんて全然ですから」

　そう答えるや、カロンがレオンのもとに駆けていった。

　その一連のやり取りに、シャルロットは自身への失望感にうなだれる。そして彼女は胸中で絶望を吐き出した。

　──わたしは足手まといだ……。





　　　　※






　敵の数はこちらの倍以上いたが、ウィンチェスター文書に記されていたような百人以上の集団ではなく、懸け念ねんしていた伏兵も存在せず、徐々にレオンたちは優勢になっていった。

　加えて、敵の紋もん章しよう師も少数だった。

　レオンは渓けい谷こくで敵指揮官とおぼしき上級紋章師と相あい対たいする。敵は雷系統の紋章師で全身を帯電させ、得物として騎兵刀サーベルを握っている。

「迸ほとばしれ！　電撃鏃レジエロ・フルミネ」

　先ほどレオンが、水系の紋章師から術を吸収したことを知らないようで、敵が発動句の詠えい唱しようをする。十本以上の、青白く輝く雷の矢が顕けん現げん──その全すべてが、まるで光線が走るように、青白い尾を引いてレオンを射抜こうと発射される。

　しかしレオンは余裕の笑えみを浮かべ、右腕を掲かかげる。

「レジェロ級、いただきだ！」

　光線と見まがうばかりの雷の矢が、まるでお茶に入れた角砂糖が溶けるように崩れ、レオンの右手の甲──Ｙヨグの紋章へと吸収されていく。

　敵はなにが起こったのか理解できないようで動きをとめている。

　その隙すきを見逃さず、一気に彼ひ我がの距離を詰める。

　慌てた敵が騎兵刀で刺し突とつを繰り出す。が、レオンは抜ばつ群ぐんの動体視力と反射神経により薄皮一枚でかわすと、左拳こぶしをフックぎみに敵の顔面に叩たたきつける。

　顔面の殴打により敵が棒立ちになる。

　レオンは上体を寝かせると相手のあごを足刀で突き上げる。敵が二、三メートル後方へ吹き飛んだ。

「……上級紋章師っつってもこの程度か。ヴァンデッドとは大違いだぜ」

　あまりの呆あつ気けなさにレオンは逆に眉まゆ根ねを寄せていた。そして同時にかつての眼がん帯たいの強敵を思い出す。

「轟とどろ、け……！　汝、倶に天を戴かずグランデ・ランポ」

　と、敵が立ち上がり、喘あえぐように発動句を唱えた。レオンの頭上に、紫色の電流がほとばしる魔法陣が展開される。

　轟ごう音おんと共に、魔法陣から巨大な雷が落ちるが、その落雷もＹの紋章に吸収されていった。

「中途半端なことしてねえで、極大技インフイニトでも使ってこいよ！」

　挑発をすると、敵紋章師が騎兵刀をがむしゃらに振り回して向かってくる。剣技などという洗練されたものではなく、まるで逆上した子どものようなめちゃくちゃな攻撃だ。

　そんな雑なものを食らうわけもなく、レオンは渓けい谷こくのふちで、絶妙な体たい捌さばきですべての斬ざん撃げきをよける。

　それでも敵の攻撃の手はやまず、そこでレオンの頭によぎるものがあった。

「もしかして極大技インフイニトが使えねえのか？」

　相手を侮あなどって言ったわけではない。文書には、敵の指揮官は極大技を使えると書いてあったので、敵が余力を残していると思ったのだ。

「う、うるさいっ！」

　図星だったようだ。劣等感をおもいきり刺激してしまった。

　敵が、屈辱に顔を真っ赤にさせて騎兵刀サーベルを大上段に振り上げる。

　しかし、それが振り下ろされるより早く、レオンは右腕を突き出して発動句の詠えい唱しようをする。

「撃うち抜け！　乱水弾レジエロ・グランデイネ」

　水の散弾が至近距離で敵の全身を穿うがった。鮮血が大量に吹き出し、敵は悲鳴のような叫びを上げる。そしてふらつくように二、三歩後退するが、そこにはもう地面はなく、そのまま谷底へ落ちていった。

　落ちていく敵に顔をしかめながら、

「……呆あつ気けない」

　レオンはつぶやいた。さらに彼の脳裏に疑問が浮かんできた。

「あいつ、どうして極大技が使えなかったんだ？　敵の数も少なかったし」

　敵指揮官が極大技を使えること、襲しゆう撃げき者の数が百人以上いることは何度もウィンチェスター文書で確認している。しかし現実は文書と違う展開になっていた。

　谷底に視線を向けたままレオンは再びつぶやく。

「襲撃を防げたってのに、全然未来を変えられた気がしねえ……」




　戦闘はレオンたちの勝利で幕を下ろした。

　敵の何人かを生け捕りにしたが、気を抜いた隙すきに全員が自害してしまった。また、こちらも三人の戦死者を出したが、ツァイ・ノートン少佐は無事だった。そしてオルゴ・ウッドマンも……。

　敵が倍以上の戦力だったにもかかわらず、驚くほど自軍の被害が少なかったのは、やはり敵側の紋もん章しよう師が少なかったからだろう。

　ほとんど完璧に襲撃を乗り切ったと言っても過か言ごんではない。

「レオン、無事でよかった……」

　カロンが焦しよう燥そう感を顔に滲にじませながらレオンのもとに歩み、

「この襲撃、なにかおかしいよ。襲ってくる場所とか敵の数とか、それに……」

　チラリとカロンが、自分たちから離れたところで休んでいるオルゴに視線を送る。

　レオンも目顔でうなずく。

「ああ。オルゴがおれたちを襲わなかった」

「オルゴ……さんは、ぼくたちの味方なのかな？」

　不安と希望の混ざった声こわ音ねでカロンが訊きいてくる。

「そんなわけねえだろ。あいつが敵じゃねえなら、誰が襲しゆう撃げきの手引きをしたんだよ。なにか理由があって、今はおれたちの味方のふりをしてるだけだ」

　言ってみたものの、レオンも自信がない。これからの戦いに向けて、漠然とした不安が募っていく。

「少しだけならまだしも、どうしてこんなにも多くの食い違いが起こるんだろう」

　カロンがウィンチェスター文書の齟そ齬ごについてポツリとつぶやいた。






　　　第三章　運命の分岐点ターニングポイント






１




　マルエンは地方都市というだけあってのんびりとした町だった。

　華やかな街並みではないが、町を囲む都市城壁は高く、歩道の石いし畳だたみや煉れん瓦が造りの建物も朽ちたところはない。公共のトイレや炊事場も清潔感がある。

　レオンたちは町に入場して、味方の戦死者を教会に運んだ。それから、亡命作戦開始前から貸し切りで押さえてあったという質素な宿屋に入った。

　あとはこの街で、ザヴァラへの受け入れのための最終確認の使者を待ち、使者が到着し次第、ザヴァラ国境へ向けて出発する。

　マルエン－ザヴァラ国境は三日ほどの行程になり、さらに二日かけてノットバレーの町に到着すれば作戦終了である。

　しかしウィンチェスター文書によると、ノットバレーには入れず、アグノリア派の急きゆう襲しゆうによりバハル砦とりででマリーは死ぬと書かれている──。





　　　　※






　翌朝。

　早朝におこなわれた作戦会議でとんでもないことが発覚した。

　オルゴが昨夜のうちに姿をくらませたのである。それについて彼の直属の上官であるイオーラが皆の前で事情を説明した。




『オルゴ・ウッドマン中尉は先の襲しゆう撃げきで心身を病み、当該任務を放ほう棄き、部隊より脱走した──』




　苦く渋じゆうの表情で語るそれは明らかに苦し紛まぎれの言い訳だった。行方ゆくえをくらませたタイミングがタイミングだけに、誰の目から見てもオルゴが襲撃の手引きをしたのは一目瞭りよう然ぜんであり、逮捕を恐れて逃走を図ったことは容易に想像できた。

　事実、ガルゼノン側からは痛烈な批判があり、イオーラも、予想外のことで自分たちも戸惑っている旨むねを釈明するばかりだった。

　内通者が自ら消えてくれたことはありがたいことだったが、レオンは釈然としないものを感じていた。

「なんかしっくりとこねえ」

　割り当てられた部屋で、椅子に座りながらレオンは蒼あお髪がみをガリガリとかき、

「オルゴは本当に敵だったのか？　殺されそうになるどころか、おれはあいつに助けられた」

「オルゴさんについてもそうなんだけど、それ以外にもおかしな点があった……」

　カロンが腕組みをして、レオンの疑問に相あい槌づちを打つ。

　ちなみに現在この部屋にいるのは、レオンとカロン、シャルロットの三人である。チェルシーは気分がすぐれないらしく、今朝の作戦会議にも欠席している。

「襲しゆう撃げきの位置、人数、紋もん章しよう師の数──ぼくたちがあの文書で知った情報と、いろいろ違いが目についたよね？」

「ああ。無視するにはちょっと気持ち悪い食い違いだ」

　頭の中でレオンは正誤表を作ってみる。

　渓けい谷こく側からの襲撃が、実際には森林側からの襲撃──。

　百人以上と書かれた襲撃者が、蓋ふたを開ければ四、五十人と半数以下──。

　かなりの数が混ざっているはずの紋章師も、結局は上級、初級を合わせて数えるほど──加えて、敵指揮官は極大技インフイニトを使えなかったのだ。

　これらのことを考えると、許容できる範囲の誤差とは言えないだろう。

「なんでこんなことになっちまってるんだろうな。シャルロットはどう思う？」

　レオンはシャルロットに視線を向けて話を振る。

「う、うん。襲撃者は撃退できたんだから別に問題ないと思う。オルゴ・ウッドマンにしても、逃げたのはやっぱり彼が内通者だったってことなんじゃない？」

　顔を上げ、シャルロットが曖あい昧まいな、鬱うつっぽい笑えみをみせる。

　彼女の憂ゆう鬱うつの原因は、どうやら昨日の襲撃によるものらしい。

　カロンから聞いたのだが、シャルロットは敵の攻撃を受けて危ないところだったという。幸い、カロンの援護とイオーラの紋章術の治ち癒ゆで事なきを得たが、一歩間違っていたら……、ということなのだ。

　その話を聞いたとき、レオンは背筋が凍りつく思いだった。てっきりシャルロットは後方支援をしているものだと思い込み、自分は前線で戦うことに夢中になっていたのだ。

　結果として無事だったからよかったものの、万が一、シャルロットの身に危険があったらと考えると、目の前がスッと暗くなる。

　今回はマリーを守るのが目的だが、だからといって仲間シヤルロツトが死んでしまってはなんの意味もない。

　オズワルドが死んで以来、もう仲間を失うことは絶対に嫌いやなのだ。

　もっと大局を意識した戦い方をしなくてはいけないと、レオンは反省する。

「……強くなりてえ」

　自身の力不足を痛感しながら、おもわず口からこぼれ落ちていた。

　ただ、それとは別にシャルロットを元気づけるべきかと考えたが、今はそっとしておくことにした。安っぽい励ましの言葉を掛ければ、逆にプライドを傷つけてしまうのではないかと危き惧ぐしたのだ。

　今は彼女の心の傷が自然に癒いえるのを待とうと思った。

　と、カロンが表情を引き締めて口を開いた。

「でも、今一番に考えなくちゃいけないのは、これからの戦いだよね？」

　彼が、レオンとシャルロットの顔を交互に見ながら、

「文書の通りに進めば、バハル砦とりででマリーさんは殺されるんだから」

「ノットバレーの町に入れねえんだよな。そのあと、ザヴァラ王国のアグノリア派に襲われてバハル砦に逃げ込むことになる……」




　ザヴァラの王さまは奴やつらを恐れてマリー討とう伐ばつの勅ちよく命めいまで出しやがった。結果、ノットバレーに着いたものの町の中には入れず、アグノリア派に急きゆう襲しゆうされ、おれたちはバハル砦という廃砦に立て籠もって……。

　あのとき、マリーの親戚で、亡命に賛成の立場だったザヴァラのエルク王子がノットバレーに来ていてくれたら保護してもらえたのに。

　なんとしてもバハル砦に行くような事態は避けるんだ。




　文書の内容やイオーラの話では、国王は日和ひより見みらしいが、エルク王子はマリーの身を案じているとのことである。

　その対策として、学園で文書の内容を話し合っていたときからレオンたちが考えているのが、エルク王子に連絡を取り、ノットバレーに来てもらおうというものだった。

　方法はマリーの親しん書しよをエルク王子に送る。

　当然のことだが、レオンたちの名前で通信文を送ってもまともに取り合ってもらえる可能性は低い。家臣イオーラ名義でも一国の王子を動かせるかは微妙なところだ。

　しかしマリーの署名入りなら、まず間違いなく王子を動かすことができる。

「前々から考えてた通り、マリーにエルク王子宛の手紙を書いてもらおう」

「うん。アシナシを使えばすぐに届くからね」

「とはいえ、どうやってマリーに頼むかだよな」

　ウィンチェスター文書を秘密にしている以上、手紙を書いてもらう理由を別に考えなくてはいけない。そのうえ、彼女はレオンのことをレオニダムの仇かたきとみているのだ。

「そうだよね……ところでチェルシー、まだ起きてこないけど大丈夫かな」

　話題を変え、今朝からずっと部屋に籠っているチェルシーをカロンが心配する。

「疲れが溜たまってるだけだと思うけど、ちょっと見にいってくる」

　レオンは立ち上がり部屋から出る。カロンとシャルロットもついてきた。三人は隣の部屋の前でノックをする。

　返事がない。再度ノックをするが、やはり反応はなかった。

　彼女がバネー砦とりでで誘ゆう拐かいされたときのことを思い出して、レオンは妙に胸が騒いだ。

「チェルシー！　大丈夫か？　開けるぞ」

　ドアノブに手をかけると、鍵かぎは掛かっておらず簡単に扉は開いた。

「チェルシー!!」

　もう一度彼女の名前を呼び、三人は室内に入った。

　嫌いやな予感がしたが、それは杞き憂ゆうで、チェルシーはベッドに横になっていた。

「……なんだよ、いるんならいるって」

「ちょっと待って、この子すごくうなされてる」

　レオンの言葉を遮ってシャルロットがベッドへ歩み寄った。

「熱があるわ。汗もすごい」

　チェルシーの額に手を当てるシャルロット。

　レオンもベッドまで歩む。チェルシーが顔をリンゴのように赤くして眠っていた。苦しいのか荒い呼吸をしている。

「ぼく、イオーラさんを呼んでくるね」

　状況を察してカロンが部屋を出ていった。

「……もっとしっかり見てなくちゃいけなかった」

　先ほど、仲間シヤルロツトが死んでしまったらなんの意味もないと考えておきながら、体調のすぐれないチェルシーを気にかけることをおろそかにしていたのだ。

　レオンは彼女を見下ろしたまま立ち尽くしていた。




　イオーラ曰いわく、疲労による発熱で、安静にしていれば問題ないとのことだった。

　紋もん章しよう術で治療してほしいとレオンは頼んだが、治ち癒ゆ紋の紋章術は外傷には効果があるが、風邪のような内傷にはほとんど効かないと言われた。

　当のチェルシーはかなり辛つらいらしく、いつもの食しよく欲よく旺おう盛せいさは欠片かけらもなく食事にもほとんど口をつけなかった。

「市いち場ばまでいって、チェルシーでも食べられそうなものを買ってくる」

　昼食後、レオンは買い出しにいくことを告げた。

　ザヴァラ王国から受け入れの使者が来るまでは〈待機〉の状態なのだが、一室に籠っていなくてはいけないというわけではない。

　チェルシーの看病をカロンたちに任せて、レオンは部屋を出た。

　この宿屋はマルエンの北端にあり、市いち場ばは町のほぼ中央にあるらしい。宿屋の主人の話によると、町の南北を走る大通りに出れば、その通り沿いに露店を含めたさまざまな商店があるとのことだ。

「寒いな……」

　宿屋の軒先で、レオンは肩を抱くようにしてぶるりと身震いする。

　現在は夏なのだが、大陸北方に位置するガルゼノン王国はこの季節でも涼しい。暑さを感じるのは真夏の数日くらいだと言われている。

「……レオン？」

　いきなり背後から名前を呼ばれた。振り返る。髪覆いギンプをつけた町娘……に扮ふんしたマリーが立っていた。

「マリー……」

　レオンも彼女の名前を呼び、まじまじと見つめていた。

　美しいブロンドの髪は髪覆いで隠され、着ているものも絹製の高級品だが華か美びなものではない。パッと見は町娘の装束だが、なんというか不可視のオーラみたいなものが出ており、独特の存在感を醸かもしている。

「どうしたんだ、そんな恰かつ好こうで」













　面と向かうのは先の襲しゆう撃げき以来なので、レオンは緊張でうまくしゃべれない。そんな彼の顔をマリーが緋ひ色いろの瞳ひとみで見上げる。

「教会にいきたいのです」

「教会？」

　オウム返しに聞き返すと、マリーは小さくうなずく。

「襲撃で亡なくなった護衛官たちの冥めい福ふくを祈りたいのです。ノートン少佐は絶対にダメだと部屋から出してくれなくて……」

「そりゃ、なにかあったら大変だからな」

　襲撃のあとだけに、ツァイ・ノートンがマリーを部屋から出さないのは理解できる。街中で襲われることにでもなれば目も当てられないだろう。

　マリーが悲しげに目を伏せ、

「それでもわたくしは彼らに祈りを捧ささげたいのです……こっそり抜け出してしまい、わがままだとは理解しています」

　消え入りそうな声で答えた。

　そんな彼女が切なくて、その誠実な思いを叶かなえたいとレオンは思った。

「それじゃあさ、おれがマリーの護衛ってことで教会まで付き添うよ。ダメかな？」

　自分は彼女の仇かたきである──レオンは断られるのを覚悟で訊きいていた。

　いや、断られてもマリーを一人にするわけにはいかない。どれだけ嫌われようとも自分が守らなくてはと、レオンは決意する。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆん。心を決めるように、マリーが形のいい唇を開く。

「お願いします。わたくしを教会まで連れていってください」

　一国の女王とは思えない、謙けん虚きよな言葉でもってマリーが頭を下げた。

　しかしレオンとしては、その丁寧な振る舞いが憂ゆう鬱うつだった。いっそ居い丈たけ高だかに命令してくれた方が楽だった。

「そうだ。教会の前に、市いち場ばにも寄ってくけどいいかな。仲間が熱を出して食欲がなくてさ、果物とチョコレートを買おうと思って」

「チョコレート、ですか？　病人に……」

　怪け訝げんそうな顔をするマリー。レオンはその様子に苦笑する。

「構いませんよ。今のわたくしは部屋で寝ていることになっているので、長めに外に出ていても平気です」

　レオンはうなずきかけて、疑問がよぎった。

「マリーの部屋って確か三階だよな？　部屋の外には護衛の人がいると思うけど、どうやって出てきたんだ」

「この宿屋の裏庭にミズナラの巨木があるんです。そのミズナラ、わたくしの部屋の窓にかかるくらいに枝を茂らせていて」

　ここで初めてマリーが悪戯いたずらっぽい笑えみをみせ、

「枝を伝つたって抜け出しちゃいました──」




　町の中心地に近づくにつれて露店などが目に見えて増えてきた。

　ガルゼノン特産の香草茶の茶葉を樽たるに入れて軒先に出している商店や、色鮮やかな香辛料の数々をガラス瓶に詰めて置いてある店、食堂兼獣肉屋では体格のいいオヤジが回転肉ロツテイ焼き器セリで牛の塊かたまり肉を炙あぶり焼きにしていた。

　そして近隣の農村から野菜や川魚などを卸おろす村娘たち、菓子店から出てくる身なりの整った婦人など、さまざまな人や物が所狭しと、大通りを埋めている。

　そんな中をマリーが物珍しげに見ながら、

「いろいろな物が売られていて新鮮です。あ、お目当ての果物の屋台がありますよ」

　マリーが心なしか楽しそうに屋台に歩いていく。

　傍はたから見れば普通の町娘のようだ。

　──女王なんかじゃなけりゃ命を狙ねらわれることもないんだよな。

　切ない気分になり、レオンは顔をしかめて青空を仰いだ。

　それからレオンも屋台に移動する。籠かごや木箱に色とりどりの果物が詰められて、甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

「お、この前カロンと食った炸裂柑バーストライムも売ってるんだな」

　ナスのような形をした黄緑色の果物を手に取った。

「炸裂柑は口当たりがいいうえに栄養豊富で、解げ熱ねつ作用もあるといいます」

　マリーも一つ手に取ると、その説明をしてくれる。

「じゃあこれを買うことにして……ていうか、これ妙に冷えてるけど」

　果物ごしに伝わるひんやりとした感覚をレオンが不思議がっていると、マリーが「ああ」とうなずいた。

「鮮度を保つためですね。木箱の中を見てください」

　うながされ、レオンは果物をいくつか脇に寄せてのぞいてみる。木箱の中が雪で満たされていた。

「……雪？　夏なのにマジかよ、すげえな」

　その白くて冷たい感触に、レオンはおもわず感かん嘆たんのため息を漏らした。

「アグノリアの人には珍しいかもしれませんね」

　マリーが木箱の中の雪をひとつまみして、

「ガルゼノン王国は北方の国ですから、冬には災害になるくらい降るんです」

　そんな厄介な雪も夏には野菜や果物、肉、魚などの鮮度保持に使えるため、家々で氷ひ室むろを造って保管しているのだと、マリーが続けて説明してくれた。

　レオンはそんな話を聞きながら、これならチェルシーも美お味いしく食べられるかもしれないと思った。

「これってさ、売ってくれるのかな？」

「これ、ですか？」

　きょとんして、それから冗談でも聞いたようにマリーが口元をほころばせる。

「商品なんかじゃないので、タダで分けてもらえます。わたくしたちが泊まっている宿屋にも氷ひ室むろがあるはずですよ」

「そうなんだ。じゃあ宿屋のおっちゃんから分けてもらうか」

　納得して、レオンは炸裂柑バーストライムだけを買った。

　それから二人は菓子店で固形チョコレートを、花売りから献花用の花を購入して教会へと向かった。




　大通りから一筋それた、マロニエやハルニエの並木道の先に教会はあった。

　修道女シスターに来意を告げると、敷地内にある共同墓地へと案内してくれた。昨日の今日だったが、遺体はすでに埋まい葬そうしてあり、二人は墓前で祈りを捧ささげる。

　それからマリーにうながされて無名戦士の墓に移動する。

「……これって、身元不明の兵士の墓だよな？」

「はい。ここに直接葬られているわけではありませんが、先の戦いで亡なくなった、襲しゆう撃げき者の方々の冥めい福ふくも祈りたくて」

「は？　それって……マリーを殺そうとした連中だろ？」

　マリーが辛つらそうにレオンの視線をさけて、

「彼らもれっきとした王国臣民です……わたくしがもっとしっかりしていれば、ガルゼノンが女王派パトリオータ、摂政派ブリガンテに割れて憎しみ合うこともなかった。彼らはわたくしの犠牲者なのです」

　思った以上に、マリーが背負っているものが重くて、レオンはなにも言い返せなかった。彼女が膝ひざをついて両手を胸の前に合わせて目を閉じる。

　その後、マリーの表情に疲労の色が見えたので、墓地の端はしに設置されていた木製のベンチに二人は腰かけた。

　しばらくの間、無言で二人は座っていた。

　空は雲一つない爽さわやかな青色で、風は少し冷たい──そんな穏おだやかな昼下がりなのに、レオンはどんな話題を振っていいのかわからず、うつむくだけだった。

「……腕、大丈夫ですか？」

　突然、マリーが遠慮ぎみに言葉を紡つむいだ。

「え、腕……？」

　レオンはびくりとして顔を上げ、次の瞬間には彼女に左腕を触られている。そこは襲しゆう撃げきのときに矢を撃うち込まれたところだった。

「ああ。もう平気だ。すっかり傷も塞ふさがってる」

　自分の腕に目をやる──Ｙヨグの紋もん章しようの治ち癒ゆ能力により、すっかりと傷は治り、跡もほとんど残っていない。

「そうですか。よかった」

　ホッとしたようにマリーが息をついた。

「心配すんなよ。絶対にマリーをザヴァラ王国に送ってみせるから」

　そこまで話して、レオンは今朝の仲間たちとのやり取りを思い出す。そう、マリーにザヴァラのエルク王子宛の手紙を書いてもらわなくてはいけないのだ。

　どう切り出そうかとレオンは迷いながら、

「マリー、エルク王子に手紙を書いてほしいんだ。おれたちの目的地、ザヴァラ王国のノットバレーまで迎えに来てくれるように」

　結局、唐突な申し出になってしまった。案の定、マリーが困惑の表情を見せる。

「エルクお兄さまに迎えを？　急にどうして」

　当然のマリーの疑問に、だがレオンは気の利いた回答を持ち合わせていない。アグノリア派の襲撃云うん々ぬんは、ウィンチェスター文書による情報で、それは自分たち四人以外の人間には話さないと決めている。

　しかし文書の記述抜きではうまく説明することもできず、

「……えっとだな、おれたちの教官のウィンチェスターって人が、ノットバレーまで王子さまの迎えが必要だって言ってて」

　ぼかして話そうとしたが、かなり危ういことを口走ってしまった。

「ウィンチェスター……それって、オズワルド・ウィンチェスターさまのことですか？」

　緋ひ色いろの瞳ひとみを見開いて、マリーがオズワルドの名前を口にした。

「あ、ああ。おれたちの教官だった人だけど、知ってるのか？」

　そこでレオンは愚問だったと後悔する。彼女は、自分たちがレオニダムの仇かたきだということを知っているのだ。当然、オズワルドのことも憎き敵として認識しているはずだ。

「はい。レオニダムを、あなたたちと共に討うったアグノリア最強の紋章師……」

　レオンは苦虫を噛かみ潰つぶしたように自分の顔が苦く渋じゆうに満ちていくのを感じる。

「でも四年前、わたくしを奴ど隷れい市いち場ばから助けてくださった命の恩人です」

　マリーが感情を押し殺すように、冷静に言葉を継いだ。

　──そうだった。文書にも書いてあったじゃないか。教官がマリーを助けたって。

　頭の中で、レオンは文書の内容を反はん芻すうした。

「あの方はとても優しかった。怖がるわたくしを何度も勇気づけてくれた、とても素敵な人だったのに……どうして、あなたたちはレオニダムを殺したの？」

　ただ咎とがめているだけとは違う、相あい反はんする感情が混ざったような、自身で処理しきれない思いをぶつけるような、そんな悲しい問いかけだった。

「違う！　いや、レオニダムを殺したのは違わないけど。殺さなきゃおれたちが殺されてたわけで、だけどおれはマリーを苦しめたかったわけじゃない……マリーはおれのこと、殺したいくらい憎いかもしれないけど」

　レオンは気ばかり焦り、むやみに感情がほとばしっていた。

「ええ、あなたが憎いです。絶対に許したくない。殺してやりたい──この感情こそが、わたくしを生きながらにして地獄に落としていくと理解してるのに、それでも黒くて醜みにくいものが次から次へと湧いてきてしまう」

　静かな口調で語るマリー。しかし彼女の緋ひ色いろの瞳ひとみは涙で潤うるんでいた。

　そんな彼女を目まの当たりにして、レオンは拳こぶしを握りしめる。それ以上はなにも言うことができなかった。

　結局、エルク王子への手紙の話はうやむやになり、しばらくの休憩ののち、二人は宿屋へと帰った。





　　　　※






　宿屋に戻り、護衛官たちにバレることなくマリーが（ミズナラの木に登って）部屋に入ったあと、レオンは宿の主人に雪を分けてもらうことを頼んだ。彼は二つ返事で、欲しいだけ持っていっていいと言ってくれた。

　レオンはさっそく調理に取り掛かろうと思ったが、先にチェルシーの様子を見にいくことにした。部屋に入るとシャルロットが看みてくれており、ぐっすり眠っているから起こさないように、とのことである。

　調理を後回しにして、レオンは自室へと戻った。

　部屋の中で、カロンがこの地域の地図を床に広げ、四よつん這ばいになって眺めている。こちらに気づいたようで顔を上げた。

「おかえり、レオン。美お味いしそうなものは買えた？」

「ああ。それはちゃんとできたんだけど……チェルシー、大丈夫かな」

　地図を折りたたみ、カロンが立ち上がった。

「ちょっと前に、大麦の粥プルスを少しだけ食べさせてから薬を飲ませたんだ。あとは安静にしてればいいと思うよ」

「……早く良くなってくれるといいんだけどな」

　相あい槌づちを打つようにカロンがうなずき、レオンはベッドの端はしに腰かける。

「なんだかレオン、顔色が悪いけど……厨ちゆう房ぼうで温かい飲み物でももらってこようか？」

「いや、別にのどは乾いてねえから」

　部屋を出ようとするカロンを、レオンは引きとめた。

「街でなにかあったの？」

　心配するような顔をして、カロンがベッドの前まで椅子を持ってきて座った。

　レオンは「なんでもない」と答えようとしたが、溜ため込んでおくのも辛つらかった。チェルシーの看病をもうしばらくシャルロットに任せる形で、レオンは先ほどのマリーとのやり取りについて順を追って話し始めた。




「そっか。そんなことがあったんだね」

　レオンの話が一通り終わると、カロンが腕を組んで考えるような顔をする。

「ぼくたちがウィンチェスター教官を慕したってたように、彼女もレオニダム・オーケット将軍をとても大切に思ってたんだろうね」

　その言葉にレオンの胸はずきりと痛んだ。

「……おもいきり罵ののしられたり、殴られたりしたほうがよかった」

　自や棄けになるレオンに、カロンがすべてを見通すような穏おだやかな口調で語り出す。

「もしもマリーさんに一方的に罵られたとして、こっちだってウィンチェスター教官を失ってるんだって思いや、チェルシーをさらった向こうが悪いんだって思いが湧いてくるんじゃないかな」

　それはまったくその通りだった。

　マリーが被害者であることに間違いはないが、それと同時に加害者であることも事実なのだ。

　強く責められれば理不尽だという思いが必ず湧いてくるだろう。きっとマリーのことをレオンも嫌いになってしまう。

「クソッ！　なんだかすげえ苦しい。胸の中で怒りと一緒にモヤモヤしたものが渦巻いてて、どうしたらいいかわからねえ」

　拳こぶしで膝ひざを殴りつけながらレオンはうめいた。

「マリーさんも同じ気持ちだったんだと思う──どこかで誰かが許さなくちゃ、恨み合ったり、殺し合ったりの地獄が永遠に続いていくんだろうね」

　カロンが静かに、そして諭さとすように話した。

　その話で少しだけレオンの心のモヤモヤしたものがやわらいだ。

「ありがとうな、カロン。いつもいつも助けてくれて、お前がいなかったらおれは全然ダメだったと思う」

　レオンは立ち上がると頭を下げていた。

「ちょ、ちょっとレオン、やめてよ。いきなりそんなことされると恥ずかしいよ」

　おろおろとカロンが戸惑った声で懇こん願がんする。

「ぼくこそ、レオンがいなかったら学園を退学していたかもしれないんだよ。いつもからかわれていたぼくに、レオンが手を差し伸べてくれたから」

　カロンの顔に少しだけ赤みが差した。

　おとなしく、女子のような顔立ちの美少年であるカロンはよくからかわれていたのだ。

「行軍訓練のときだってずっと背負ってくれたし」

　入学当初の、夜間行軍の訓練で足をくじき、レオンがずっと背負って訓練をやり遂げたという出来事があった。

　それが二人の友情の始まりだった。

　しかしレオンはそれが気恥ずかしくて、

「……ったく、そんな古い話さっさと忘れろよ」

　恥ずかしがるレオンにカロンが軽く笑えむ。

「その後もずっと守ってくれたし、下町のおいしい食堂や面白い雑貨屋さん、夕陽がきれいな高台、いろんなところに誘ってくれた……お風呂のぞきは余計だけどね。学園に帰ったらまたいろいろなことをしたいな」

　学園生活を思い出すように、カロンが遠くを見るような目をした。

「ああ。またバカなことやりまくろうぜ」

　レオンも日常生活を思い出して相あい槌づちを打った。




　夜──。

　薬が効いたようでチェルシーの熱は下がったが、まだ食欲はないらしく、夕食にもほとんど手をつけなかった。

　レオンはさっそく厨ちゆう房ぼうの一角を借りて、昼間から考えていたものを作った。

　木製の盆ぼんにそれらを乗せて、レオンはチェルシーの部屋に向かった。

　入室する──シャルロットはいない。湯ゆ浴あみでもしているのだろうか？

　レオンは盆をベッド脇の簡易机の上に置く。それから椅子を引き寄せて座ると、チェルシーの様子をうかがった。

「レオン？」

　熱に浮かされるように、潤うるんだ瞳ひとみでチェルシーがレオンの名を呼ぶ。まだ微熱があるようで、顔は赤く火ほ照てったままだ。

「大丈夫か？　まだちょっと辛つらそうだな」

　レオンはチェルシーの額に手を当てる。じんわりとした彼女の体温が伝つたわってきた。

「手、冷たくて気持ちいい」

　潤うるんだ瞳ひとみを細めて、唇を笑えみの形にするチェルシー。

「とっておきのご馳ち走そうを作ってたからだ」

「ご馳走？」

「ああ。大飯食らいのチェルシーが食欲ないって聞いて、作ってみた」

　拗すねたようにチェルシーがムッとした顔をする。

　レオンは盆ぼんから椀わんを取った。木をくり抜いただけの簡素な器で、彼女の目の前まで持っていく。

「それなに？」

　寝ている状態ではよく見えないようで、チェルシーがわずかに身を起こす。そして椀に盛り付けられたものを見て目を輝かせた。

「すっごくきれい！　え、え？　なんて食べ物なの？」

「名前はコレといったものはないけど、あえて言えば、雪玉の糖とう蜜みつがけかな？」

　レオンは椀に目を移して答える。

　椀には半球型にして盛り付けた雪の塊かたまりがあり、その上から黒こく糖とうを煮に詰つめた蜜をかけ、市いち場ばで買った炸裂柑バーストライムの果肉を散らせた。雪玉の白色と蜜の黒色、炸裂柑の果肉の飴あめ色いろが美しいコントラストを形成している。

「この白い塊が雪玉？」

　緑色の瞳をパチクリさせながらチェルシーが興味深げに見る。

「ああ。冬になると雨の代わりに降ってくる、すごく冷たいものだ」

　説明を聞き、チェルシーが不思議そうに首をかたむける。

「冬？　今は夏でしょ」

「ガルゼノンは雪国だから、冬の内に降った雪を保管してるんだ」

　と、チェルシーがレオンの袖そで口ぐちをちょいちょいと引っ張った。

「ねえ、これ食べさせて」

「匙さじならあるからさ、自分で好きなように食べろよ」

「あたし病人なんだけど」

　チェルシーが上目づかいに小さく睨にらんでくる。

「了解。わかったよ」

　レオンは肩をすくめ、匙で雪玉を適量すくうと、チェルシーの唇まで持っていく。

　誰かに見られているわけでもないのに、なんだかドキドキしてしまう。チェルシーも微妙に緊張しているようで、ジッと匙を見つめている。

「じゃ、じゃあ、いただきます」

　律りち儀ぎに宣言して、チェルシーがレオンの差し出した匙にパクリと食いついた。そして味わうように咀そ嚼しやくする。

「冷たくて甘くて、果肉もプチプチしてて、すごく美お味いしい!!」

　本当に病人なのかと疑ってしまうほど嬉き々きとした声を上げ、おかわりを要求してくる。

　レオンは雪玉をすくって彼女の唇まで持っていく。再びパクリと食いつかれた。

「これ最高だわ、今まで食べた物の中で一番……は、やっぱりチョコレートかな？」

「じゃあ、その一番にも登場してもらおうか」

　言うと、レオンは盆ぼんから木製の杯を取り出してチェルシーに渡してやる。

「……これ、チョコレートドリンク？」

「チョコレートを湯ゆ煎せんして作ったんだ。ミルクと砂糖に、保温のために香辛料も適量──」

「ありがとう」

　チェルシーは柔らかく慈じ愛あい深い瞳ひとみを向け、

「こんなに美味しいものを作ってくれるなら、ずっと病気のままのほうがいいかも」

「こんなものいつでも作ってやるよ。だから病気のほうがいいなんて言うなよな」

「うん。わかった」

　ぶっきら棒に言うレオンに、チェルシーも素直に応じた。





　　　　※






　同時刻、レオンとカロンの部屋──。

　角灯ランタンの淡あわい光の室内にノックの音が響いた。椅子に座り、ザヴァラ王国に入国してからの、バハル砦とりででの戦いについて考えていたカロンは顔を上げた。

「どうぞ──」

　ドアが開き、シャルロットが入ってきた。

「……カロンだけ？　レオンは？」

「レオンはチェルシーのところだけど、部屋で会わなかった？　てっきりシャルロットもチェルシーを看みてたんだと思ってたよ」

「ちょっと前まではね。でもあの子の熱も下がったから、外で少しぼんやりしてたの」

　室内の明かりが乏しいのを差し引いても、シャルロットの顔色が暗いのがわかる。彼女が鬱うつ々うつとしているのは、先の戦闘で負傷したのが原因であることは間違いない。

「レオンになにか用があったの？」

　過度に気を使えば余計に落ち込ませるだろうと、カロンは普通に接する。

「ううん。ちょっと話し相手が欲しかっただけ……今いい？」

「もちろん」

　シャルロットがベッドの端はしに腰かけた。

「……アグノリアに帰りたい。どうしてこんな作戦に参加しちゃったんだろ」

　ポツリとつぶやくと、肩を抱いて背を丸める。今の彼女には凛り々りしさも、勇ましさもない。

「訓練とは全然違った。怖くて身体からだが動かなくて、なにもできなかった」

　彼女は、巨漢の襲しゆう撃げき者に鎚鉾メイスで殴られている。イオーラの紋もん章しよう術で傷は完治しているが、心の傷は癒いえていないようだ。

「大丈夫だよ、シャルロット」

「なにが大丈夫なのよ、わたしはもうダメ……」

　涙目でシャルロットが顔を上げ、

「戦うなんてもう無理、バハル砦とりででみんな死ぬのよ」

「シャルロット!!」

　反射的に、自分らしくもない荒げた声をカロンは出していた。ハッとしてシャルロットに目をやる。彼女がわずかにおびえた顔をしていた。

「怒鳴っちゃってごめん。でもね、ぼくたちはそうならないために頑張ってるんだろ？　マリーさんからエルク王子に手紙を送ってもらって、ノットバレーまで迎えに来てもらえばバハル砦で戦わなくても済むんだから」

「……でも、女王さまはわたしたちのこと憎んでるのよ？　どうやって手紙を書いてもらうのよ」

　彼女の言葉に、カロンも返答に窮してしまう。レオンの話では、その件についてはうやむやになってしまったらしい。

　もたついていれば間に合わなくなってしまう。

　その気まずい空気を払うように、再びノックの音がする。こちらが答える前にドアが開き、ガルゼノン王国少佐、ツァイ・ノートンが入ってきた。

　彼は室内を見回すと、

「貴様たちだけか？　レオン・カーターはおらんのか」

　直属ではないが、上官の訪問にカロンがすっくと立ち上がる。シャルロットも目元をぬぐって彼に倣ならった。

「レオンなら別の部屋にいるので、呼んできましょうか？」

　ツァイが少しだけ考えるような顔をする。

「いや、貴様たちでもいい」

　横おう柄へいにため息をつくツァイに、カロンは椅子に座るように勧める。彼が座ったのを確認してから、二人もベッドの端はしに座り直した。

「陛へい下かを勝手に外に連れ出すのは控えてほしい」

　事務的な口調でツァイが切り出した。

「一室にお引き留めするのはおれとて心苦しい。だがなにかあってからでは遅いのだ。あの襲しゆう撃げきで死んでいった者たちにも顔向けができない」

「……すみませんでした」

　直接カロンの関わったことではないが、ツァイの立場を考えて素直に謝った。シャルロットは話が見えないようで、怪け訝げんそうな顔をしている。

　レオンとマリーが一緒に出掛けた話は彼女にはまだしていないのだ。

「今回のことは不問とするが……アグノリアの学生ごときが陛へい下かに気安く接するとは、もはやガルゼノンも張はり子この虎とらということか」

　自じ嘲ちようぎみにツァイが口角を上げ、

「摂せつ政しよう親子のような小物が玉座に就つけば、遠からずアグノリアに征服されるだろうな。国民はみな悲惨な思いをすることになる」

　ウィンチェスター文書にも、ガルゼノンが大国とは裏腹に不安定な状態だと記されていた。だが実際にガルゼノンの軍人の口から出ると緊迫感がある。

「でも、いずれは摂政を倒すんですよね？　そのための亡命作戦なわけですし」

　女王である彼女が生きていれば、再び国を取り戻すこともできる。レオリアもそのことを考えて今回レオンたちを派遣しているのだ。

　だが、当のガルゼノン軍人であるツァイの目が驚くほど冷めたものになる。

「玉座を取り戻すことは相当に困難だろうな。陛下のもとにどれだけの者たちが参集するかにかかっているが、レオニダム・オーケット将軍が生きておられればまだしも……」

　不ふ敬けいとも取れる発言だが、吹っ切れたかのように饒じよう舌ぜつになっていく。

「おれとしては、親族に預けてきた娘を呼び寄せられれば良い。まだ十にも満たぬ子どもなのだ」

　彼の本当の目的はザヴァラ王国で安全に暮らすことのようだと、カロンは感じる。

　軍人としてはいかがなものかと思いつつも、ツァイが娘の身を案じているからだろうか、それほど悪い気分にはならなかった。

「そのためにもエルク王子に手紙を送らなくちゃ……」

　独りごつようにカロンが口を開くと、ツァイが「ああ」と相あい槌づちを打った。

「実は、そのことについても話したかったのだ──陛下が先ほど、ザヴァラのエルク王子宛の文書を書かれ、アシナシを飛ばした。内容は、王子にノットバレーまで迎えに来てほしいというものだ」

　その瞬間、カロンとシャルロットは互いに顔を見合わせ、ワッと歓声を上げた。

「レオン・カーターが頼んだようだな。そこまでしなくともとおれは諌いさめたのだが、陛下がどうしてもと言われてな」

「……マリーさん、やっぱり心の中ではレオンのことを信頼してるんだ」

　カロンの胸中に温かなものが広がる。相棒バデイであるレオンが報われて、自分のことのようにうれしいのだ。

「ところでこの話なのだが、フェアラート少佐には話したか？」

　ツァイの顔かお貌かたちが軍人の、目つきの鋭いものに戻る。それから素早くドアに視線を走らせ、誰かが聞き耳を立てていないかを警けい戒かいする。

「イオーラさんには話していません」

　文書の内容に絡むことなので、彼女のことは信頼しているが、打ち明けてはいない。

「いいか？　イオーラ・フェアラート、あの女には気をつけろ。奴やつはおれたちの敵だ」

　おごそかにツァイが言い放った。

　なにを言いだすのかと思えばと、カロンは気が抜ける。そして、やんわりと彼の疑念を否定する。

「それは絶対にないです。イオーラさんはぼくたちの心強い味方なんですから」

「ずいぶんと信頼しているのだな。この作戦で初めて出会ったのだろう？　味方だと言い切れるほど、あの女のことをどれだけ知っているのだ」

「それはそうですけど……でも、それなら彼女を敵だと言い切る根拠は？」

　うむ、とツァイが短く言葉を切り、

「先の襲しゆう撃げきだがな、あれはガルゼノンの襲撃ではない。いや、おれも始めは摂政派ブリガンテの仕し業わざだと疑ったが、数が少なすぎる」

　文書にも本来は百人以上だと記されていたのを思い出して、カロンは息を呑のむ。

　そんなカロンに、ツァイが目顔でうなずく。

「ザヴァラ王国に入られては摂政派も手が出せなくなる。襲撃を計画したとして、あのような手ぬるいものにはならぬはずだ」

「……じゃあ一体、あの襲撃者たちは何者だったんですか？」

　ただ事ではない雰囲気に、カロンは声を殺して問う。

「ザヴァラの、アグノリア派と呼ばれる連中だろうな。アグノリアにおもねるため、陛へい下かを亡なき者にしようと企たくらんでいる。敵の数が少なかったのも、ガルゼノンの領土では兵を思うように揃そろえられなかったのだろう」

「だったら、ぼくたちがザヴァラに入国してから襲えばいいのでは……」

　本来なら、ザヴァラに入ってからアグノリア派に襲われることになっているのだ。

「ふむ。それだけソルネ渓けい谷こくが襲撃場所として適していたのだろう」

　確かにあの渓谷は、谷と森に挟まれており、襲撃するには絶好のポイントであることは疑いようがない。

　と、ツァイが険しい表情で二人を見る。

「貴様たちは知る由もないだろうが、あの女は大戦末期、アグノリアの側で戦っていた傭よう兵へいなのだ。もとよりアグノリアとは縁が深い、あるいはザヴァラに潜り込んだアグノリアの軍人──それこそがイオーラ・フェアラートの正体なのやもしれぬ」

　イオーラが、大戦中にオズワルドと共にアグノリアからの依頼を受けて戦っていたことは文書によって確認している。

　その情報を把握しているだけに、ツァイの言葉には真しん実じつ味みがあった。

「……じゃあ、オルゴ・ウッドマンはどうなるのよ」

　声を出したのはシャルロットだった。呆ぼう然ぜんとしている。

　それはカロンも同じ疑問だった──イオーラが襲しゆう撃げき者の手引きをしたなら、オルゴはどうなるのだろう？　ウィンチェスター文書によれば、オルゴがガルゼノンの摂せつ政しように内通していてソルネ渓けい谷こくでの戦いになるのだ。

　──文書の内容がデタラメってこと？

　カロンは頭を抱えたくなった。

　もしそうなら、自分たちは偽りの情報を当てにして戦ってきたことになる……いいや、ウィンチェスター教官がウソの情報を書くわけがないと、カロンは心を強く持った。

「おれの見立てでは、ウッドマン中尉はすでに死んでいるだろうな」

　ツァイがあごに手を当てて唇をひと舐なめする。

「死んでいる？　逃亡したんじゃなくてですか」

　予想だにしない一言にカロンは愕がく然ぜんとなる。

「おそらくフェアラート少佐はウッドマン中尉に正体を気づかれた。それで口封じのために彼を殺した……でなければ、あんな都合のいいタイミングで行方ゆくえをくらますことなどあり得ぬ」

　ツァイが畳みかけるように持論を展開する。

「二人とも、よく聞いてくれ。ここから先、陛へい下かの安全が保障されるまでフェアラート少佐から目を離さないでほしい」

　その言葉に、カロンとシャルロットは狼ろう狽ばいするばかりだった。




　その後、ツァイが部屋を出ていき、しばらくしてレオンが帰ってきた。

　一連のやり取りを話すと、手紙の件では喜んでいたものの、イオーラが敵だというくだりでは愕然とした顔をする。

「それって、この世界ではオルゴが味方で、イオーラさんが敵っていうことなのか」

　険しい表情でレオンが言う。

「……そんなことはないと思う」

　歯切れ悪くカロンは答えた。

「わたしたちって誰と戦ってるの？　ウィンチェスター教官はわたしたちにウソをついてるの？　意味が分からない」

「シャルロット、落ち着いて。そこを疑ったらもうなにも信じられなくなるよ」

　ヒステリックになりそうなシャルロットを、カロンは冷静になるように諭さとす。

　とはいえ、このままでは疑心暗鬼の闇やみにとらわれてしまいそうになる。

「これじゃ前のときと同じだ」

　レオンがゆっくりと声を出して、

「教官をスパイだと疑ったときもこんなふうに混乱しちまったんだ」

　失敗を悔くいるようにレオンが拳こぶしをきつく握りしめる。

「バネー砦とりでのときのような思いは絶対にしたくない。イオーラさんについては慎重に接するとしても、敵だと決めつけることはしないでおこう」

「そうだよね。ここで対応を間違えたら取り返しのつかないことになると思う」

　レオンの判断に勇気づけられて、カロンは同意する。

「……そうよね」

　シャルロットもポツリと答えた。

　かつての教訓を生かせた形になり、なんとか三人は取り乱すことなく話すことができた。しかし言いようのない不安がそれぞれの胸中でわだかまっていた。




２




　バハル砦における敵の戦術は、圧倒的な兵力を投入しての物量作戦だった。

　敵の数は千人以上に対して、こちらは十数人という少数だったのだから。

　当然おれたちは抵抗らしい抵抗などできず、ザヴァラ兵にただ蹂じゆう躙りんされるだけだった。

　なにもできなかった。あっという間にマリーは敵兵に殺されたんだ。

　おれとチェルシーが生き残れたのは奇跡としか言いようがなかった。

　敵がマリーを殺したことで気を抜いていたから、おれは砦内を逃げ回りながら、なんとかチェルシーを守ることができた。

　カロンとシャルロットが死んだとき同様に、おれはまたしても大切な人間を死なせちまった。

　その後、マリー討とう伐ばつの勅ちよく命めいを取り下げてエルク王子の軍が助けに来てくれたが、おれとチェルシー以外の護衛官は全員戦死していた。

　もっと早くに王子が来てくれれば、あるいは一個小しよう隊たいでもいいから援軍が駆けつけてくれていたら……。

　だが一番確実にマリーを救えるのは、王子にノットバレーまで迎えに来てもらうことだろう。そうすれば襲しゆう撃げきに遭あわずに済み、マリーの死ぬ運命を回避することができる。

　そのためにも、王子宛にマリーの親しん書しよを送らなくてはいけない。

　マリーの願いなら王子は動いてくれるはずだ。

　レオン、バハル砦とりでの悲劇を未然に防いでほしい。そこが運命の分岐点だ。マリーが死なない未来を掴つかみとってくれ──。


（ウィンチェスター文書より抜粋）






３




　数日後、ザヴァラ王国からの使者が、レオンたちの滞在する宿屋を訪れた。

　チェルシーの体調もすっかり回復して、レオンたちはマルエンを出発することになった。ガルゼノン王国とザヴァラ王国の国境までは三日の行程となる。

　いよいよマリーの亡命作戦も最終段階に入ったといえる。

　マリーの親書がエルク王子に届いていれば、ノットバレーで王子に保護してもらえるだろう。だが、もしもそれが叶かなわなければ、バハル砦で絶望的な戦いが待っている──。




　マルエンを出発し三日目の昼過ぎ、そろそろガルゼノン王国とザヴァラ王国の国境に着こうとしていた。

　馬車の御ぎよ者しや台だいに腰かけ、レオンは穏おだやかな揺れに身を任せる。

「そろそろ国境だね。ザヴァラの王子さまはノットバレーまで来てくれてるかな」

　手た綱づなを握りながら、カロンがちらりとこちらに目をやる。

「大丈夫だ。きっと来てくれる。そうなりゃ、イオーラさんが本当に敵のスパイだったとしても諦あきらめてくれるさ」

　カロンを不安にさせないように、レオンは出来るだけ緩い口調を心がける。イオーラには慎重に対応しているが、今のところ目に見えて不審なところはなかった。

　それに関してチェルシーから、「そもそもオルゴ・ウッドマンが敵ってこと自体が、教官の勘違いだったのかも」と指摘が出たが、それについてはウィンチェスター文書に、オルゴ自身が内通者であることを明かし、オズワルドを殺そうとしたという記述があると、レオンは反論した。

　しかし現実にはオルゴの口から内通者だという発言はなく、なおかつレオンは彼に助けられた。文書の記述とは反するものであり、自分たちの指針が霧む散さんしていくようで、恐怖にも似た不安に飲み込まれそうになる。

「……この作戦は必ず成功する。おれたちはマリーを守ることができるんだ」

　不安を紛まぎらわせるようにレオンはつぶやいていた。

　それからしばらくののち、一行はガルゼノン王国とザヴァラ王国の国境に到着した。国境の関所で各種証明書を見せて、入国の手続きを済ませた。

　すると、関所で出国の手続きを取っていた行ぎよう商しよう人にんたちが、「王子殿下が、ノットバレーに大軍を率いているらしい」と世間話をしていた。

　思わずレオンたちは顔を見合わせ、迫るように商人たちから話を聞いた。

　彼らはザヴァラで仕入れた毛皮をガルゼノンで売りさばく商人のようで、途中で立ち寄った町で、エルク王子がノットバレーに二千人の大軍を率いているという話を聞いたと教えてくれた。

「二千人って、敵の倍の数じゃねえか……すげえ」

　レオンは感かん嘆たんの息をつき、自然とほおが緩んでいくのを感じる。

「これって亡命作戦が成功したってことでいいのかな？」

　カロンがやや興奮ぎみに言う。彼にしては珍しく顔が紅こう潮ちようしており、普段が冷静な分だけちょっと新鮮である。

　そんな相棒バデイの様子にレオンは元気づけられ、

「おう。未来が変わったんだ。エルク王子の二千人の兵がおれたちを守ってくれる」

「……これでやっとアグノリアに帰れる」

　高こう揚よう感に声を弾ませるレオンに、シャルロットも小さく独りごつ。気分が下がり調子だった彼女も、今だけは表情を柔らかくしている。

　しかしそれとは対照的に、チェルシーが手のひらを口元に当てて、考えるような顔をしていた。

「どうした？」

「……うん。この先、イオーラさんはどうなるのかなって」

　三人が安あん堵どする中で、チェルシーはイオーラの心配をしていたようだ。

　その指摘にレオンも憂ゆう鬱うつな気分になる──イオーラが内通者である証拠はなにもないが、ツァイは間違いなくエルク王子に彼女が敵であることを告げるだろう。調査の結果、裏切り者であることが判明すれば、死刑を含めた重い罪になることは間違いない。

　できることならそうなる前に逃亡してほしいと思った。

　レオンはイオーラのことが嫌いではない。戦時中のオズワルドの相棒であり、そしてなにかと自分を気にかけてくれる彼女を嫌いになれるわけがなかった。

「死んでほしくはねえよな」

　それがレオンの本音である。

「でも、今はマリーを無事に連れていくことに集中しよう。この先、野や盗とうや魔ま獣じゆうなんかとの遭遇くらいはあるかもしれねえしな」

　自分に言い聞かせるように言葉にすると、レオンは気を引き締めた。





　　　　※






　ザヴァラ王国──リネイア大陸北西に位置する小国家である。

　北方の海であるノルザス海に面しており、貿易と海産物によって大きく潤うるおっている。また、ガルゼノン王国と姻いん戚せき関係にあるが、現在は神しん聖せいアグノリア帝国寄りである。

「もうすぐフカフカのベッドで眠れるわ」

　ザヴァラ王国に入って二日目の午前中、馬車の中で、レオンの隣に座るチェルシーがつぶやいた。

「ああ。明日には着くからさ、そうすりゃベッドもチョコレートも思いのままだぜ？」

「チョコレート食べたいな」

　唇を人差し指でなぞりながら、チェルシーが言う。

　レオンはそんな彼女を見ながら、

「今晩中にこの森を抜けて、明日の昼前には着くな」

　独りごつ。この辺りの地理は地図で何度も確認している。

　ちなみに、彼らは現在、ザヴァラ王国北東の森林地帯を移動している。昼でも暗く鬱うつ蒼そうとしており、人の手もほとんど入っていない。地図によると近くにバハル砦とりでがあり、レオンたちにとっては不吉な場所である。

　しかしウィンチェスター文書によると、森林地帯での移動中にトラブルに遭あうことはないとのことで、ノットバレーまで安全に進むことができる。

　──とはいえ、こんな場所は早く抜け出したいよな。

　そう考えながら、レオンは、正面に腰をおろすイオーラをそれとなく観察する。彼女は腕を組んで軍人の凛り々りしい顔つきで、御ぎよ者しや台だいのほうに顔を向けている。

　だがレオンの視線に気づいたようでこちらに向き直り、首をかしげてみせる。

「どうした？　お姉さんの顔になにかついてるかい？」

「いえ、なんでもないです」

　レオンはイオーラから顔をそらす。一見普段通りに見えるが、ザヴァラに入国して以来、彼女の雰囲気が変化したのを感じるようになった。

　警けい戒かいしているような、明らかにピリピリしたものをまとっている。もしかすると逃げるための隙すきをうかがっているのかもしれないと、レオンは考える。

　──この人は本当に敵なんだろうか……。

　唇を噛かみながら、辛つらい気分になる。そのときだった。ヒュンという風切り音が耳を打ち、同時に幌ほろに矢が突き刺さる。

「敵襲だっ!!」

　カロンが叫ぶ。手た綱づなを急激に引いたようで馬車が急停止する。荷台内でレオンたちはお互いにぶつかりそうになるのをなんとか回避する。

　──敵襲？　ウィンチェスター文書にはノットバレーまで無事にたどり着けるってあったじゃねえかよ。

　文書との食い違いに、レオンは眉み間けんにしわを寄せる。

「すごい人数に囲まれてる！」

　御ぎよ者しや台だいからカロンが転がり込んでくる。顔色が真まつ青さおだ。

　次の瞬間、再び風切り音と共に幌ほろに矢が刺さる──厚手の布であるため貫通こそしなかったが、焦げ臭さが鼻をついた。

「嫌いやっ……」

　その状況に、恐怖に駆られた声を出すシャルロット。

「……火ひ矢やだね。わたしたちを炙あぶり出すつもりだ」

　イオーラが低く、硬質な声を出す。それから御者台のそばまで移動すると、慎重に外の様子を確認する。

「やってくれるね。先手を打たれたってわけか」

　彼女がレオンたちに振り返り、

「ここから出るよ。ぼやぼやしてたら全員死んじまう」

　すぐに馬車が炎上するものではないから、炎ほのおよりも煙によって死んでしまうということだろう。

「いいかい？　できるだけ身を低くして的にならないように気を付けるんだ」

　言うや、イオーラが御者台から飛び降りた。

「どうするの？」

　チェルシーが震え声でレオンに訊きいてくる。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆん──。

「出よう。このままじゃ煙にやられちまう」

　決断して、レオンは先頭になって荷台から外に避難する。イオーラに言われた通り、身を低くして、敵からの射撃に注意する。

　そしてカロンたちも順番に荷台から降りてきた。

　レオンはチェルシーとシャルロットの盾になりながら、あまり頭を上げないようにして周囲を見渡す。

「……うわっ」

　目の前の光景に、レオンは愕がく然ぜんとする。

　完全武装の兵士たちが周囲を取り囲んでいる。数もソルネ渓けい谷こくの襲しゆう撃げきのときのような四、五十人ではなく、二、三百人に達するのではないだろうか。

　兵士たちが鉄板鎧プレートアーマーの上から羽織る外衣サーコートに、『双頭の黒山羊カープリ・ネリ』が刺し繍しゆうしてある。敵が所属する部隊の意匠シンボルのようだが、どこのものだろうか。

「……イストリア王家の家紋だね」

　いつの間にかイオーラが隣に来ており、レオンの思考を読み取ったように説明する。

「イストリア王家ってザヴァラ王国の王族ですよね？」

「じゃあ、ザヴァラ王国の正規兵ってことなの？」

　カロンとシャルロットが疑問を投げかける。

「正規兵なら、エルク王子の軍ってことじゃねえのかよ。なんで襲ってくるんだ」

　意味不明な状況にレオンは頭を抱えそうになる。

「王子殿下の軍じゃない。殿下の軍なら『双頭の黒山羊カープリ・ネリ』のほかに、赤い旗を掲かかげてるはずだからね」

　イオーラが口を開き、

「アレはアグノリア派の軍さ……ノスボルレ侯こう爵しやくめ、勅ちよく命めいがくだったわけでもあるまいに、王家の旗を使うなんて不ふ敬けいもいいとこだね」

　忌いま々いましそうに言葉を吐き出した。

　そんな中で、レオンは考える。

　──アグノリア派の襲しゆう撃げきはノットバレーに到着したあとの話じゃないのか？

　そう、文書によるとレオンたちはノットバレーに入場できず、そこをアグノリア派に急きゆう襲しゆうされるとあるのだ。

「……数が多すぎる。ばらけてたら各個撃破されるね、女王さまたちと合流しよう」

　イオーラがレオンたちをうながす。

　──口ぶりからして味方のような顔をしてるけど、イオーラさんは結局どっち側の人間なんだ？

　混乱により、レオンの思考はうまくまとまらない。

　だがこんなところで足踏みをしていれば全滅するだろう。

「わかりました。みんないこう！」

　レオンの号令に、イオーラが目顔でうなずく。そして彼女を先頭に、マリーの乗る馬車へと駆けた。

　火ひ矢やは散発的に降り注ぎ、各馬車の幌ほろがいよいよ派手に燃え広がっていく。ほかの味方の護衛官たちも外に出て、マリーに合流しようと移動している。

　レオンたちも彼らに混ざりながら進み、マリーのもとにたどり着いた。

「レオン！」

「マリー！　ケガはないか」

　二人は互いの名前を呼び合う。

　幸いマリーはガルゼノンの護衛に守られており負傷はしていない。ツァイが小剣を構え、彼女の盾になるように最も近くで守ってくれている。紋もん章しようもすでに解放しているようで、彼の全身を冷気が包み込んでいた。

　と、レオンの前にいたイオーラが短剣を抜き、マリーへと躍おどりかかる。

「なっ……!?」

　レオンは反射的に、背中から抱きつくようにイオーラにしがみついた。すんでのところで彼女の凶行を止めることに成功したのだ。

「ちょ、なにやってんだい、レオン！」

「やっぱりイオーラさんは敵だったんですか……」

「早く離しなって！　女王さまが死んじまう」

　は？　とレオンが彼女の言葉に疑問を覚えた瞬間、目の前のツァイがおもむろに小剣を振り上げた。

　刃やいばの先はマリーに向いている!?

「なにしてんだ!!」

　おもわずレオンは叫んでいた。だが刃が振り下ろされる……そのとき、今度は何者かが風を切り裂くような勢いでこちらに向かって疾走してくる。

「うをぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　獣の咆ほう哮こうでもって現れたのは……、

　──オルゴ・ウッドマン！

　マルエンの町で行方ゆくえ不明、もしくは死んでいると思っていた男がいきなり現れたのだ。さらにオルゴが鞭ウイツプダガーを手に、紋章術の発動句を詠えい唱しようする。

「打ち払え！　真空鞭レジエロ・ソツドヴオート」

　大気のうねりと共に、黄緑色に発光する巨大な真空波がレオンたちに襲いくる。

「Ｙヨグの紋章！」

　イオーラから身体からだを離して、レオンは右腕を突き上げる。紋章術を吸収しようとするが……Ｙの紋章が反応しない！　術が光の粒子に還かえらず、そのまま迫ってくるのだ。

「クッ、どうなってんだ……」

　うめくレオンに、しかし真空波が直撃することはなく、最初から攻撃対象ではないというふうによけていった。

「……殺意がないのか？」

　唖あ然ぜんとしながらつぶやく。Ｙの紋章は殺意のある紋章術にしか反応しない。

「凍えろ！　氷結棺レジエロ・ギアツチヨーロ」

　発動句の詠唱。巨大なつららが顕けん現げんして、真空波を迎える。二つの紋章術がぶつかり合い、冷気と衝撃波が盛大に弾はじけ、そして相そう殺さいする形で消滅した。

　その隙すきを逃さず、オルゴが一気に距離を詰めてツァイに肉迫する。

「陛へい下かから離れろ！　ガルゼノンの面つら汚しが」

　一いつ喝かつして、握り拳こぶしでツァイのみぞおちを突き上げた。

「ぐぅっ……!?」

　引き潰つぶれたような情けない声を出して、ツァイがその場に尻しり餅もちをついた。

「不忠不義の輩やからめ、お前のような者が同じ女王派パトリオータだと思うと反へ吐どが出る」

「同じ女王派だと？　き、貴様は一体何者だ……？」

　ツァイのうめき声に、鞭むちをしごきながらオルゴが言い放つ。

「おれはガルゼノン王国大たい尉い、ノース・テイラーだ！」

　突然の名乗りに、レオンは思考が追い付かない──視線を移せば、マリーも、地べたに尻をつくツァイも言葉はなく、それだけ混乱しているのだろう。

　オルゴ……ノース・テイラー大尉がマリーへ向き直る。

「……あなたは？」

　状況を把握しようとするように、マリーが冷静な声を出す。

「ノース・テイラーであります。身分を偽り、陛下を欺あざむいたこと、いかなる罰を受けることも覚悟の上、されど戦場なれば今はただ御おん身みを守らせていただきます」

　膝ひざはつかず、軽く頭を下げると、マリーを守るように周囲のザヴァラ軍に相あい対たいする。

　逆にツァイは尻をするように後退して、それからよろよろと立ち上がった。

「ど、どういうことだ。貴様はザヴァラの軍人だったのではないのか……」

「違うね。オルゴ……いや、ノースは、レオニダム・オーケット直属の竜騎兵ドラゴンライダーなんだよ」

　答えたのはイオーラだった。彼女がノースの前まで進んだ。

「いつまで経たっても戻ってこないから心配したよ、ノース」

「すまない。帰り道、こいつらの攻撃を受けておれの飛竜がやられてしまった」

「……そうかい。でも帰り道ってことは王子殿下には謁えつ見けんできたんだね？　殿下の軍はどうなってる？」

　ノースが軽く目を閉じ、

「この、アグノリア派の進軍は国王の勅ちよく命めいによるものだ。王子の軍はノットバレーに駐留しているが、王子自身は今、王宮に戻ってアグノリア派を撤退させるように国王を説得している」

「まさか本当に勅命がおりてるなんて……」

　苦々しく言うと、イオーラが小さく舌打ちをする。

「あと、内通者はツァイ・ノートンで間違いないんだね」

「ああ。あなたの言う通りだった。情報部からの裏も取った」

　そんなやり取りについていけず、レオンは二人の顔に視線を向けるだけである。

「いろいろと混乱させちゃったようだね」

　レオンの様子に、イオーラが申し訳ないというふうに肩をすくめる。

「……一体なにがどうなってるんですか」

「いいかい？　今回の一連の襲しゆう撃げきはすべて、アグノリア派の仕し業わざなんだ。そして手引きをしたのはツァイ・ノートン少佐だ！」

　イオーラが、腹を押さえて荒い呼吸をするツァイを指さした。

「な、なにを勘違いしてるのだ。おれは陛へい下かの忠実な家臣だ……」

「どこの世界に君くん主しゆに刃やいばを振り向ける忠ちゆう臣しんがいる！　お前が、神しん聖せいアグノリア帝国第一王子──クレイン・ウィル・アグノリアに通じていることはもう割れている」

　弁明を試みるツァイに、ノースが意外な一言を放った。

「クレイン・ウィル・アグノリア……!?」

　レオリア会長の政敵である第一王子の名前が出たことで、レオンもオウム返しに口を開いていた。

「アグノリア派がおもねってるのは、厳密には神聖アグノリア帝国じゃない、その次期皇こう帝ていである第一王子なんだ」

　レオンに説明しながら、イオーラはツァイを睨にらみつけ、

「あまりわたしらを舐なめるんじゃないよ、ノートン少佐。うちのような小国だってね、情報部の一つや二つちゃんとあるんだ」

「……おれたちはノートン少佐に騙だまされてたのかよ」

　愕がく然ぜんとして、レオンはツァイに視線を向ける。同時に、ウィンチェスター文書との乖かい離りに眩暈めまいを覚えた。

　──なにがツァイ・ノートンは信頼がおけるだよ……危うくイオーラさんと戦っちまうところだった。

　自己嫌悪や、怒りがないまぜになり、

「クソッたれ！」

　たまらずレオンは声を荒げていた。

「ふん。それはこちらのセリフだ」

　ツァイが距離を取り、ふてぶてしい顔でこちらを睥へい睨げいする。

「ガキどもの不安を煽あおって、フェアラート少佐と潰つぶし合ってくれればと思っていたのだが……道化はおれのほうだったか」

　それから冷笑を浮かべ、

「レオン・カーターよ、貴様はもっと直ちよく情じよう径けい行こうだと報告を受けていたのだがな。顔に似合わず冷静に行動してくれるじゃないか」

「あんたのことをマリーの忠臣だと思っていたのに」

　悔しくてレオンは奥歯をギリギリと噛かみ鳴らす。

「レオニダム・オーケットが生きていればまだしも、将軍亡なき今となっては女王派など大海に漂う木の葉も同じ──消えゆく運命よ」

「ノートン少佐、あなたがわたくしに語ってくれた復権の計画や、勇気づけてくれた言葉の数々はウソだったというのですか？」

　悲しみを滲にじませた顔で、マリーが静かに問うた。

　対してツァイはクツクツと嫌いやな笑いを上げ、

「恐れながら女王陛へい下かに申し上げます。あなたのような小娘では味方は集まらず、再び玉座に就つくことは叶かないますまい。しかして、摂せつ政しようのような小物では大国をまともに治めることもできぬ──おれはもう乗る馬を間違えたくはないのですよ」

「貴様っ！　己おのれが主あるじを馬に譬たとえるか!!」

　ツァイの物言いに、オルゴことノース・テイラーが激げき昂こうする。

「ふん。お前はせいぜい駄馬の世話でもしていればいい。早晩、リネイア大陸はアグノリアのものとなるだろうよ。おれは第一王子を……いいや、あの悍かん馬ばを乗りこなしてみせる」

　もはや不ふ敬けいという言葉すらかすむような、身の程をわきまえぬ者の暴言に、場の全員が押し黙る。

　しかしそんな中で、イオーラが見下す目つきでツァイに声をかける。

「いいのかい？　表向きは今回の襲しゆう撃げき、神しん聖せいアグノリア帝国は関わってないってことになってるんだろ？　ザヴァラ兵だけで編制されているのがその証拠──それなのに、あんたの口から第一王子の存在を明かしちゃまずいだろ」

　ツァイも冷めた、人間味を感じさせない目を彼女に向ける。

「どうせ貴様ら全員死にゆく身だ。知られてまずいことなどなにもない」

　それからツァイが思い出したように、レオンに顔を向ける。

「あまりにも滑こつ稽けいだから教えてやる。アグノリアの第一王子はな、レオリア王女の動向などすべてお見通しだ。さまざまな人間が王子の目や耳となっている。極秘で進めていたようだが残念だったな」

「全部、筒抜けだったのか……」

　まだ見ぬ第一王子の力量に、レオンは背筋に冷たいものが伝つたうのを感じる。

　そんな中で、ツァイが楽しげに口の端はしを吊つり上げ、

「ではここでお別れだ。短い旅だったが、なかなか楽しいものだったぞ？」

　身をひるがえすとザヴァラ兵のもとへ移動する。

「全員突撃だ！　ひとりたりとも逃がすなよ、めちゃくちゃに切り刻んでしまえ……いや、女王の死体だけは顔の判別ができるようにしろ。でなければ第一王子が納得せん」

　そのゲスな発言を合図にするように、数百のザヴァラ兵がじわじわとこちらとの距離を詰めてきた。

「ヤバいな……このままだと全滅する」

　ノースが低い声こわ音ねで語り、周囲に視線を巡らす。

「このすぐ近くにバハル砦とりでって廃砦があるんだけど、そこまでたどり着けないかね」

「バハル砦!?　そこだけはダメだ。ノットバレーにいきましょう」

　イオーラの口から砦の名前が出て、レオンは慌てて行き先変更を訴える。いくら文書の内容に齟そ齬ごがあり、信頼性がなくなりつつあるとはいえ、バハル砦だけは不気味だ。

　運命の終着駅というか、作戦失敗の象しよう徴ちようのような場所に思える。

　横目でカロンたちを見れば、彼らも不安と恐怖の混ざった顔をしている。

「敵の紋もん章しよう師が仕掛けてくるぞ！」

　ノースの怒声にレオンはハッとして顔を上げる。

　鉄板鎧プレートアーマーに身を固めた重じゆう装そう歩兵の中から、紋章師と思われる軽けい装そうの敵が躍おどり出る。

「霧む散さんせよ！　安寧なる夢幻世界インフイニト・アツクエルージヨラ」

　極大技インフイニトの発動句を唱えた。

「待て！　紋章術は使うな。蒼あお髪がみのガキに吸収されるぞ」

　ツァイが制止するが、遅かった。敵紋章師を中心に半径五十メートル以上の超巨大な、半円形の水のドームが顕けん現げんする。

「これなら吸収できる！」

　レオンは右腕を掲かかげる。すると水の巨大ドームが光の粒子に変じていき、キラキラと光りながらＹヨグの紋章に吸い込まれていった。

　すかさずレオンはその発動句を唱える。

「霧散せよ！　安寧なる夢幻世界インフイニト・アツクエルージヨラ」

　今度はレオンを中心に半径五十メートル以上の水のドームが展開される。

　そしてドーム内で濃のう霧むが発生する。味方には害はなく、敵兵だけが霧きりにさらされて次々と倒れていった。表情に苦痛や、肉体的な傷はなく、死んでいるのか失神しているのかは不明である。

　しばらくして、水の半円形ドームが解けるように霧散していく。ドームの中にいた百人以上の敵兵はピクリともしない。

「……みんな死んでるの？」

　大勢の、倒れ込む敵兵を見てチェルシーが肩をふるわせる。

「いいや、全員気を失ってるだけさ。同じ術を大戦中に見たことがある。とはいえ三日はまともに起き上がれないけどね」

　イオーラが説明してくれる。

「だが半数以上は健在だな……」

　冷静に周囲を見渡すノース。ドームの外側にいた敵兵はまったくの無傷だ。

　しかも、ドームの内側にいたツァイ・ノートンもなぜか無事で、彼は白い煙のようなものを身にまとわせていた。

「……どうしてノートン少佐だけ平気なの？　あの白い煙って防御の紋もん章しよう術？」

　不可解だと言わんばかりに、シャルロットが表情を曇らせる。

「アレは〈白亜の祝福ホワイト・ブレス〉だね。紋章術も、普通の攻撃もきかないっていう厄介なアイテムさ」

　イオーラがツァイの様子をうかがいながら、

「……真っ向から戦えばやられるね。敵の数もまだかなりいる」

　彼女の声を聴きながら、現状が依然、不利であることにレオンはうめく。

「たった百人の敵しか倒せないなんて……極大技インフイニトは千人以上を相手にできるんじゃねえのかよ」

　紋章術の奥おう義ぎである極大技は数百人から千人以上もの人間を葬ることができると、レオンたちは学園の講義で習っている。

「術者の練度や、地形によるんだよ。この場合は練度の問題だろうけどね」

　脱出ルートを計るようにイオーラが注意深く包囲網を見定め、

「あんたが言ってる千人云うん々ぬんは、だだっ広い場所でオズワルドやレオニダムのような化物が使った場合さ」

「だが今の極大技で敵も戦意を喪失している。この機に乗じてバハル砦とりでに逃げ込むぞ」

　ノースが低い声で、この場からの離脱をうながす。

「だからバハル砦はダメだって。ノットバレーに向かって、エルク王子に助けてもらうべきなんだ！」

　運命が収束していくさまにレオンは暗あん澹たんとしながら、どうにか行き先を変えようと試みる。

「ノットバレーまではまだ一日以上かかる。途中で敵に追撃されて全滅だよ。それよりもバハル砦に立て籠もって殿下の軍が来るのを待ったほうがいい」

　論理的にイオーラがレオンを諭さとして、

「この隙すきを逃せば砦にもいけなくなる。これは班長としての命令だ──今からバハル砦を目指すよ」

　イオーラの有無を言わせぬ態度により、レオンたちはバハル砦へ向けての進軍を余よ儀ぎなくされる。

「……結局、こうなっちまうのか」

　もはやレオン一人の力ではどうにもならず、運命にもてあそばれているような絶望感に目の前が真っ暗になる。

　無念そうに顔を歪ゆがめるレオンの隣では、カロンやシャルロット、チェルシーも同様の表情で、この先に待ち構えているであろう激戦に不安を抱いていた。




４




　バハル砦とりでは『丘と庭モツト・アンド・ベリー』という城じよう塞さいの形態をとっていた。

　丘の上に建てられた天守キープと、その麓ふもと（庭）には小さな林と、切り開かれた場所に兵舎や練れん兵ぺい場を造り、周囲を城壁で守っている。出入り口はゲートハウスという監かん視し塔とう付きの門になっていた。

　今から五十年ほど前に、王家で継けい嗣し問題による内紛が起きた際、この砦で大規模な戦闘がおこなわれたという。

　そんな歴史を持つバハル砦も老ろう朽きゆう化により、数年前に放ほう棄きされている──。





　　　　※






「亡命作戦の開始前に、ザヴァラ王国内のアグノリア派の連中が妙な動きをしているのはわかってた。わたしはエルク王子殿下の直属でね、奴やつらは敵なんだよ」

　イオーラが真剣な顔でレオンたちに事情を話し始める。

　あのあと、なんとかレオンたちは砦にたどり着いた。庭ベリーにも兵舎があったが、より防御性の高い丘の上の天守に陣取ることに決めたのだ。

　天守は、石造りの四階建てであり、籠ろう城じようを想定して造られていたようで居住性に特化したものだった。

　現在は一階の大部屋に、レオンたちアグノリアの四人と、マリー、イオーラ、ノースの七人がいる。他は、城壁での見張りと、食料などの備び蓄ちくの有無を確認している。

　と、イオーラがちらりとマリーの顔を見る。

「ザヴァラうちの国王陛へい下かは日和ひより見みでね、なによりアグノリア派を恐れて言いなりなところがある。今回だって女王さまの受け入れで揉もめに揉めて、結局アグノリア派の顔色をうかがう形で女王さま暗殺の勅ちよく命めいを出したのさ、情けない」

　王子の直属だからか、イオーラは国王への不ふ敬けい発言を平気で乱発する。

「……わたくしのせいでザヴァラ王国が割れることになるなんて」

　マリーの顔色は青白く、相当の心労が溜たまっているのが見て取れる。

「あ、いえ、責めてるわけじゃないです。女王さまのせいじゃない。もとから割れてるんですよ」

　失言だったと気づき、慌ててイオーラが訂正する。

「それにエルク王子殿下は、貴女あなたを必ず助けるようにわたしに命令されました──ザヴァラ王国と神しん聖せいアグノリア帝国は対等であるという意志表明の意味もありますが、殿下は血縁であるマリーディア女王さまの身を心から案じているんです」

「エルクお兄さま……」

　瞳ひとみにわずかに涙を溜ため、マリーが王子の名を口にした。

　出発前に聞いたレオリアの説明では、ザヴァラの現国王の母親がガルゼノンの王族だという。マリーとエルク王子は親戚であり、深い絆きずなで結ばれているようだ。

「一ついいですか」

　レオンは真剣な表情でイオーラを見る。

「ああ。どうした？」

「作戦開始前から不ふ穏おんな動きがあったんなら、そのことをおれたちにも話してほしかったです」

　その言葉に、彼女が弱ったなという顔で苦笑いをする。

「それに関しちゃ、お互いさまってことにしてくれないかい？　あんたたちもこっちに内緒で王子殿下に手紙を送ってたんだろ」

「お前たちが余計なことをしてくれたから、ツァイ・ノートンの襲しゆう撃げきを受けることになった。これでは秘ひ密みつ裏りに、おれが王都まで飛んでエルク王子に援軍を要よう請せいした意味がない」

　ノースが非難めいた口調でレオンを睨にらんだ。

　確かに、エルク王子へのマリーの親しん書しよのことをツァイは知ったから、ノットバレーに入る前に襲撃をかけてきたのだ。

　しかしレオンとしても、まさかイオーラたちがエルク王子に援軍を頼んでいたなんて思いもよらなかった。

「ノース、あまりきついことは言わないでやってくれ。即席のチームだからね、どうしても肚はらの中を全部明かすことはできないさ」

　そこで小さく息をつき、

「でも、もっと早い段階でノートン少佐の正体に気づけていたらね、こんなことにはならなかったのに」

「ねえ、ツァイ・ノートンが敵だっていつから知ってたの？」

　レオンたちのやり取りを聞いて疑問に思ったようで、チェルシーが質問する。

　それに答えるように、イオーラが唇を軽く舐なめながら、

「敵だってハッキリしたのはノースが情報部で裏を取ってからだけど、わたし自身は最初の襲撃が終わったときに当たりをつけてたよ。だからマルエンに着いたあと、ノースに王都まで飛んでもらったのさ」

「……最初の襲撃で？　ぼくはちっとも気づきませんでした」

　カロンが会話に入り、イオーラを尊敬の眼まな差ざしで見つめる。それがこそばゆいようで、彼女はちょっとはにかんだ。

「確信を得られるほどはっきりしたものじゃなかったんだけど。あのとき、女王さまを守りながら戦場全体の流れを見てたら面白いことに気づいたのさ」

「面白いことですか？」

「みんなが果敢に戦ってるのに、一人だけ戦闘を拒否していた奴やつがいた……ノートン少佐さ。女王さまを守ることを理由にまったく戦おうとしていなかった」

「でもそれだけで敵だって疑うのはいくらなんでも……」

「まあね。ほかにも奴ら、武器とか鎧よろいとか部分的にガルゼノンの正規兵の装備をしてたんだ──いかにも、ガルゼノン兵が野や盗とうに扮ふんしてますって感じでね」

　鼻で笑いながら、

「そんな露ろ骨こつなやり口に騙だまされるわけない。すぐに襲しゆう撃げき者が摂政派ブリガンテじゃないって気づいたさ。そうなりゃ残りはアグノリア派しかいない。そして奴らと戦わないノートン少佐も奴らの仲間──、って感じで疑ったんだ」

「……おれたちはツァイの奴に言いくるめられちまったんだな」

　一連の話を聞き、レオンは自身の無ぶ様ざまにうめいた。

「敵を欺あざむくには味方からって格言に倣ならったのが仇あだになっちまったね。もっとあんたたちと向き合うべきだった。すまない、班長失格だね」

　落ち込むレオンに、イオーラが謝罪の言葉を口にした。

「いえ、向き合ってないのはおれたちも同じです……」

　そう、今現在もウィンチェスター文書については黙っているのだ。彼女の誠意に応こたえていないことに、レオンは罪悪感を覚える。

　間合いを計るように、ノースがおもむろに口を開いた。

「むしろ、おれの方が疑われた感じがしたな。最初の襲撃のとき、明らかに殺気を向けられた」

　非難というよりも、場を和なごませる感じだった。だがレオンはなにも言い返せない。ウィンチェスター文書に敵だと書かれていたなんて言えるわけもなかったから……。

　そこでイオーラが苦笑まじりにレオンを擁護する。

「そりゃあんたが不愛想すぎるのが悪いよ。いつも怒ってるように見えるからね……ま、王子殿下はあんたの必要以上に口を利かないところが信用できるって言ってるけどね」

「ノース・テイラー大たい尉いは、我が国の、レオニダムの直属の部下だったのですよね？」

　マリーが確認するように質問する。彼女としても、まだノースが自国民だということに違和感を覚えているようだ。

「はっ！　竜騎兵軍団所属であります。レオニダム・オーケット将軍の命により、ザヴァラ王国にて諜ちよう報ほう活動をおこなっておりました」

　背筋を正して、国主であるマリーにノースが張りのある声で答えた。

　対してマリーは切なげに目を細めて、

「……我が国の精鋭だったのですね。でもその竜騎兵軍団も今や摂お政じ親子の私兵と化しています。すべてわたくしの力不足です」

「恐れながら！　たとえ摂せつ政しように牛ぎゆう耳じられようと、竜騎兵ドラゴンライダーの中にも陛へい下かの忠ちゆう臣しんはおります」

　顔を伏せると力なく肩を落とすマリーに、ノースが表情を引き締めて彼女を肯こう定ていする。

「こいつはすごいんだよ」

　そんな彼らを元気づけるように、イオーラが陽気な声を出す。

「亡命作戦の人選が始まるとすぐに、王子殿下に身分を明かして作戦への従じゆう事じを願い出たんだ。他国の諜ちよう報ほう員いんだなんてバレれば、その場で首を落とされても文句は言えないのにね」

「……オーケット将軍が亡なくなり、おれも焦っていた」

　バツが悪そうに、ノースの眉み間けんにより深くしわが刻まれる。

「いやいや、褒めてるんだよ。その度胸に。ちょっと面白みに欠けるのが玉に瑕きずだけどね」

　そんなやり取りで場が和なごむ中で、レオンは決断する。

「テイラー大たい尉い、いろいろと無礼を働いてすみませんでした！」

　文書の内容はともかく、この世界で彼が敵でない以上、最低限のけじめをつけるべくレオンは頭を下げて謝罪をした。

「貴様は陛下を必死で守ってくれた。ガルゼノン軍人として感謝する」

　姿勢を正したまま、ノースがレオンへと敬礼をする。

「……ノース、ちょっと答えてもらいたいんだけど」

　和やかな雰囲気とは逆に、躊躇ためらいがちにイオーラが声をかける。

「レオニダム・オーケット将軍がレオンたちとの戦いで死んだのは知ってるね？」

　途と端たん、ノースの表情が険しくなった。

「ああ。その報告は受けている」

「レオニダムを討うたれたことでレオンたちに恨みを持っちゃいないかい？」

　イオーラが小さく息を吐きながら、

「せっかくいい空気だったのにすまない。でも今からまた敵と戦わなくちゃいけなくなるかもしれない。だから、できるだけわだかまりをなくしておきたいんだ」

　彼女の質問に、ノースが一度目を閉じる。心を落ち着けているようだ。そしてわずかな時間が経過して、ゆっくりと目を開けた。

「恨みがないと言えばウソになる。だが戦場で死ぬのは武人の本ほん懐かい……しかもオーケット将軍は宿敵だったオズワルド・ウィンチェスターと決着をつけた」

　気持ちの整理をつけるようにノースがはっきりと告げる。

「もしもおれがレオン・カーターらを傷つければ、正々堂々と戦ったオーケット将軍の顔に泥を塗ることになる。そんなことはできない」

　その言葉に、イオーラがホッとした顔をする。

「あんたのような奴やつがいれば、ガルゼノンの女王派もまだまだ大丈夫だね」

　場の緊張が解けて、レオンも安あん堵どの息を吐く。しかし同時に、マリーをはじめ、女王派の多くが自分たちに複雑な感情を持っているのだろうと思った。

　そのときカロンが少し言いにくそうに、だが真剣な表情をノースに向ける。

「テイラー大たい尉い、ぼくの質問にも答えてもらっていいですか？」

「おれに答えられることなら」

　ノースが了承して、カロンが軽く礼を取る。

「お怒りになることを承知で、率直にお聞きします。女王陛へい下かと、レオニダム・オーケット将軍、あなたにとってはどちらがより大切な存在でしょうか？」

　場が沈黙する。

　質問の意い図とが見えないのもあるが、それ以上にカロンの発言は忠ちゆう義ぎの軍人を侮ぶ辱じよくするものである。案の定、ノースの表情が険しいものになった。

「陛下の御ご前ぜんでなにが言いたいのだ。王国臣民はみな等しく女王陛下に忠ちゆう誠せいを誓うものだ。それともおれに謀む反ほんの疑いでもかけたいのか」

　レオンは止めようとするが、カロンがスッと手を上げ、大丈夫だというポーズを取る。

「他意はありません。大尉が忠義を尽くすガルゼノン軍人であることはもう証明されています。ただ、どうか答えてほしいんです」

「ガルゼノン軍人ならば、女王陛下以上に重きを置くものなどあるはずがないだろう。小僧、ガキとはいえ、次にこのような武人を試すようなことすれば容赦はしない」

　カロンが深く頭を下げる。

「すみませんでした。ただ、竜将閣下はガルゼノン軍人の誇りだと聞きましたので」

　わずかにノースは押し黙り、それから付け加えるように言葉をつむぐ。

「将軍は我らの規き範はんとなるお方だった……いや、目に見える正義そのもの。あの方の配下であったことをおれは誇っている。生しよう涯がい敬けい愛あいするに足る、偉大なる軍人だ」

　熱を宿すような話しぶりから、ノースが本気でレオニダムを尊敬していることがうかがえた。

　その後、イオーラが気まずい雰囲気を払ふつ拭しよくするように、ノース、マリーの三人で今後の話し合いをすることを提案した。

　それによって、レオンたちは部屋を辞じすことになった。




「なあカロン、いきなりあんな質問、マジでビビッたよ」

　三階の小部屋に四人は移動していた。

　ベッドが二台置いてあるだけの寂しい部屋である。ベッドには藁わら詰めや綿詰めの寝具はなく、剥むき出しの木板には埃ほこりがたまっていた。

　四階建てのこの天守キープは、一階から三階までが居住区となっており、四階が武器庫、屋上からは周囲の地形を見渡すことができる。

「空気の読めるあんたらしくないわね。まるでレオンみたい」

　埃を払ってベッドに腰かけているチェルシーが、カロンを見上げる。そのカロンはなにかを考えるふうな顔でずっと黙っている。

　レオンはポーズだけ不機嫌な表情をみせる。それからチェルシー同様にベッドにすわるシャルロットに声をかける。

「なあシャルロット、お前もなにか言ってくれよ」

「あ、うん。そうかもね」

「うわ、味方がいねえ」

　おどけた声を出してみるが、シャルロットはちらりとレオンを見上げただけで、すぐにうつむいてしまった。

　顔色も紙のように白くなっている。

　もともと気力が弱っていたところにあの大襲しゆう撃げき、彼女の精神は限界ギリギリまできているようだ。

　──こんなことなら、シャルロットはディーヴァ姉ちゃんに預けるべきだった。

　幼おさな馴な染じみの憔しよう悴すいぶりに、レオンは胸が締めつけられる。

　ウィンチェスター文書があるとはいえ、初めから危険な任務だった。それを「みんなで力を合わせたい」という言葉で引っ張ってきてしまったのだ。今思い出すと、シャルロットは学園にいたときから、どことなく気分が沈んでいるようだったのに……。

　自身の判断ミスに後悔の念が湧いてきた。

　──もっとしっかりとシャルロットを見るべきだった。

　仲間を守りたいと願いながら、現実は裏目ばかりで空回りしているのだ。

　レオンが押し黙っていると、カロンがゆっくりと全員を見渡す。

　そして彼は驚くべきことを口にした。

「ウィンチェスター文書の食い違いの謎が解けたよ──」

　衝撃的な言葉にレオンとチェルシーが食い入るようにカロンへ注目する。シャルロットも顔を上げていた。

「作戦に参加している人間が、前回とは微妙に違うからなのか？」

　レオンはカロンに問いかける。

　ウィンチェスター文書の齟そ齬ごについてはレオンもずっと気になっていたのだ。しかし前回と今回の違いを考えても、参加している人間の違いしか見いだせなかった。

　そう、前回は、カロンとシャルロットの代わりに、レオリア会長が雇ったという傭よう兵へいが編入されていたのだ。

　しかしカロンはゆっくりと首を横に振る。

「面子キヤストの違いじゃない、状況シチユエーシヨンの違いだったんだ」

　いまいち理解できず、レオンは首をひねる。

「そしてこれに関する警告は、もうチェルシーが出してたんだよ」

「あたしが？」

　いきなり自分の名が上がり、チェルシーが怪け訝げんな顔をする。

「そうだよ。ずっと前にチェルシーが正解を言ってくれてたんだ。それをぼくたちが否定してしまった」

「なあカロン、もったいぶってないでわかりやすく話してくれねえか」

　レオンを始め、チェルシーもシャルロットも困惑した顔をする。カロンの言いたいことがわからないのだ。

「そうだね」

　軽く呼吸を整えて、カロンが説明を始める。

「前に学園の付属図書館で話し合いをしていたとき、チェルシーが言ったよね？　レオニダム・オーケットが生きているか死んでいるかみたいな大きな違いがあると、もう文書は役に立たないんじゃないか、って」

「……言ったわ。でも問題ないってレオンが説明してくれたし」

　記憶を探る顔をしてチェルシーが答えた。

　レオンも同様にそのときのやり取りを思い出す。アレは浴場のぞきの直後で付属図書館にいったとき、チェルシーにそういった疑問を投げかけられたのだ。

「ああ。確かにおれは説明した──幽ゆう閉へいも死亡も、表舞台からの退場って意味じゃ同じことだからなんの問題もないって。だってそうだろ？　亡命作戦の引き金はレオニダムの〈不在〉なんだから」

「うん。亡命作戦自体の引き金は、オーケット将軍の〈不在〉で間違いないと思う」

「なんだよ。じゃあ一体なにがいけないって言うんだよ」

　まどろっこしさが抜けなくて、レオンは若じやつ干かん、苛いら立だってしまう。

「レオニダムの生死なんて関係ねえだろ？」

「ううん。やっぱりそれが一番大きく関係してたんだよ」

　レオンの目を見つめてカロンがきっぱりと告げる。

「よく聞いてね。かの竜将はガルゼノンにおいては絶対的なカリスマだったんだ。ディーヴァさんからランコール先輩の話を聞いたときも出たんだけど、女王さまよりも彼に忠ちゆう誠せいを誓う人たちもいたらしいんだ……さっきのテイラー大たい尉いだってきっと」

　そこでレオンはハッとする。

「さっきの空気の読めない質問って、そのことを確かめるためだったのか」

　うん、とカロンがうなずいた。

「……レオニダムに忠ちゆう誠せいを誓ってるからって、女王さまをないがしろにしてるわけじゃないでしょ？」

　チェルシーの疑問に、レオンも内心で同意していた。

「そうだよな。レオニダムが女王派パトリオータの中心人物なんだから、奴やつに忠誠を誓ってれば一体感が増すんじゃねえのか」

「普通ならね。でも異常事態ならちょっと話が違ってくるんだ……ここからは、今となっては想像でしかないんだけど」

　そう断って、カロンは持論を展開していく。

「まず前提として、ウィンチェスター教官のときはオルゴ・ウッドマン……ノース・テイラー大たい尉いが摂せつ政しようの内通者で、彼の手引きでガルゼノン軍が襲ってきた、これは間違いないと思う。文書にもはっきりと、彼が、摂政の内通者であることを告げたって書かれてる。そのときのテイラー大尉は本当にぼくたちの敵で、女王さまもろとも殺しにかかってきたんだ」

「じゃあ教官のときのツァイ・ノートンはどうなるんだ？　そのときは、テイラー大尉とツァイの両方が裏切り者だったってことなのか？」

　レオンの問いかけに、カロンがあごに手を当てて、考えを整理するような顔をする。

「何度も言うけど、今となってはもう確かめようがないんだ。だからあくまでもぼくの想像なんだけど……ウィンチェスター教官のときはテイラー大尉が摂政の内通者で、ツァイ・ノートン少佐もアグノリアの第一王子と通じていた。ノートン少佐も襲しゆう撃げきをしようとしてたんだけど、テイラー大尉のガルゼノン軍に先を越されたんだ──ガルゼノンの国内を移動するんだから、ガルゼノン軍のほうが動きやすいに決まってるもんね。人数だってたくさん揃そろえられるし」

「……つまり、教官的にはツァイ・ノートンが敵だという認識がなかった。だから文書にも頼りになる仲間って書いたってわけ？」

　確認するチェルシーに、カロンが首を縦に振った。

　レオンもその説明を理解しつつ、

「でも、それならツァイの奴はテイラー大尉と共闘してマリーを暗殺すればよかったんじゃねえのか？　目的は一緒なんだし」

「目的は一緒でも、ノートン少佐は神しん聖せいアグノリア帝国に、テイラー大尉はガルゼノン王国に通じていたわけだから、共闘は無理だったと思うよ。たぶんノートン少佐は自分の獲物を横取りする敵として、テイラー大尉の手引きしたガルゼノン兵と戦ったんだと思う」

「じゃあマリーを守っての名誉の戦死じゃなくて……」

「ただ単にヘタを打っちゃったんだろうね」

「……間抜けな野郎だな」

「仕方ないよ。文書によると、襲ってきたのは百人以上いたらしいし」

　しゃべり疲れたのか、カロンは一度咳せき払ばらいをした。

「ねえ、教官のときはガルゼノンの襲しゆう撃げきをなんとか乗り切って、マルエンまでたどり着いたのよね？　ザヴァラ兵……っていうか、アグノリア派の襲撃はどうなったの？」

　チェルシーが腕を組みながら、形のいい唇を尖とがらせる。

　その疑問にレオンも、ツァイの手引きによるアグノリア派の兵士が、ソルネ渓けい谷こくの森の中に潜んでたはずだよな、と首をかしげる。実際、レオンたちのときは、彼らは森の中から襲ってきた。

「文書を読むと、レオンは極大技インフイニトを吸収して、それを使ってガルゼノン兵を撃退したってある──当然、アグノリア派の兵士はそれを見てたと思うんだ。手引き者であったノートン少佐も戦死してて、レオンが極大技を使ったのを見て怖おじ気けづいたんじゃないのかな？　彼らは四、五十人で、たいした紋もん章しよう師もいなかったから」

　カロンの想像とはいえあまりの展開に、レオンはうーんと唸うなる。

「レオニダムの生死でこんなに変化があるなんて、運命の分岐点って感じだ」

「そうだね。その生死が運命の分かれ道になってた。ウィンチェスター教官のとき、竜将は生きていて幽ゆう閉へいされていた。それは文書にもあったよね？」

　おう、とレオンは答える。文書にはちゃんと「遠方の地で幽閉」と記されていた。

「タイラー大たい尉いは取引を持ち掛けられたんだと思う」

「取引？」

「摂せつ政しようから、レオニダム・オーケット将軍の解放を条件にマリーさんの暗殺の手引きを、ね」

「……マジかよ」

　想像だにしないことに、レオンはおもわず天井を仰いだ。

「あくまでぼくがそう考えてるだけなんだけど……そうじゃないと、タイラー大尉のような武人が、女王さまを裏切るとは思えないんだ」

「それにしたってひでえ話だ……まあ、タイラー大尉はともかくとして、ツァイ・ノートンは正真正銘のゲスだし」

　レオンは吐き捨てるようにつぶやいた。

「……そういやノートン少佐、マルエンの宿屋で、ちょっとだけ娘さんの話をしてたな」

　思い出すような顔をカロンがして、

「案外あの人の本当の願いは、安全な場所で娘さんと暮らしたい、とかなのかもね。根っからの悪人じゃないと思いたいよ」

　カロンの表情が優しげなものになる。

「だけどさ、そのために何人も犠牲にするってんなら、やっぱりゲスだ」

　レオンはカロンの考えに同意できず、後味の悪さに胃の辺りがうずいたとき──いきなり部屋のドアが荒々しく開いた。

　そしてイオーラが忌いま々いましげな顔をして入ってきた。

「──敵軍に囲まれた！　千人以上いる」




「……ッ!?」

　陽ひが傾き、夕暮れの茜あかね色いろに天守キープの陰が東へと長くのびたころ──天守の屋上、張り出し櫓やぐらからレオンは眼下に整然と並ぶ大軍に声が出せなかった。

「さっきの数百人の部隊は別働隊だったみたいだ。そしてこっちが本隊……」

　隣ではイオーラも腕を組みながら、険しい表情で敵の大軍を見下ろしている。

　バハル砦とりでの周囲は森林地帯からすっぽりとくり抜かれたように草原地帯となっており、見晴らしがよい。

　敵部隊が掲かかげる、『双頭の黒山羊カープリ・ネリ』の旗が風にたなびいている。

「ノスボルレ侯こう爵しやくめ、これ見よがしに王家の旗を掲げてくれるね」

「そのノスボルレってのが敵の大将なんですか？」

　イオーラに振り向き、レオンはなんとか口を開いた。

「ああ。五十年前の、王家の継けい嗣し問題にも関わったっていう、クソジジイさ」

　舌打ちをして、

「だけど安心しな。王宮で、エルク王子殿下が必ず国王陛へい下かを説得して勅ちよくを取り下げてくれる。そうすりゃ、王子殿下の軍が助けに来てくれる」

「でもそれまで敵が待ってくれますかね……」

　文書には、エルク王子の軍は敵の攻撃までに到着せず、レオンとチェルシーを残して全滅したと記されているのだ。

　イオーラの顔色がわずかにかげったが、すぐに明るい笑えみをみせる。

「あんたのおかげで、ある程度は牽けん制せいできる」

「おれのおかげ……？」

　意味が分からず首をかしげるレオン。

「そうさ。さっきの森の中で、あんたが極大技インフイニトの吸収なんて離れ技をかましてくれたからね、敵さん、ビビってるはずだよ。得体の知れない相手と戦うのは度胸がいるもんさ。少なくとも敵は紋もん章しよう師の投入を控えるだろうね」

　その説明にレオンは苦々しいものを感じる──敵の紋章師の極大技を吸収しまくって、それを矢継ぎ早に使って大軍に大打撃を与えられればと考えていたのだ。だが、確かに吸収されるのがわかっていて使ってくる間抜けはいないだろう。

　そんなレオンの焦しよう燥そうに気づいていないようで、イオーラが続ける。

「赤い旗が見えたらわたしたちの勝ちだ」

「赤い旗？」

「ザヴァラ王国の王族にはそれぞれ固有の色が割り当てられていて、その色はその王族以外は使えない──エルク王子殿下の〈王家の御色ロイヤル・カラー〉は赤色なんだよ」

「……つまり、赤い旗を掲かかげることができるのはエルク王子の軍だけってことですか？」

「そうそう」

　物わかりのいい生徒を褒めるように、イオーラがうんうんと首を縦に振った。

　そんなときだった。

「フェアラート少佐、ノスボルレ侯こう爵しやくの軍より使者が参られました！」

　ザヴァラ王国の護衛官の一人が屋上に入ってきて、張り出し櫓やぐらの前で報告した。

「駆け引きをしにきたね。どう出るか、お手並み拝見だよ」





　　　　※






「ガルゼノンの女王さまを差し出せば、それで終わりにしてくれる、と。つまりその他の人間に危害は加えないと侯爵は言ってるんだね？」

「はっ！　現在、イオーラ・フェアラート少佐以下、全兵員は国王陛へい下かの勅ちよく命めいに背そむく反逆者であり、粛清の対象となっております。しかし侯爵さまはいたずらに血が流れることを望んでおらず、少しでも恩おん情じようをほどこしたいと」

「なるほどね。恩情をほどこしたい、か。さすが官軍さまだ」

　ここは天守キープ一階の大部屋──使者を前に、主だったメンバーが集まっている。

「じゃあ二度の襲しゆう撃げきはなんだったんだい？　恩情のかけらもなかったように思うけどね」

　イオーラはねめつけるように使者の顔を見上げる。使者がわずかにひるむが、彼は姿勢を正して答える。

「フェアラート少佐、反逆者の指揮官であるご自身の立場を深く考えていただきたく思います」

　一瞬、イオーラの表情が怒気に染まる。

「命を助けてやるんだから、賊ぞく軍ぐんの立場で文句を言うなってことかい？」

　使者は肯こう定ていを示すように無言である。

「ふん。白々しい。端はなから命を助けるつもりなんてないくせに」

　イオーラは鼻で笑うと、

「今回の黒幕──神しん聖せいアグノリア帝国の第一王子の存在を知ったわたしたちを、あんたらが見逃すわけがないだろう」

　使者は無言のままである。イオーラは構わず沈黙を通す使者を見据えた。

「ノスボルレ侯こう爵しやくに伝つたえな、エルク王子殿下が陛へい下かから勅ちよく命めいを取り下げたら、そのときはあんたが賊ぞく軍ぐんの大将だってね。地位も財産も、命も失うことになる。それが嫌いやならさっさと王都に引き揚げな──今だったら、このイオーラ・フェアラートが王子殿下に恩おん情じようを請こうてやるよ」

　交渉決裂、アグノリア派との戦いが避けられないところまできていた。




５




　夜明け前のしじまに、敵の焚たいた篝かがり火びがバハル砦とりでをぐるりと取り囲んでいるのがわかる。決して逃がさないというように、緊きん密みつに設置された光源は、炎ほのおの牢ろう獄ごくを連想させるように夜の闇やみを赤々と切り取っている。

「まだ動かないわね」

　城壁に付属する監かん視し塔とうから、毛布にくるまりながらチェルシーが敵の布陣を観察する。

「隙すきをうかがってるんだろうな。夜明け前のこっちが一番気が緩むときを狙ねらってくるって、イオーラさんが言ってた」

　レオンはチェルシーに視線を移した。

　二人は早めの仮眠を取ったあと、この監視塔で見張りの任務に就ついていた別の護衛官と交代した。

「じゃあもうすぐ攻めてくるの？」

　不安げな顔でチェルシーがレオンを見上げる。

「可能性は大きいけど……」

　レオンは再び敵の大軍に目をやり、

「その前にザヴァラの王子さまが助けに来てくれれば、な。侯爵軍の倍の兵だっていうし、敵も戦わずに降伏するさ」

　現在の侯爵軍が千人の兵に対して、ザヴァラの国境での行ぎよう商しよう人にんからの情報ではエルク王子の軍は二千人だという。さらに王子が首尾よく勅命の取り下げに成功していれば、ノスボルレ侯爵は大儀を失ってしまう。

　しかし、だからこそノスボルレ侯爵も必死なはずなのだ。マリーを暗殺できれば、神しん聖せいアグノリア帝国の威光を笠かさに着てザヴァラ王国を裏から牛ぎゆう耳じることができるのだから。

「とにかく今は、王子軍をあらわす赤い旗が見えるのを祈るしかないな」

「……そうよね。まだ文書の通りになるって決まったわけじゃないもんね」

　自分を納得させるようにチェルシーがうなずく。それからレオンに、自分の隣に座るように手を振った。

「どうした？」

「別にどうもしないけど、立ってると疲れるでしょ？　それにあんた寒くないの？」

　ザヴァラはガルゼノン同様に緯度が高いため夏でも気温が低い。しかも夜明け前なので肌寒さを感じる。

「意識すると確かに寒いな」

　石造りの床に腰を降ろす。石の冷たさが衣服ごしに伝つたわり、レオンはブルリと震えた。

「ほら、風邪ひくわよ」

　チェルシーが毛布を広げてレオンに入ってくるようにうながす。

「えっと、いいのか？」

「別に。従者に倒れられたら、守ってくれる人がいなくなるし」

　わずかにほおを上気させながらチェルシーが唇を尖とがらせる。

　レオンもやや緊張しながら毛布の中にもぐり込んだ。一枚の毛布を共有する形で二人は密着する。互いの体温が感じられ、しばしの間沈黙が訪れる。

　そんな中で先に口を開いたのはチェルシーだった。

「あたし、パパに会う前に死んじゃうのかな」

　ポツリと、つい口から出たという感じのつぶやきだ。

「みんなと一緒に学園に帰りたい……」

　さらに切実な感じで言葉を紡つむいだ。

「もちろんだ。誰も死なせない。マリーもカロンも、シャルロットもだ」

　レオンは強気に言ってみせるが、内心では不安が渦巻いている。

　バハル砦とりでに逃げ込んだことで、オズワルドが体験したように、運命が収束していく恐怖がある。細部に齟そ齬ごがあっても、結局は絶望の結末が待っているのではないか、と。

　援軍も来ず、千人の兵に雪な崩だれ込まれればなす術すべなどない。

　だから今はただ祈るように、エルク王子の軍が到着するのを待っている。それ以外に生存の可能性は見いだせない。

　レオンは心を落ち着かせるため、「案外、教官のときとは違ってうまくいくかも」などと楽観的に考えてみる。

　と、そのとき。突然チェルシーが立ち上がった。

「城壁がなにか変……」

　聞き終える前に、反射的にレオンも立ち上がり、チェルシーの視線の方角を凝ぎよう視しする。眼下の城壁で人影が立ち上がった。しかもその人影は次から次へと増えていくのだ。

「……敵の侵入だ！」

　どうやら梯子はしごをかけているようで、敵の数は増え続ける。

　敵は城門を攻こう城じよう槌ついで破壊せず、内側から解かい錠じようするつもりらしい。全体的に老ろう朽きゆう化が進んでいるとはいえ、かつて継けい嗣し問題などの大規模な籠ろう城じよう戦があったらしく、城門や城壁は堅固な造りなのだ。

　敵の侵入に、覚悟していたとはいえ焦しよう燥そう感が募っていく。

「レオン、どうしよう」

　恐怖から声を震わせるチェルシー。その声でレオンは我に返った。

「すぐに天守キープに戻ろう。イオーラさんたちに知らせなきゃ」

　言うと、レオンは頭上からぶらさがる半はん鐘しようをおもいきり叩たたいた。

　悲鳴のような金属音が砦とりで内に響き渡る。天守に籠っている仲間たちにも異常は伝つたわるだろう。

「いこう、チェルシー。グズグズしてると逃げ道を失う」

　レオンはチェルシーの手を引いて一気に監かん視し塔とうを駆け下りる。幸い敵兵はまだ城壁から動いておらず、正面切っての遭遇はなかった。

　二人は〈庭ベリー〉を駆け抜ける。庭の中央にある教練場、その中ほどに設置された枯れ井戸を通過して、丘の上に建つキープへ走った。

　そのとき背後で怒号のようなものが上がり、ついで地震のような揺れを感じた。どうやら城門が解錠されたようで、千人の軍勢が雪な崩だれ込んできたようだ。

　追われる圧迫感から振り返ろうとするチェルシーの手を、レオンは強く握る。

「後ろを見ちゃダメだ！」

　大軍を目まの当たりにすれば足はすくみ、走れなくなってしまう。この状況で動けなくなればそれは死を意味する。

「みんなと合流すればなんとかなる」

「う、うん──」

　とにかく今はチェルシーを鼓舞して天守にたどり着くことだけを考える。

　緩い勾こう配ばいの丘を登りきり、二人が天守に入ったときには敵の軍勢は教練場あたりまで踏み込んでおり、続々と天守を目指して進軍してくる。練れん兵ぺい場から天守までは三百メートルといったところである。

　レオンとチェルシーが天守に入ると、護衛官の一人が扉を閉め、気休め程度にしかならないだろうが閂かんぬきを掛けた。

　とりあえずの生還にレオンが安あん堵どの息を吐くと、上階からカロンが降りてくる。

「レオン！　大丈夫？　ケガはない？」

「ああ。おれたちは平気だけど、敵がもうそこまで迫ってる。シャルロットやマリーは無事か？」

「うん。みんな屋上に避難してる。ぼくたちもいこう」

「わかった」

　それからレオンはチェルシーに向き直り、

「疲れてないか？　なんだったらおぶってやるよ」

「ば、バカ言わないで。ちゃんと歩けるわよ」

　ぶっきら棒に言うチェルシーに、まだ気力があることを確認する。

　それからレオンたちは四階建ての天守キープの屋上へと階段を上がる。

　ところどころにベッドや椅子を使って簡易の阻塞バリケードが築かれていたが、この程度ではたいした効果は見込めないだろう。

　屋上に出ると夜明けが近いようで、東の空が白々と明るくなっていた。

　全員が屋上の中央に集まっている。合計十五、六人といったところだ。ガルゼノンの商都ゼルーツェで合流したときは二十人以上いたのだが……。

「……レオン」

　イオーラのそばで、シャルロットが半泣きの顔でレオンの名前を呼んだ。

「シャルロット」

　あの優等生然として、気の強い彼女が見る影もなかった。しかしこの絶望的な状況では仕方がないだろう。

　ただどんな言葉を掛ければいいのか瞬時には思いつかず、レオンはもどかしく唇を噛かんだ。と、そのとき誰かの視線を感じた。

　そちらに顔を向けると、ノース・タイラー大たい尉いや他のガルゼノンの護衛官たちに、守られるように囲まれているマリーと目が合った。

　緋ひ色いろのきれいな瞳ひとみがレオンを心配げに見つめている。

　レオンは大丈夫だというふうにぎこちなく目配せをする。彼女とはマルエンの教会で話して以来、会話らしい会話をしておらず、この戦いが終わったらお互いのわだかまりを解消したいと思った。

「全員集まったね！」

　レオンたちの到着を確認してイオーラが声を張り上げる。それから彼女が指揮官らしく余裕のある顔で全員に笑えんでみせる。

「圧倒的な戦力差だ。でもね、安心しな──王子殿下の軍が必ず来てくれる」

　投げやりの感はなく、イオーラがしっかりした口調で続ける。

「それまで〈方円の陣形〉で、防御重視でいく──」

　方円の陣形とは、円を描くように兵で囲む陣形だと彼女が説明する。全方位からの攻撃に対処できる極めて防御力の高いものらしい。

　もう敵の戦闘部隊は天守にたどり着いている頃なので、いつここまで攻めてくるかわからない。異を唱える者はなく、さっそく円を描くように陣を組んだ。

　円の中に、マリーとチェルシー、そしてイオーラの判断からシャルロットの三人を非戦闘員として配置した。

　これで三人の少女を守りながら、全員が背後を守り合う形で戦える。

「緊張してるかい、レオン？」

　レオンの右隣に立つイオーラが、短剣を構えながら屋上と天守キープ内部を繋つなぐ扉を凝ぎよう視しして訊きいてくる。

「のどがカラカラに乾いてます。あと変な汗が流れてきます」

　レオンも短剣を握り、唾だ液えきをごくりと飲み込んだ。

「わたしも同じさ。いいかい？　あまり派手に動くんじゃないよ、できるだけ体力を温存するんだ。あっちは殲せん滅めつ戦でもこっちは持久戦なんだからね」

　会話はここまでだった。怒声と共に、激しい足音が響き渡り、ついで扉が破壊されて敵兵が雪な崩だれ込んできた。

「来たよ！　気を強く持ちな!!」

　イオーラの号令に全員が「おおっ!!」と力の限り声を張る。とはいえ、次の瞬間にはそれを上回る、天を衝つくような敵の雄叫おたけびに掻かき消されてしまった。

　最初の突入部隊は頭に血がのぼっているようで、十人以上の敵兵がロングソードを大上段に向かってくる。

　レオンは機先を制するべく右腕を掲かかげ、

「迸ほとばしれ！　電撃鏃レジエロ・フルミネ」

　ゼルーツェ－マルエンでの襲しゆう撃げき時に、敵指揮官から吸収した雷系の紋もん章しよう術──レジェロ級とグランデ級のうち、レジェロ級のほうの発動句を唱える。

　途と端たん、十数本の、青白く帯電する雷の矢が出現する。まるで光線が走るように、青白い尾を引いて敵兵に放たれた。

　全すべての雷の矢が敵に命中して先頭の十数人が倒れる。難を逃れた敵兵がわずかに動揺するのが見て取れた。

「よっし！　いける」

　手て応ごたえを感じてレオンはわずかに握り拳こぶしを引いた。

「最初から飛ばすんじゃないよ！　こっちはあくまで持久戦、敵の殲滅じゃないんだから」

　調子に乗るレオンにイオーラが釘くぎを刺す。そうしている内にも敵兵が続々と屋上に上がってくる。

　敵の装備はロングソードか歩兵槍ロングスピアに、機動力を重視した皮かわ鎧よろいである。鉄板鎧プレートアーマーをつけた重じゆう装そう歩兵はいない。

　と、一人の敵兵がロングソードを構えてイオーラに突撃する。

　敵の大振りの攻撃に対して彼女の動きは実に洗練されたものだった。最低限の体たい捌さばきにより薄皮一枚で斬ざん撃げきをよけ、半歩前に出ると露出している喉のどに短剣を差し込む。

　そのわずか数秒の出来事にレオンは見み惚ほれていた。

　一見地味だが、相手の動きの見切りと、抜ばつ群ぐんの度胸を兼ね備えていなくては出来ないだろう。

　オズワルドの師匠を自任するその実力は伊だ達てではないようだ。

「燃えろ！　火球フイアンマ」

　カロンの発動句の声が聞こえたかと思うと、子どもの頭ほどの火球が顕けん現げんする。それがレオンの目の前に迫る敵兵の顔面に撃うち込まれた。

「大丈夫!?　レオン」

「わりい。助かった」

　レオンは呼吸を整えると再び敵兵の動きに集中する。

　ロングソードによる敵の斬撃！　短剣で受け流し、その反動を利用して敵の首筋を切り裂いた。血の飛沫しぶきが盛大にレオンの顔を濡ぬらした。

　全身の神経を研ぎ澄ませながら、レオンは戦闘を続ける。

　そして戦いながら極力、上半身だけで敵の攻撃を捌さばくことを心がける。足を使えば陣形を崩しかねないし、派手な動作になる分だけ体力の消耗も激しくなるからだ。

　あとは、露出している首筋や手首、あるいは皮かわ鎧よろいの繋つなぎ目に刺し突とつの一撃を打ち込む。

　レオンの両隣ではイオーラが短剣で、カロンが煉れん獄ごくの紋もん章しようで基本技とレジェロ級をおりまぜて奮闘している。さらに、方円陣形の側面や背面でも味方の護衛官たちが懸命に戦っているのが感じられた。

　護衛官たちは選よりすぐりの精鋭のため、最初こそ善戦していたが、疲労が蓄積していき徐々に被害者が出だした。

　ひとりが戦闘不能に陥おちいれば、その穴を埋めるために全員に負担がのしかかる。その負担が仇あだとなり、また新たな犠牲者が出る──。

　寡か兵へいゆえの悪循環に陥り出したのだ。このままでは全滅も時間の問題である。

　しかし敵は倒しても倒しても湧き水のように次々と出現してくる。

　──グランデ級、ここが使いどころか……。

　レオンは敵兵を見据えると、右手をわずかに掲かかげる。

「轟とどろけ！　汝、倶に天を戴かずグランデ・ランポ」

　発動句の詠えい唱しよう──一塊かたまりになっていた数十人の敵兵の頭上に、紫電ほとばしる巨大な魔法陣が展開される。ついで轟ごう音おんと共に、魔法陣から雷が落ちて周囲が閃せん光こうで満たされた。

　視界が晴れると、敵兵が雷に打たれて真っ黒な焼死体になっているのが確認できる。凄せい惨さんな光景に、さすがにレオンも顔をしかめて目をそらす。

　そんな彼を嘲あざ笑わらうように、再び敵兵がドッと押し寄せてきた。

「……次から次へとふざけるなよ」

　レオンは絶望で口の中が乾いていくのを感じる。

「イオーラさん、ひとつ教えてください。ウィンチェスター教官は、煉れん獄ごくの紋もん章しようで極大技インフイニトを使えましたか？」

　突然カロンが意味の分からないことをイオーラに質問した。

　敵に囲まれ、撃破のすべもない中での問いかけに、彼女が困惑した表情をする。

「こんなときになにを言ってるんだい？」

「教えてほしいんです」

「使えた。炎ほのおの極大技はあいつの得意技だった」

　わずかに苛いら立だちを含んだ声こわ音ねでイオーラが答えた。

　その回答に満足したようで、カロンが今度はレオンに声をかける。

「レオン、イチかバチか極大技を使ってみようと思う」

　カロンの発言にレオンは耳を疑う。

「極大技って……お前、グランデ級だって使えないだろ？」

「今はね。でもぼくは極大技を体得できる紋章師なんだと思う。だって教官の煉獄の紋章はぼくの紋章を移植したものなんだから」

　自身の左手の甲に、カロンが目を落とした。

　極大技は紋章術の奥おう義ぎであり、上級紋章師の中でも限られた実力者しか扱えない。それを使えぬまま生しよう涯がいを終える上級紋章師も珍しくないのだ。

「そりゃ、教官は使えたかもしれねえけど、だからって今カロンがやっても失敗するだけだ」

　強力な紋章術であればあるほど、心身にかかる負担は大きくなり、術がまともに発動しない可能性もでてくる。ましてつい最近、上級紋章師になったカロンでは荷が重いだろう。

　しかしカロンはゆっくりと首を左右に振る。

「でもこのままじゃ、この場をしのぐことはできないよ」

　それは確かにそうである。事実、レオンもグランデ級を使ったが、大勢を決することはできなかった。

「……おれはなにをすればいい？」

　これ以上の押し問答に意味はなく、他に道もないことを悟ってレオンは率直に訊きく。

「ありがとう、レオン。術を使うために集中するから、それまでぼくを守っててほしい」

「わかった。まるでヴァンデッドとの戦いのときみたいだ」

「……極大技を使おうっていうのかい。無む茶ちやをするね」

　イオーラが肩をすくめ、

「レオン、あんたとわたしで敵を食い止める。わたしが右側、あんたには左側を意識して戦ってもらうよ。お互いに死角をカバーするんだ」

「了解です、イオーラさん」

　カロンを背後に移動させ、レオンとイオーラは襲いくる敵と対たい峙じする。

　二人は互いの死角を埋め合うように、二人で一体の生き物のように息を合わせて戦う。

　敵の剣や歩兵槍やりの穂先を短剣でいなすことだけに集中する。もはやこの段においては倒すことに意味はない。

　不利という言葉すらかすむような戦いに、しかしレオンは不思議と気分が高こう揚ようしていくのを感じる。

「すごく戦いやすい。まるで教官と一緒に戦ってるようだ」

　イオーラと息が合う──言葉を交わさなくても、彼女の息遣い、気配だけで、自分はどう動けばいいのか、あるいは彼女がどう動いてくれるのかが理解できる。

「そりゃそうだ。わたしはオズワルドの師匠だからね。あいつの動きや思考は全部理解してるつもりさ」

　オズワルドの弟子であるレオンに合わせて、イオーラがオズワルドの動き方を再現してくれているのだ。

　しかしそんな息の合った二人だが、やはり敵の絶え間ない攻撃に押されていく。そしてついに歩兵槍がイオーラの右の太ももを貫つらぬいた。

「くぅっ……」

　彼女が片膝ひざをついた。敵が好機とばかりにとどめの一撃を刺そうとする。

　レオンはイオーラを助けようとするが、別方向から歩兵槍の穂先が迫り、彼女を助けることができない。

　イオーラの胸部に歩兵槍が迫る！

「放て！　剣閃キヤローレ」

　すんでのところで光こう弾だんが放たれて歩兵槍を破壊した。

「……ごめんなさい。わたし、これくらいしかできない」

　涙声で、まともに戦えずにいることをシャルロットが謝罪する。

「最高の攻撃だ！　シャルロット」

　レオンは正面を見据えながら、背後のシャルロットに感謝の言葉を口にする。

「準備ができたよ！　今から極大技インフイニトを使う」

　極大技という言葉に、敵兵が警けい戒かいして動きをとめる。その隙すきにカロンがレオンの隣に立った。

「レオン、お願いがあるんだ」

「どうした？」

「成功しても失敗しても、ぼくはきっと立っていられないから、支えてほしい」

「わかった。任せてくれ」

　術の使用後、カロンが倒れないようにレオンはその身体からだを抱きしめるように支える。

「もしも失敗したらごめんね、レオン」

「失敗なんかするかよ。カロンなら大丈夫だ」

　かすかにカロンがはにかみ、

「焦土と化せ！　原初に還す大神の鉄槌インフイニト・サクロ・エルツイオーネ」

　おごそかに、極大技インフイニトの発動句を詠えい唱しようする。

　一瞬の緊張が走った。

　途と端たん、ゴォオオオと地鳴りが起こり、床面が次々と隆起していく。そして、まるで火山が噴火するようにあちらこちらから火柱が立ち上がった。

　天を衝つくように噴き上がる火柱に敵兵たちが飲み込まれていき、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが渦巻く灼しやく熱ねつの世界へと現実が塗り替えられていくようだった。

　火柱の中で兵士たちは蒸発し、跡形もなく消失する。しばらくして紋もん章しよう術の効果が切れて火柱も掻かき消えるようになくなった。

　レオンたちを取り囲んでいた敵兵全員が葬られた。

　屋上の中央で方円の陣形を組んでいるレオンたちの周囲で、多数の死体が累るい々るいと横たわっていた。目算するに、極大技で消失した敵兵も含めて二百人以上は倒したと思う。

「……うまくいったんだよね」

　生気のない、青白い顔でカロンがレオンを見る。

「大成功だ。極大技を使っちまうなんてすげえよ、カロン」

　レオンの腕の中でカロンがぐったりとする。極大技の使用で体力、精神力を大幅に消耗してしまったようだ。

　だが、まだまだ相当数の敵兵が天守キープ内にいる。今は敵もこちらを警けい戒かいして、マリーのいる屋上に踏み込んでこないが、遠からず突入を再開するだろう。

　満まん身しん創そう痍いの中、もうこれ以上は持ちこたえられない。

「……おれはそれでも仲間を守る」

　カロンを抱いたまま、レオンは短剣を構える。

「赤い旗！」

　不意にチェルシーが叫び声を上げる。

「エルク王子の〈王家の御色ロイヤル・カラー〉か？　どこに」

「砦とりでの外っ！　たくさんいる!!」

　チェルシーにうながされ、レオンは眼下の景色に目を凝こらす──城壁を赤い旗を掲かかげた大軍が取り囲んでいる。丘の上に建つ天守の屋上ゆえに見晴らしはよく、加えて明けはじめる藍色の空に真っ赤な旗が映えていた。

「……わたしたちの勝ちのようだね。みんなよくやった」

　片膝ひざをついたまま、イオーラが苦しげに笑う。思ったよりも重症のようで、彼女は座り込んでしまった。もう動けないようだ。なぜ治ち癒ゆの紋もん章しよう術を使わないのだろうとレオンは思ったが、傷が深すぎて術を使うための集中ができないようだとすぐに気づいた。

　レオンたちの背後では、ノースも全身の裂傷が激しく、うずくまるようにして荒い息を吐いていた。もはや立てぬほどに傷ついているが、マリーを守れた達成感からか、表情は柔らかいものだった。

「……おれたちは運命を乗り越えられたんだ」

　レオンも全身から力が抜け、カロンと共にその場に座り込む。

　弛し緩かんした空気が流れ、全員が勝利を確信する。

　だが、唐突に何者かの影が躍おどり込んできた。

「まったくしぶといガキどもだ。反へ吐どが出る」

　不ふ穏おんな声が平穏を打ち破り、ツァイ・ノートンが屋上に現れた。

　同時に、次々と兵士が屋上に攻めてきた。ツァイを含めて数十人以上いる。

「やめろ！　もうケリは着いたんだ」

「まだだ。女王さえ殺せばなんとでもなる」

　レオンは焦りの滲にじんだ声を出す。が、対照的にツァイが冷笑を浮かべ、指を鳴らした。すると兵たちが一斉に鞘さやから小剣を抜いた。

「皆殺しにしろ！」

「燃えろ！　火球フイアンマ」

　とっさにカロンが火球を放つ。抜ばつ群ぐんの命中精度でもって、ツァイの顔面をとらえた。

「凍れ！　氷塊ギアツチヨ」

　が、すんでのところでツァイが発動句を唱え、顕けん現げんした氷塊によって火球は相そう殺さいされてしまった。

　無念そうな顔をして、カロンが苦しげな息を吐く。極大技インフイニトの使用後で、本来なら基本技ですら使えるだけの体力は残っていない。

　そんなさまをツァイが軽薄な笑えみで楽しみ、

「まずそのガキから始末しろ。なんせ極大技を使える危険なガキなんだからな」

　その命令に、兵士の一人がカロンに駆け、小剣を振り上げる。

「カロンッ!!」

　考えるより早く、レオンはカロンの前に立つと両腕を広げる。

　刹せつ那な、右肩から左わき腹にかけて袈け裟さ懸がけに斬きられ、血しぶきが派手に上がった。





　　　　※






　一瞬の出来事だった。レオンが斬きられるのをカロンは目まの当たりにする。

「レオン!!」

　叫ぶと、レオンが振り返った。そのまま彼は両膝ひざをつき、二人は向かい合う形になる。

　レオンが血混じりの咳せきをしながらも、

「カロ、ン……大丈夫、か……」

　震える手でカロンのほおに触れる。

「ぼくは全然平気だよ。レオンのほうが」

「心配すんな……これくらい、なんとも……ねえ、よ」

　カロンの言葉を遮って、血の気の失うせた顔でレオンが答える。しかも自分を心配させないように、無理やり唇の端はしを吊つり上げて笑えみの形を作るのだ。

　その自己犠牲的な気づかいにカロンは目め尻じりが熱くなる。

「こんなの、Ｙヨグの、紋もん章しようが……治して、くれる……」

　直感的に、それはウソだとカロンは感じる。レオンの傷口からの出血は止まっておらず、鮮血がどくどくと流れているのだ。傷が深すぎて、Ｙの紋章の治ち癒ゆ能力が追い付いていないのだと思った。

　そんな重傷なのに、レオンがもう一度笑みを見せてくる。それから歯を食いしばって立ち上がり、敵に振り返った。

「レオン！　ダメだ」

「グズグズするな！　早く殺やってしまえ!!」

　カロンの叫び声もむなしく、ツァイに命じられた敵兵が再び小剣でレオンの腹部を貫つらぬいた。

「レオンッ!!」

　しかしレオンは両足を踏ん張って耐えている。なおも敵兵が小剣で斬りつける。それでも彼は倒れず、仲間を守り抜くという信念を体現するかのようだった。

　不意にカロンの脳裏に、レオンと過ごしてきたこれまでの日々がよみがえる。

　仲良くなるきっかけとなった入学当初の行軍訓練から、彼の困った趣味ともいえる風呂のぞきや、Ｙの紋章が〈飾りデコレーシヨン〉と揶や揄ゆされて一緒になって悔しい思いをしたこと、その後の模も擬ぎ試合でペアを組み、嫌いやみな連中を打ち負かして笑い合ったことなどが目まぐるしく思い起こされる。

　学園に入学して以来、なにをするにもいつもレオンがいた。彼と過ごす時間がなによりも楽しかった。その時間が永遠に続くと思っていた。

　特別に楽しいことなんてなにも起こらなくてもいい。レオンがいて、シャルロットとチェルシーがいてくれれば、それだけで十分に満たされていたのだから。

　しかし現実にはレオンが自分を守るために犠牲になろうとしている。

　──それだけは嫌いやだ!!

　心の底からカロンはそう思った。レオンを失うことだけは絶対に嫌だった。

「……ぼくが守るんだ」

　彼の背を見上げて、カロンの心の中に決意が生まれる。

　今の自分にどうやって仲間を守れるのか？

　答えはすぐに出た。

　たった一つだけだが、まだできることがある。

　カロンは小さく自分自身にうなずく──きっとレオンは怒るだろう。

　それでも、アレを使う以外にみんなが助かる道はない。

　ゆっくりと立ち上がった。

　そして一歩を踏み、レオンの隣に立った。

「カ、カロン……？」

　朦もう朧ろうとしているのか、レオンが焦点の合わぬ目でカロンを見つめた。

　カロンはそんなレオンに穏おだやかな微び笑しようを浮かべる。

「レオンはいつもむちゃばかりするんだから」

「危ねえ、から……、前に出るな」

　レオンがカロンの身を案じた直後、敵兵が小剣を振り上げてきた。

「焼けろ！　火刃ルオータ」

　気力を振り絞って発動句を唱える。炎刃が敵兵を切り裂いた。敵たちに動揺が走り、攻撃の手がとまった。

　敵をけん制できたことを確認して、カロンは再びレオンに視線を移した。

「あとはぼくに任せて」

「無理だ……カロンはおれの後ろに……いろ……」

　声を出すのも辛つらそうにレオンがとぎれとぎれにしゃべり、しかし次の瞬間にはごぼりと血の塊かたまりを吐いた。

　カロンはレオンの肩を抱く。それから、傷に障さわらないように注意しながら片膝ひざをつくとレオンを寝かせた。

　切り傷や刺し傷による出血がひどい。だが、安静にしていればＹヨグの紋もん章しようの治ち癒ゆ力がきっと追い付いてくれる。今はただ、そう信じたかった。

「……カロン」

　右腕を小刻みに震わせながら持ち上げ、レオンがカロンの上着の裾すそをつかんだ。

　カロンは、レオンの右手を裾からほどかせると、

「レオンはいつもぼくを守ってくれたよね。覚えてる？　行軍訓練の、ぼくを背負ってくれた日のこと──」

　ケガをして動けなくなったカロンを、レオンは、それが当たり前のことであるかのように背負ってくれた。

「レオンの背中がなによりも温かくて、ぼくは死ぬまでそのことを忘れないと思ったんだ」

「……こんなときに……なにを……？」

「それだけじゃない」

　カロンは緩やかに首を左右に振り、

「風呂のぞきがバレたときだってそうだよ。ぼくを逃がすことを先に考えてくれる……」

　口にすると、切なさが込み上げてきた。学園にいたときは当たり前の日常だったのに。

「でも結局シャルロットに捕まって、めちゃくちゃ怒られるんだ」

　カロンは知らず笑えんでいた。説教されるときのレオンの不満そうな顔、シャルロットのムキになって真っ赤になる顔──そんな些さ細さいなことでさえ、今は宝石のように美しい思い出だ。

「チェルシーとも友達になれて、もっともっと賑にぎやかになっていったんだろうな」

　きっと今まで以上に騒がしくて楽しい毎日になったんだろうと思った。

「またレオンとバカなことがしたかった」

　それがもはや叶かなわないことだと理解している。

「……もっとみんなと一緒にいたかったな」

　未練を断ち切るように、カロンは一度目を閉じた。自分がこれからすることを再認識する。そしてゆっくりと目を開いた。

「ごめんね、レオン。これしかみんなを守る方法が見つからなかった──」

　カロンは立ち上がると、儚はかなげに笑む。そしてその紋章術の発動句を唱え始める。

「サクロ＝ウィル・ヴァー・スミェールチィ＝ヴァグ＝ガルガンチェア──」

　その詠えい唱しようにレオンの身体からだがびくりと震えた。

「待て……、それは……やめろっ！」

　レオンが顔を歪ゆがませてゼイゼイと荒く呼吸をしながら、術の中止を訴えてくる。

「……お前が、死んじまったら……なんの意味も……ねえだろ！」

　うめき声を上げながらレオンが膝ひざ立ちになる。カロンを止めようとするが、身体の自由がきかないようで、すぐに前のめりに倒れた。

　カロンは詠唱を続ける。

「我、炎ほのおの王を御する者なり。対価に、汝を御する者の名を捧ささげん」

　発動句を半ばまで唱えて、カロンの身体は真っ白な炎へと変じていく。彼が唱えているのは極大技を超える紋もん章しよう術──自爆技である。

「ふざけるなっ！　……やめろっ!!　これじゃ結局、文書の内容と同じで意味ねえじゃねえか……」

　目を見開いてレオンが声を張り上げる。

　その言葉に、カロンの脳裏にウィンチェスター文書の内容がよぎった。

　──ガグに殺される未来は変えられたけど、死ぬ運命は変えられなかった。

　一瞬、カロンの中に、なにも変えられないのでは？　という忌まわしい考えが浮かんだ。

　レオンもチェルシーも、シャルロットも、みんな死ぬことになるのではないか、と。

　──そんなことはない！

　カロンは心の中でそれを強く否定する。

　──運命を変えるのは意志だ。絶望に抗あらがい、希望を信じ続け、決して屈することのない強固な意志！　そしてウィンチェスター教官がそうだったように、それは必ず受け継がれる。

　心の底から熱いものが込み上げてくる。

　──きっとぼくの意志はレオンに受け継がれる！

　カロンは小さく息を吸い込むと、最後の文言を朗々と唱える。

「我の名はカロン・ロッドマン！」

　詠えい唱しようが完了した瞬間、白亜の炎ほのおが大膨張する。

　それはとても不思議な感覚だった。

　自身の存在が世界と交わり溶けていくような安心感と、個としての自我が完全に消滅する寂せき寥りよう感が均等にある。恐怖はなかった。ただ愛いとしい者たちを忘れていくことが寂しかった。

　彼は、まだわずかに残っている〈カロン・ロッドマン〉という存在の意義のもと、愛しき者たちを脅おびやかす者たちに白亜の光線を放つ。自分たちを取り囲むように陣取っていた一団は、白亜の光線にさらされると悲鳴を上げる間もなく蒸発して消えていった。

　いや、ただ一人、白い煙に守られている者がいたが、それでも光線が白い煙を打ち破り、その者の左腕が蒸発したのを見て、もはや脅威にはならないと判断した。

　そして彼の存在は完全に世界に溶け込み、自我は消滅の瞬間を迎えていた。

　それでも彼は最後に最高の相棒バデイの顔を見たかった。

　彼はその者の姿を確認し、もはや声にはならぬ声で最後の想おもいを紡つむいだ。




「レオン。生きて──」




　彼が最さい期ごに見たのは生しよう涯がい最高の友の泣き顔だった──。

















　　　　※






「カロンッ!!　バカ野郎ぉおおお、おおおおおおおお……おおおっ……!!」

　レオンは、白亜の炎ほのおとなり、崩れるように掻かき消えていくカロンに向けて絶叫する。

　絶叫と同時にレオンの意識が暗転した──だが次の瞬間には彼の意識は回復し、あの忌まわしい空間に移動していた。

　光と闇やみが混在して、不定形の名状しがたい生物が楽器をかき鳴らす、知覚が狂ったような空間、忘れもしない、あの男の支配する世界だ。

　レオンの肉体は皮肉にも完全に回復していた。

　しかし精神的には相当に疲ひ弊へいしており、喪失感からくる無気力さにさいなまれる。

　カロンが自爆技を使ったという事実と、彼が死んだという実感が噛かみ合わない。

　身体からだの芯が抜けるような感覚に陥おちいり、立っていることすら辛つらかった。

　たまらずレオンはその場にうずくまりそうになる。

　そのときだった──。

　人を小馬鹿にするような含み笑いと共に、目の前に豪ごう奢しやな椅子が出現する。

　そしてそこには、寝そべるような怠たい惰だな格好で座る顔のない男の姿も……。

「ようこそおいでくださりました。レオン・カーター」

　口調だけは慇いん懃ぎんに、顔のない男がレオンに声をかける。目鼻立ちは認識できないが、しかしこちらを嘲あざ笑わらっていることだけは理解できる。

「テメエ……」

　レオンは睨にらみつけるが、意に介さずというふうに顔のない男はニヤニヤとした笑えみを張り付けている。

「さてレオン・カーターよ、わたくしは嘆いております」

　肩をすくめる仕草をするや、

「あなたはあまりにも弱い。こんなことでは我らが姫を守れませぬ」

　人好きのする笑顔を顔なき顔に張り付けて、無む貌ぼうなる男は道化のような口調で告げる。

「新たな力を差し上げましょう。我々の友情のしるしに──」

　顔のない男の掌てのひらからなにかが浮き上がった。

　それは方形と円形を組み合わせ、中心に〈炎ほのお〉をかたどった美しい紋もん様よう──煉れん獄ごくの紋もん章しようの意匠シンボルだった。

　紋章がふわふわ浮いているかと思うと、それはレオンの左手の甲へと移動する。

　レオンは今、なにが起きているのかを知っている。

　それは相棒の死をもてあそぶ許しがたき行為であり、絶対に許すことのできないことであり……しかし今のレオンは甘んじてそれを受け入れるしかなかった。




　──力が欲しい。どんな相手だろうと屈服させられるような力が!!




　紋章が左手の甲へと重なる。大いなる力が流れ込んでくる高こう揚よう感と、それがカロンの死を代償にしているという嫌悪感とがレオンの胸中でせめぎ合う。

　歯を食いしばって激情を抑え込もうとするレオンに、顔のない男がクスクスと軽薄な笑いを上げる。

「その顔です。人間の、怒りと憎悪で歪ゆがむ顔はなんとも美しい。まるで瑞みず々みずしい果実が芳かぐわしい腐ふ臭しゆうを放つようだ──それではレオン・カーターよ、ごきげんよう」

　途と端たん、空間がぐにゃりと歪んでいき、レオンの前から顔のない男が空間ごと掻かき消えようとする。

　それと同時にレオンの耳に男の哄こう笑しようが響く。

　その嘲あざけるような笑い声を聞きながら、すべてが消え去る瞬間まで、レオンは顔のない男を睨み続けた。




６




　気が付くと、レオンは傷が癒いえた状態で元の場所──天守キープ屋上に立ち尽くしていた。

　カロンの自爆技で左腕が消失したツァイが悶もん絶ぜつしており、どうやら異空間でのやり取りはこっちでは一瞬の出来事だったと認識した。

　レオンは左手の甲に目を落とす──親友の忘れ形見が宿っていた。

「……カロン」

　左手の甲を右手で包むように握り、額に押し当てた。

「ぐぅっ、女王の首さえ手に入ればアグノリアで将しよう官かんの道も開けたのに。あのガキめ、自爆の術など……他人のために命を捨てるなんて理解できんな」

　うめくようにツァイが表情を醜みにくく歪ゆがめ、

「友情ごっこのつもりかしらんが、自己犠牲でさぞ気分がいいことだろうよ！」

　口汚くカロンを罵ののしった。

　相棒への罵ば倒とうに、レオンは額から手を離すとツァイを睨にらみつける。

「お前にだって大切な娘がいるんじゃねえのかよっ!!」

　守るべき人間がいる者がどうしてそんな暴言を吐けるのかと、喪失感と無気力さに打ちひしがれるレオンの身体からだに怒りの焔ほのおが宿った。

　対してツァイは意味が分からないといった顔をする。

　だが、すぐに納得がいったようで、侮あなどるような目つきをした。

「なんのことを言っているのかと思えば。いるわけないだろ、娘など。お前たちを騙だますために思いつきで言ってみただけだ」

　半笑いでレオンに告げる。

　レオンの心の中で感情が猛たけっていく。無力な自分への嫌悪感と、目の前の敵への憎悪によって怒りの感情が飽和する。

「お前は最底のクズ野郎だ！」

「はっ、お前の親友はそのクズ野郎のせいで死んだんだ。滑こつ稽けいだな」

　ツァイがレオンに向けて唾つばを吐きかける。

「凍えろ！　氷結棺レジエロ・ギアツチヨーロ」

　発動句の詠えい唱しようと共に巨大なつららが顕けん現げんする。

「おれに紋もん章しよう術は効かねえ！」

　レオンは右腕を掲かかげるが、つららは吸収されなかった。

「お前には効かないだろうよ、お前にはな」

　不敵な笑えみ。ツァイの放った巨大つららはレオンではなく、彼の右後方──崩れてしまった方円の陣形、その中心にいるマリーに向けて撃うち出されていた。

　しかし動じず、レオンは左手の紋もん章しようを解放する。

「爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　大岩ほどの火球が現れ、破は裂れつする。

　炎ほのおの散弾が、今まさにマリーを刺し貫つらぬこうとする巨大つららに降り注ぎ、相そう殺さいする形で焼き尽くした。

　目の前の出来事が衝撃的だったようで、ツァイが呆ほうけた顔をする。

「双紋ダブルギツド？　バカな!?　そんな報告は受けていない……」

　驚いているのはツァイだけではなかった。

「オズワルド……？」

　イオーラが誰に言うともなくつぶやいた。

　そしてチェルシーとシャルロット、味方の護衛官たちも硬い表情で成り行きを見守っている。

　そんな中で、紅ぐ蓮れんの炎をまとうレオンが左腕をわずかに持ち上げる。

「ケリをつける。貫け！　薪に臥し、胆嘗める者の情念グランデ・フイア・ランチヤ」

　レオンの身を包む炎が螺ら旋せん状じようにうねる。そして伸縮を繰り返すや、十メートル近い、炎の突撃槍ランスが形成された。

　突撃槍がツァイを穿うがつために発射される。













　落ち着いた仕草でツァイが懐に手をやる。が、すぐに眉み間けんにしわを刻み、

「……もう〈白亜の祝福ホワイト・ブレス〉がない」

　歯ぎしりをするツァイ。その顔は恐怖で歪ゆがんでいる。

「クソガキ！　貴様とはくぐってきた修羅場が違うっ!!　狂い踊れ！　鶏をまね、狗をまねる卑しき者グランデ・ブリーナ」

　ツァイがグランデ級の紋もん章しよう術を唱える。

　霜しもが降り出す──それが幻想的な美しさを醸かもすと同時に、微び細さいな刃やいばとなり、炎ほのおの突撃槍ランスを破壊しようとする。

　だがレオンは堂々とした態度で右腕をわずかに持ち上げる。

「おれはお前のことを絶対に許さねえ！」

　次の瞬間、微細な刃と化した霜は光の粒子へと還かえり、レオンの右手の甲──Ｙヨグの紋章に吸収されていった。

　もはや身を守るものがなにもなくなったツァイが絶望から目を限界まで開く。さらに唇をわななかせ、「や、やめろ。なんでもする……」とかすれた声を出した。

　レオンはそんなツァイの目を見据え、

「向こうでカロンに詫わびろ!!」

　炎の突撃槍がツァイを貫つらぬいた。

「たかがガキ一匹死んだだけだろうがっ！」

　癇かん癪しやくを起こすようにツァイが甲高い声を上げる。しかしすぐに断罪の炎が裏切り者を焼き尽くして、ヒステリックな声は断末魔の悲鳴に変わった。

　やがてその歪いびつな声も聞こえなくなり、藍色にかすむ夜明けの空に向けて紅ぐ蓮れんの炎が赤々と燃え続ける。まるでカロンの魂を弔とむらうように。

　敵を一掃した砦とりでの屋上で、レオンをはじめ、チェルシーやシャルロット、イオーラ、マリーたちが悼いたむように天を仰ぐ。

　敵味方、多くの犠牲を出した戦いに終止符が打たれ、まるで生者を祝福するかのように朝日が昇ろうとしていた。






　　　終章　そして天秤は平衡を保つ









「マリー、やっぱりこれは返す」

　レオンは、紅縞瑪瑙サードニクスの首飾りを取るとマリーの手にそっと乗せた。彼女もそれをちょっと寂しそうに見つめながら受け取った。

　バハル砦とりででの一件から三日が経過していた。

　勅ちよく命めいの取り下げにより、ノスボルレ侯こう爵しやくは戦う理由を失って武装解除に応じた。今回のやり口は相当に強引だったようで、後日彼は査問にかけられるらしい。

　そしてこちらの被害だが、バハル砦到着時にはいた十五、六人は、最後の戦いで半数が戦死した。イオーラやノースは無事だったが、二人とも負傷している。

　だが命を懸けた戦いにより、マリーは無事に保護されることになった──。

　現在、ここは砦内の天守キープにあるマリーの仮の居きよ室しつである。

「……この首飾りは君のお母さんの形見なんだろ。なら、返さなくちゃいけないと思った」

　レオンは返却の理由を重ねて答えた。だが本心は少しだけ違った──。

　四年前、彼女を故郷まで連れていくという約束をした。そのとき、離れ離れにならないためのお守りとして預かったのがあの首飾りだった。

　それがいつしかレオンにとって、彼女を故郷に連れていけなかった後悔の象しよう徴ちようになっていった。

　だけど今回、彼女を無事に守ることができ、あの日の約束を果たせたように思えた。だから、気持ちの区切りとして返すべきだと考えたのだ。

「ゼルーツェでこの首飾りを受け取らなかったのは……」

　マリーが銀の鎖を触りながら、秘めたる思いを告白するようにレオンの瞳ひとみをまっすぐに見つめる。

「受け取ってしまえばレオンとの繋つながりがなくなってしまうと思ったからです。これがあなたのもとにあれば、わたくしのことをずっと忘れずにいてくれると思ったから」

　わずかに目を伏せ、

「あなたのことをどんなに憎んでも、嫌いになり切ることはできなかった……」

　自分がマリーのことを想おもうよりも深く、複雑に、彼女は自分のことを想ってくれていたことをレオンは知った。

　マリーが再びレオンの目を見つめる。

「レオン……ここでわたくしと暮らしませんか？　この地でカロンさんの冥めい福ふくを祈りながら、静かに」

　その誘いを受ければ幸せに生きていけるのかもしれない。

　すべてを忘れてただ穏おだやかに……だけど、

「おれにはやらなくちゃいけないことがある──運命に抗あらがい、あの男を倒さなくちゃいけない。カロンのためにも……」

　言葉の意味はよくわからなかっただろうが、思いが受け入れられなかったことは理解したようで、マリーが悲しげに目を細めた。

　そんな彼女に、レオンは続ける。

「……未来を完全に変えることはできないんだろうか」

　マリーを救うことができた反面、カロンを失うという未来は変えられなかった。まるで運命という名の天てん秤びんが、歪いびつに、そして皮肉に平へい衡こうを保とうとしているようにも見えた。

「マリー、きみは絶対に生きてほしい。この先どんな運命がきみを待ち受けているのかわからないけど、生きて生きて生き抜いてくれ」

　それがレオンの本心だった。亡なき相棒バデイのためにも、マリーには自分の生を全まつとうしてほしかった。

「……静かになど暮らしていてはいけませんね。わたくしがこうやって生きていられるのも、カロンさんを始め、多くの方々が守ってくれたからなのですから。わたくしはその方たちの思いを絶対に無駄にしてはいけない」

　マリーが一人の少女の顔から、一国の女王の顔に戻った。

「わたくしは必ずや祖国に戻り、わたくしを信じてくれる人々を安あん寧ねいに導くことを誓います。だからレオン……」

　ほんの少しだけ、か弱げに緋ひ色いろの瞳ひとみを潤うるませ、

「わたくしがまた危機に陥おちいったときは、またレオンが助けにきてくれますか？」

「ああ。何度だってマリーを助けにいくと誓う」

　レオンはマリーに向けて、力強く自身の決意を口にする。

「でも、この誓いはもう物くびかざりにはしない。おれの心に誓う。だからおれたちの絆きずなは永遠のものだ」

「はい、レオン」

　マリーが目め尻じりをぬぐい、大輪の花を咲かせるような満面の笑顔を見せてくれた。




　マリーの部屋を辞じすと、壁にチェルシーが寄りかかっていた。

「なんだよ。盗み聞きか？」

「ちーがーうー！　たまたまここで休憩してただけだもん」

　自分の部屋に戻ろうとするレオンに、チェルシーもついてくる。

　しばらく黙々と歩いたが、チェルシーがためらいぎみにレオンの手を握ってきた。

「……あんた大丈夫？」

　カロンを失ったことを訊きいているのは明白だった。

「大丈夫かどうかなんて聞かれりゃ、大丈夫じゃねえさ」

　心配をかけないように、レオンは出来るだけ冷静に話そうと心がける。

「でも、カロンはおれと一緒にいてくれるから。この左手にちゃんといてくれるから、だからおれは、だから……」

　あれ？　と思った。

　頭が真っ白になって言葉がうまく出てこないのだ。目から熱いものがボロボロとこぼれて、レオンはあいているほうの手で目元をごしごしとぬぐった。

　しかしぬぐえばぬぐうほど、とめどなく溢あふれてきて、もうどうにもならなくなる。立っていることも辛つらくなり、レオンはその場にうずくまった。

　と、チェルシーも同様にうずくまったようで、レオンを抱きしめてくれる。

「泣きたいときは泣いていいと思う」

　チェルシーのぬくもりに包まれた瞬間、レオンは声を上げて泣いた。

「ああぁ、カロン……カロンッ……！　なんで、なんでだよ……なんであんなっ、クッ、お前が、死んじまったら……なんの意味も、ぐぅ、意味もねえじゃねえかっ!!　おれがもっと……もっと強けりゃ……すまねえ、カロンッ！　すまねえっ……！」

　手のひらで床を何度も叩たたきつけ、額をこすりつけながら、恥も外聞もなく泣き続ける。涙を流し、鼻水をたらし、身体からだ中じゆうの水分を流しきったように思っても、その瞬間から再び涙が溢あふれ出るのだ。













　情けなくて、悔しくて、それにより涙が出て、自分の半はん身みが持っていかれたような悲しみでまた涙が出て、狂わんばかりの怒りで涙が出て、とにかくレオンは泣き続けた。

　どれくらい経たったか、目の前に誰かが立っているのに気付いた。

　レオンは手の甲で目元をぬぐうと顔を上げる──イオーラが立っていた。

「……イオーラさん」

　多少落ち着きを取り戻して、レオンは立ち上がった。

「すみません。みっともないところを見せました」

「みっともないことなんてない。泣きたいときに泣いとかないとね、あとあと心が病んでいくんだ。今は泣きたいだけ泣きな」

　その優しさに、再び涙の粒が浮き上がった。

「ノースも重傷だけど助かった。レオン、あんたには今回の作戦でいろいろ世話になったね」

「おれなんてたいしたことは……イオーラさんに世話になりっぱなしで、もっといろいろと学びたいくらいでした」

　イオーラがニッと笑った。

「そんなかわいいこと言われたら手放したくなくなっちゃうよ」

　冗談めいた口調で話したかと思うと、彼女は急に真面目まじめな顔に戻った。

「ねえレオン、あんた本当はオズワルドなんじゃないのかい？」

　予想外の一言に、レオンは心臓が飛び跳ねて言葉が出なかった。

「同じ顔に、同じ紋もん章しよう、考え方もしゃべり方も全部一緒……他人だなんて思えないんだよ。あんたはオズワルドそのものだ」

　その言葉に、しかしレオンは否定する。

「違います。オズワルド・ウィンチェスターはこんなに弱くも、無ぶ様ざまでもありません」

　正体がばれるのを恐れての否定ではない。「オズワルドそのものだ」と言われるには自分は未熟すぎて、まだまだ肯こう定ていしてはいけないと思ったからだ。

「……そっか。あんたがそう言うんならそうなんだろうね。レオン、またどこかで会えるといいね。あまり無む茶ちやするんじゃないよ」

「ありがとうございます！」

　レオンは深く頭を下げて、イオーラと別れた。

　それからチェルシーに振り向く。

「ありがとうな、チェルシー。泣いたら少しだけすっきりした」

「うん──」

　チェルシーがまだ心配そうな顔をしながらうなずいた。

「アグノリアに帰ろう。立ちどまってる暇はないんだ」





　　　　※






　同時刻──。

　シャルロットはまるで夢遊病者のように、庭ベリーの林の中を彷徨さまよっていた。

「わたしのせいだ。わたしが役立たずだから……カロンが死んじゃった」

　ずっと一緒に学んできた仲間の死で、彼女の心は粉々に砕けそうになっていた。

「……少し時期がずれただけなんだ。カロンが死んだように私も死ぬ、レオンも死ぬ、みんな死ぬんだ」

　運命を変えられると思っていた頃の自分が滑こつ稽けいでしょうがなかった。

「嫌いやだ。死にたくない。死にたくない！」

「死すべき運命からお助けしましょうか？」

　突如声が聞こえ、シャルロットはハッとする──見上げた先に男性が立っていた。

　ザヴァラ兵かと思ったが、軍装ではなく、袖そで口ぐちや裾すそが大きく開いた華か美びな僧衣ダルマテイカをまとっていた。

　僧そう侶りよ？　とシャルロットはまじまじと見つめる。

　柔らかな笑えみを浮かべた顔はまだ若い……というよりも、自分たちと同じ年代の少年に見える。しかし僧衣は豪華なものであり、たたずまいにも威い厳げんが宿り、尋常ならざるものを感じる。

「あなたは誰？」

　シャルロットはおもわず問うていた。

「身みの名はワイグ・リ・ウィグリィー＝ホーギー、迷える者の救きゆう済さい者にして、無む貌ぼうなる神の代だい弁べん者しや──〈神秘の銀派〉の教祖である」


（つづく）







【あとがき】




　越お智ち文ふみ比ひ古こです。『Ｙヨグの紋章師』二巻をお買い上げいただき、ありがとうございます！

　今回は、一巻でちょっとだけ出てきたガルゼノン王国の女王さまを軸にしたお話になっています。

　一巻の裏の主人公オズワルドが遺のこした『ウィンチェスター文書』を手掛かりにしながら、レオンたちが女王さまを〈死ぬ運命〉から守ろうとする筋立てです。

　キャラ的には、オズワルドの傭よう兵へい時代の相棒イオーラ（一巻の、店舗特典のＳＳにも出てきます）が好きで、彼女にはオズワルドの代わりにレオンたちを導く役割を担ってもらいました。純粋な近接戦闘ではオズワルド以上の戦闘能力を持っているというのが越智の中にあり（裏設定）、最終局面でレオンと連携するシーンが一番好きですね。

　敵キャラは、前巻のヴァンデッドがお気に入りで、特に口癖を言うキャラが好きなので、次巻では新しい口癖を考えたいと思います。なにがいいだろ？　たとえば「……クッ、殺せ！」的な？　はい、ごめんなさい。使ってみたかっただけです（笑）

　それから、ネタバレになるのでぼかしますが、終盤の展開はやはり書いていてとても辛つらかったです。この展開はもうずっと前から考えていたもので、執筆時も覚悟をしていたのですが……レオン同様、ぼくも前を向いてがんばりたいと思います。




　あと、これは本作とはまったく関係ないのですが、越智は今、『あいこのまーちゃん』という漫画作品にハマっております。この作品は、とある理由から出版されなかったものなのですが、間違いなく大傑作で、漫画史に名を刻む作品であると確信しています。

　今年の四月ごろに電子書籍として販売するそうで、越智は今からワクワクがとまりません。




　それでは最後になりますが、担当のＮさん、いつも〆切をちょいちょい守れずすみません。イラストを担当してくださっているカグユヅさん、今回もとてもきれいなイラストで感激、感動しております。関係者の皆さま、ありがとうございます。

　そしてこの本を読んでくださった読者の皆さまに、深く深く感謝いたします。




　三巻も一生懸命がんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。





二〇一五年一月　越智文比古



































　著者

　越智文比古（おち・ふみひこ）

　　お久しぶりです。越智文比古です。またお会いできてとてもうれしいです。

　　今年（まだ始まったばかりですが）、もっとも衝撃＆感銘を受けた漫画は「あいこのまーちゃん」です。個人的には、近年稀に見る大傑作だと確信しております。




　イラスト

　カグユヅ

　　お正月に実家に帰省した際、

　　雪一面の風景を見て懐かしい気分になりました。

　　でも寒さには弱いです。









Ｙヨグの紋章師２




2015年2月28日発行　ver.1.0





著者　　　　越智文比古

発行者　　　三坂泰二

編集長　　　万木壮

発行所　　　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　　　　　　〒102-8177

　　　　　　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　03-3238-8745（営業）

編集　　　　メディアファクトリー

　　　　　　0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

　　　　　　年末年始を除く平日10:00～18:00まで







©Fumihiko Ochi 2015

http://www.kadokawa.co.jp/




※無断で複製・複写・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。




本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ

Ｙの紋章師２


発行日　　　2015年2月28日　初版第一刷発行
















item/image/kuchie-004.jpg
N
»>
-~
Sk
AR
2
ﬁ.ﬂ

€
o8
®3






item/image/kuchie-002.jpg
\






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/169.jpg





item/image/127.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/043.jpg





item/image/285.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		序章



		第一章　ウィンチェスター文書



		第二章　偶然という名の再会



		第三章　運命の分岐点



		終章　そして天秤は平衡を保つ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/293.jpg





item/image/294.jpg
HhOay-aykvy
aiE

6A29H

PNIVUEIZT HVEICT
w\g REOK. EC REOEK.EC
(BEIN: IR DR L) (B IR ORI

=






item/image/097.jpg





item/image/010.jpg
W MEE
BHRONEBIBROZ L, FEEFAC—AOZETRA, »
DBELEV
(BER) | WESSBRYESWIBEOS
(B | MERBELTVSE

N REOEN

(AR | HOBE, AONE, LOKE
GRER) | BYLONEROKE

(BB | M2 REORE L TBRTE SR
(R | BHHRCEILEEHT LA TEHHE
CERE) | 2?7 BLTLAMEMIBELALEST, RbhAfEs
bha

N RE0iE{t

(€125

BEDBRDNEFHOWE

TERROH. WEMOREPBRICE > T, ED S EJ/ALHE
(A

TRBLNADOHET N T, ThEGDTHRRO LRI ICTHS
BHENERD

(€2 114:))

H REOH

W (smz—omLTusRES
G | BEEm BT SRER. HEA—AORALAEL






item/image/292.jpg
Fionshoshi

7R, L MO, Y ORI
Y BTRS ARIMRIRETS

R (0703 W
AT LE B TR R RRERL

LAY SRR,
AXIFDBEEHE ERORREERT 57

TLIIET T SRR SOREE
RESH ANTHEE

RO MR EE S
BIMY TSN P77 ERINIEFEABS,
DB EDLAS A,
> L0, BA8.
THOZNEREITSOREE

5.7 (LR,

L ERa LIS
Oy DRI Ao
DXBIWIS.

1442823

1442826

VA=Y L A ERREC
BT,

XTI A (), > SRR
Jr R AR AT YORE
o~

FIY BN TRS, ST ORI,

ISR AL EBN.
ARINRE S,

GO FNATY ERRRLBHENTH

TRTREF N —EYRDESD R,

EERRRLAD7 RHA= LOBRIED. Y
7T ERICRT SN S ERLET) 12
BHETS

FATAF F 20— ERRELAVTIFOH

s,
HNA S EMEECSERSILN, AT —
RUBELEMRBALELATT S,

TAINREF 2y — AR REL I

XTI EMGE )~ EBRT S

AEMROVAEREDRET S

BABH AT AT LAREEED

BRI NI S RORREE D,
ATHASOER AL B TLHH A KT
IREZhER.

AR 5, SRV EY I,

TS 7 TERRSOREEN.

EEAT. 77T ERAP TR

[

UHUBEOBBIE>THIEAS ENTET
I RORBERYS.
SOAETAG






item/image/069.jpg





item/image/277.jpg





item/image/270.jpg





